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　　　第十二話　オオカミ発見大作戦










　　　　　１




「オオカミが出たぞ～！」

　それは昼時だった。

　何の前触れもなく、そんな声が飯いい波なみ高校三階の廊下に響き渡った。

「オオカミ？」

　廊下を歩いてた二年三組出席番号二十八番、うどん娘むすめこと七しち味み唐とう子こは、足を止め怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

　三時限目の体育の授業、それはそれは恥ずかしい創作ダンスって課題を終え（あれは授業じゃないわ拷ごう問もんよ！　唐子談）着替えて教室へと戻ってくる途中だった。

「ねぇ、この学校でオオカミって言ったら……」

　不安気に隣を見た。隣にはとっても涼すずやかなオーラを放ちまくってる美少女がいた。（ど～～して肌そんなに奇き麗れいなんだろ？　唐とう子こ談）

　二年三組出席番号四十二番、動物占い娘むすめこと狩かり谷や楓かえでだ。

　楓は眉まゆ毛げ一つ動かさず、こう言ったもんだ。

「駒こま犬いぬ君しかいないんじゃない」

　正解だった的中だったビンゴだったドンピシャだった。楠くす玉だまパッカリだった。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　悲鳴を上げながら角を曲がって来たのは、どっからどう見ても人間じゃない。

　二年三組、出席番号四十一番、オオカミ青少年こと、駒犬銀ぎん之の介すけの変身した姿だ。

「唐子！　楓さん！」

　二人を見つけた銀之介は、大きな瞳にこんもりと涙を浮かべ詰め寄ってきた。

「男子は体育のラグビーが早めに終わったから着替えて教室に戻ってきて、さあ弁当を食べようかって思ったんだ。そしたらさ……」

「説明はいいから、早く隠れて！」

　唐子の行動は素早かった。廊下のスミっこで銀之介を縮こませると、その前に立ち自らバリケードになる。

　残念ながら唐子一人では不十分だった。

　スカートの両方を軽く持ち上げてみたけどまだ追いつかない。

「楓ちゃん。お願い！」

　懇こん願がんの瞳に、楓がしぶしぶと動いた。

　バリケードは二つになった。ようやく尻尾しつぽも隠れたって時に、どやどやと集団が角を曲がってやってくる。

　あんまり安全じゃない連中だってのは見るからに分かる。だって普通じゃないんだもん。肉体とか瞳とか脳味み噌そとかが。

　彼らが何者なのか、それは頭に巻かれた鉢はち巻まきを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ピンクのハチマキに黒字で『くら』。

　ザ、倉くら地ち先生ファンクラブの皆様だ。

　美術教師、倉地香かおりを崇あがめ奉たてまつり、時にぴっちりしたスーツの隙すき間まから見える下着なんぞに手を合わせるという変態チックな集団なのだ。

　質たちの悪いことに、この集団は謎なぞのオオカミ人間を敵視している。倉地先生を襲った怪物として認識してるのだ。

「おい！　ここをオオカミが通ったろ！」

　一番脳味噌がいかれてそうな男が唐子らに血走った目を向けてきた。

　百メートル向こうのおばあちゃんに道を尋ねるような声の大きさだ。

「え～～、アタシそんなの見てない」

　じんじんする鼓こ膜まくを我慢しつつ、唐とう子こはそらっとぼけた。

「そんなはずはない！　逃げ路はこっちしかないんだからな！」

　男が嚙かみついてきた。それからいぶかしげに目を細める。

「なんでそんな格好してるんだ？」

　スカートの左右を軽く持ち上げて広げてる姿のことを言ってるのだ。

「え～～と」

　唐子は、ドーバー海峡を横断しちゃえるくらい両目を泳がせて言った。

「お姫様ごっこしてるから」

　一級品の誤ご魔ま化かしとは言えなかった。

　男はますます懐かい疑ぎ的な瞳を向けてきた。

「もしかして……何か後ろに隠してるんじゃないか？」

　唐子のおでこに巨大ないちじく形の汗がたらりと出た。

「あははは、そんなことないじゃない。そんな、後ろに何か隠すなんてね。あははは、も～～冗じよう談だんが好きなんだから。冗談好きな人間は大きくなっても深ふか爪づめ出来ないって噂うわさだよ」

　意味の分からない言葉だった。でも悩む必要なんてない。なんてったって言ってる本人が一番意味分かってないのだ。

「ちょっとどいてくれよ」

　誤魔化しきれなかったらしく、男は乱暴に手を伸ばしてきた。

　常識って言葉と手加減って言葉とは仲の悪そうな連中だ。銀ぎん之の介すけが見つかったばやい、下へ手たしたらハンバーグ用のミンチにされてしまうかもしれない。

「あはは、何にもないってばよ」

　唐子は、背中を死守しようと足を踏ん張った。

　そんな時だ。それまで黙ってた楓かえでが口を開いた。

「オオカミって、もしかして青みがかった銀色の毛並みにふさふさの尻尾しつぽが出てるあれ？」

「そう！　それだ！　見たのか？」

「ほら、さっき唐子さんが犬の着ぐるみだって騒いでたあれよ。オオカミだったのよ」

「え？」

　きょとんとした唐子を置き去りにして、楓は続けた。

「そのオオカミならこの廊下を向こうに走って行ったわ」

「ありがとう。よし！　お前ら行くぞ！」

「お～～～！」

「今日こそはとっつかまえて鎖くさりの首輪をくくりつけてやる！！！　倉くら地ち先生に危害をくわえようとした罰ばつをきっちり体に刻み込んでやる！」

「お～～～！」

「みんな、ハンバーグは好きかぁ？」

「お～～～！」

　危ない集団は楓かえでの指さした方向へ突っ走っていった。

　出来ればそのまま帰ってきて欲しくなかった。向こう五百年くらいは。

「ああいう時は、全すべてを否定しちゃ駄だ目めよ。余計に怪あやしまれるから」

「………分かった」

　楓のありがたい言葉を、唐とう子こは脳味み噌そにかりかりと書き付けた。

　それから背後を見やる。

　情けなくもぶるぶる震えてるオオカミ青少年がいた。もちろん尻尾しつぽはきゅんと織り込まれてる。

「銀ぎん之の介すけ君。ここすぐに人が来ちゃうよ。窓んとこまで隠しながら連れてってあげるからそっから外に」

　銀之介はこっくり頷うなずいた。

　唐子はスカートを持ち上げたままちょこまかと平行移動を始めた。

　一見したところものすごく無器用な新人ダンサーって動きだ。

　何人か人が通った。皆、不思議そうな瞳で唐子を見てった。

「えへへへ」

　適当に愛あい想そ笑いを浮かべながら唐子は二十メートルもの距離を動き切った。お友達の鑑かがみだ。

「さ、銀之介君。いつもの体育用具室に」

「ありがと。唐子」

　銀之介は小声で囁ささやくとつるりと窓から外へと出てった。

「積木持ってくから！」

　窓の外へと向かって叫ぶ。もう銀之介の姿はなかった。

　人目につかないよう壁をかけあがって屋上へと向かったのだろう。相変わらず呆あきれるほどの身体能力だ。

　唐子の献けん身しん的な働きで、とりあえずの危険は去った。

「唐子さん」

　ふうって安あん堵どの息を吐はき出してる唐子に、ずっと成りゆきを見てた楓が声をかけた。

「来週の創作ダンスで、今のステップを取り入れてみたらどう？」

　ひややかに一言。

「かなり面おも白しろいから」

　唐子は頰ほおを膨ふくらませて楓を睨にらみ付けた。




　　　　　２




「あれは事故だったんだ！」

　唐とう子この持ってきた積木で遊びながら、銀ぎん之の介すけは口を開いた。

　場所は秘密の場としてる体育用具室だ。銀之介と唐子が初めてあれをしちゃったとこだけど、唐子の中ではカウントしてないから大きな声じゃ言えない。

「男子は少し早めに体育が終わって、教室で昼飯ってことになったんだ」

　あくまで積木遊びをしつつ、銀之介の言い訳が始まった。





　もやもやもやもや（回想する効果音）




「さ～～、昼飯だ昼飯」

　銀之介は鞄かばんから弁当箱を引っ張り出すと机の上にドンって置いた。

　ブルーの弁当箱。お気に入りの一品だ。

「お弁当。お弁当。おっ弁当。体育でお腹なかぺっこぺこなんだよな。栄養補給しないと」

　ハンバーグか豚肉のショウガ焼きなんぞが入ってたら万ばん々ばん歳ざいだ。鳥肉の照り焼きだっていい。

　全人類の夢と希望を胸にし、銀之介は弁当箱の包みを解くと蓋ふたを開けた。

　銀之介に雷が落ちた。ちなみに背景は夜の墓場だ。

「こ、こんなのって」

　銀之介は四角い箱の中身に、かすれた声を上げた。

「こんなのってないよ～～～！」

　弁当箱の中身は、そりゃあ健康に良さそうな取り合わせだった。

　ゴマをふりかけたご飯に、たくあん。それからほうれん草のおひたしにカボチャの煮物。きんぴらごぼうときてメインディッシュはじゃがいもステーキだ。

　とってもベジタブルな弁当なのだ。

「ど～してこんな草食動物村の運動会に出てきそうな弁当に[image: 三点][image: 三点][image: 三点]」

　銀之介は思い出した。昨日きのうの夜の出来事をだ。




　ももやももやももやももや（回想の中で回想する音）




　夕食のおかずはすき焼きだった。駒こま犬いぬ家にゃ肉好き人間が集まってるから、天国のようなメニューだ。

　一心不乱に肉を胃袋に押し込んでる肉好き三人衆（銀之介とその父親の銀ぎん一いち郎ろうとその弟の娘むすめの銀ぎん花かちゃん）。

　横やりを入れると嚙かみついてきそうな気迫だ。

　普通人の銀ぎん之の介すけの母、典のり代よはため息混じりに言った。

「そんなふうに肉ばっか食べてると体に悪いわよ。春しゆん菊ぎくとかネギとかシラタキとかも食べなさい。嫌いなの？」

「銀花ネギ嫌い！　お肉の方が好き！」

　鍋なべに箸はしを突っ込んでぐりぐりかきまぜて肉を散策してる銀花が叫んだ。

「肉を食べなくちゃ仕事にならないからな」

　受け皿に山盛りになった肉を頰ほお張ばりながら銀ぎん一いち郎ろうが言った。

「別に春菊とかネギとかシラタキとかえのき茸だけとか豆とう腐ふとかが嫌いって訳じゃないんだ」

　新たな生なま肉にくを鍋にぶちこみつつ、銀ぎん之の介すけが言い訳した。

「ただ、肉がある今、せっかくの胃袋の隙すき間まをそういったもので埋めるってのはど～～かな～～って」

「肉があるからいけないってこと？」

「そーそー。肉があるからしょ～～がないんだよ。肉がなかったらおいしく他ほかの物を食べるさ」




　やももやももやももやもも（回想の回想が終わる音）




「母さんちょっとムカってきてたんだな。こんな形で報復に出るなんて[image: 三点][image: 三点]」

　また弁当箱を覗のぞき込んだ。いくら見ても草食動物のメニューはメニューだった。

　草食動物村の弁当屋で人気を博しそうだ。

「ラグビーでへとへとになって、少しでも栄養のあるもん食べたいのに。肉がないなんて」

　肉好き大王の銀之介にとっちゃ拷ごう問もんに近かった。ここでちくわの天ぷらとか入ってたらまだいいんだけどそれすらもない。魚肉ソーセージだってない。

「こんなのってないよ～～～」

　病的なまでにダイナミックに悲嘆にくれる銀之介に、かけられる声があった。

「どうしたんだよ。明日あしたで世界が終わるような声だしやがって」

　クラスメイトの河かわ村むらだ。いろいろとプライベートでもお世話になってる（いけない本貸してもらったりいろいろと）。まぁ、世間一般で言うとこの悪友って奴やつだ。

「聞いてくれよ河村。ひどい話なんだ」

　銀之介は、涙すら浮かんじゃってる顔で訴えた。

「弁当のおかずが野菜ばっかなんだ」

「あ？」

　河村は目をぱちくりさせると、馬鹿を見るような視線を投げかけてきた。

「それってそんなに嘆くことなのか？」

「当たり前だろ！」

　いつにない銀ぎん之の介すけの迫力に、河かわ村むらは思わず一歩後ずさる。

「お前ひょろひょろしてるくせに肉好きだもんな。分かったよ。俺おれがなんとかしてやるよ」

　河村は自分の鞄かばんから弁当箱を取り出すとドスンと置いた。

「俺の弁当と交換してやるよ。多分、肉入ってると思うぜ」

「いいの？」

「ああ、ちょうど俺もダイエットしようと思ってたとこだし。ベジタリアンの昼飯も悪くないかんな」

「ううう」

　銀之介は感動の瞳で友人を見つめた。

「僕が将来大きくなってビッグになったら、河村に富士山くらいのハンバーグを」

「いらねえよ。それじゃな。もらってくぞ」

　勝手に弁当を交換すると、河村は教室を出て行った。おおかた部室で食べるのだろう。

「やっぱり、持つべきものは友達なんだな」

　しばし感動色に染まってから、銀之介は交換した弁当を開いた。

　これで中身が全部千切りキャベツだったら、それはそれで笑えるんだけどお約束はなかった。

　ごく普通のお弁当。俵たわら形がたのハンバーグなんぞがメインで睨にらみをきかせている。

「いっただっきま～～す」

　銀之介はさっそく俵形のハンバーグを箸はしで摑つかむとがっぷり嚙かみついた。

　肉じゃない何かの味がした。

「中に何か入ってる」

　何気なく断面に目を向けた銀之介は、そこで全身の毛を逆立たせた。

「あ！！！！！！」






「中にうずらの卵が入ってたんだ」

　もやもやした回想の世界から戻ってきた銀之介は、必死に言い訳を続けた。

　回想してる間に人間には戻った。だからもう毛むくじゃらでもなければ犬顔でもない。

　いつもの柔和な顔立ちの駒こま犬いぬ銀之介に戻ってる。

「嚙み切った断面がそりゃあ奇き麗れいなお月様になってて、慌あわてて目を逸そらしたけどど～～しよ～～もなくて。急いで教室を飛びだしトイレに駆かけ込んだもののきっちり変身しちゃって。トイレの個室にこもってさぁどうしよ～～か考えてたらドアががちゃって開いて。その後は知っての通りの展開って訳なんだ」

　銀之介は重々しくため息まじりで言った。

「不幸な事故だったんだ」

「事故？」

　それまで黙って聞いてた楓かえでが、口を開く。

「私に言わせればそれはあなたの不注意が引き起こした人じん災さいよ」

「僕のどこが不注意だって言うんだよ」

　ちょっとむっとして唇くちびるを尖とがらす銀ぎん之の介すけに、楓はほっそりとした指を突きつけ言った。

「まず第一の不注意、中身を知らない弁当箱を警けい戒かいもしないで開けたこと。もし目玉焼きや、輪切りにした茹ゆで卵が入ってたらすぐその場で変身してたはずよ」

「う……」

　ごもっともな意見で、銀之介はちょっと詰まった。

「第二の不注意、ハンバーグの中に何か入ってると気がつき切断面を見たこと。味からも予測は出来たはずよ」

「うう……」

　またまたごもっともな意見で、銀之介はかなり詰まった。

「第三の不注意」

「まだあるのか？」

　目め尻じりを下げ泣きそうな顔になる銀之介に、楓は容よう赦しやなく続けた。

「トイレの個室に飛び込んだ後、外から開けられたって言ったわね」

「ああ。だけどそれがど～～か」

「鍵かぎ……かけなかったの？」

「あ！」

　こりゃうっかりだ。

　銀之介は扇せん子すでぺしっと頭を叩たたきたかった。

「ね、事故じゃないでしょ。あなたがちゃんとしてさえいれば、こんな大騒ぎにはならなかったはずよ」

　銀之介はがっくりと膝ひざをついた。もはや言い逃れする術すべはない。

「おっしゃるとおりでございます。全すべて私めの不注意のせいでございます。私めのせいで皆様には本当にご迷惑を」

「そんな卑ひ屈くつになんないでよ。困った時はお互い様なんだからさ」

　ひたすら楓に打ちのめされてる銀之介を、唐とう子こはやんわり慰なぐさめた。

「約束したでしょ。銀之介君が無ぶ事じに卒業出来るように協力するって」

「うぅぅ、ありがとう唐子」

　銀之介は潤うるんだ瞳で唐子を見上げた。わりとゆるい水道の蛇じや口ぐちなのだ。

「楓ちゃんも言い過ぎだよ。銀之介君ばっか悪いように」

　唐とう子こは矛ほこ先さきを楓かえでに向けるとちょっとだけ非難するように言った。

「私は当たり前のことを言っただけよ」

　楓は平然と受け答えた。

「それにしたって言い方ってのが」

「御ご免めんなさい。遠回しな言い方は好きじゃないの」

　いつもとなんら変わらない涼すずやかな口調。だけど一方的に熱くなってる唐子にはおちょくられてるように聞こえてしょうがない。

「銀ぎん之の介すけ君だって大変なんだよ。へんな体質に生まれちゃったばっかりに」

「だったらなおさら注意しなくちゃいけないでしょ。普通の生活が送りたいのならばね。私は別にいいのよ。駒こま犬いぬ君の正体が皆にばれて引っ越しを余よ儀ぎなくされようが、さっきの変わった集団に捕まって何かしらの制裁を受けようが。私には関係ないことだわ」

「冷たいよ！　楓ちゃん！」

　唐子は珍しくとがった目つきで楓を睨にらみ付けた。

　楓も涼やかな瞳でそれに応じる。

　なんとなく、火花が散ったような気がした。
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「あの～～～」

　すっかり蚊か帳やの外でやぶ蚊の餌え食じきになってる銀之介が、おずおずと声をかけた。

「ぎろり！」って音が聞こえてきそうなくらいの勢いで二人に睨にらみ付けられた。

　銀ぎん之の介すけは漬つけ物もの石いしよりも無口になった。

　よろよろと後ずさり、走高跳用のマットの上にどしんと尻しり餅もちをついた。

　二人はまだ睨み合ってた。

　地球の終わりが来るまでそうやっていそうだった。

「まいったなこりゃ」

　頭の後ろをぽりぽり搔かいて、銀之介は呟つぶやいた。

「お家………帰りたいな」
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　夕日がオレンジ色の光を投げかけてくる夕方。放課後だ。

　飯いい波なみ高校のどっかにある会議室。そこにその連中は集まっていた。

　柔道着着てる奴やつ。剣道の防具つけてる奴。白衣着てる奴。着ぐるみ着てる奴。その格好は様様だけど、共通してることは『くら』って文字の書かれたハチマキだ。

　彼らこそ、倉くら地ち先生ファンクラブの上層部の皆様なのだ。

　美術教師の倉地香かおりを崇あがめ奉たてまつっちゃおうぜっていうよく分からない趣旨のもとで結成した倉地先生ファンクラブ。カミングアウトしてない者を含めると二百人は超えると噂うわさされるアンビリーバボロな部だ。

「え～～」

　黒板の前に立った男が口を開いた。異様な集団の中でもとりわけ異様だった。馬のお面をかぶってたのだ。

　でも誰も突っ込まない。なんてったって彼こそが倉地ファンクラブの総そう帥すいなのだ。

　その正体については、現役学生説、卒業生説、用務員説、教師説、赤の他人説などなど様々な説が流れているが、その正体はいまだ明らかにされていない。たぶんずっと明らかにされないと思う。謎なぞのベールに包まれまくってるのだ。

「諸君らも知っての通り、倉地先生を襲った例の怪物がまた出現した」

　馬顔で言われちゃ、お前の方が怪物だろって突っ込みたくなるとこだけど、メンバーは黙ってた。そんなギャグ飛ばす余よ裕ゆうもないほど真剣大魔王になってるのだ。

「我々、倉地先生ファンクラブとしては何が何でも怪物を捕まえ、きっちりと制裁をくわえなければならない。これまで地道なビラ配り等で情報を集めてきたがどれもかんばしい結果は表れなかった。だがしかし……我々は重要な点を見逃していた」

「その重要な点とは？」

「簡単なことだ。怪物は、飯いい波なみ高校の男子の制服を着てたってことだ」

　全員がはっと息を吸い込む音が会議室に響いた。

　総そう帥すいはダンと拳こぶしを机に叩たたき付けた。その場を盛り上げようとやったんだろうけど、ちょっと拳が痛かったようだ。

　ぷるぷる震えて痛みをこらえてから、総帥は一気に言い放った。

「怪物は、この学校の生徒だ！」

　どよめきが湧わき起こった。もっと早くに気がついてもいいもんだけどみんな脳味み噌そを変なことに使ってるからそこまで頭が回らなかったらしい。

「でも、いくらなんでもあの怪物が椅い子すに座ってればみんな気がつくだろ。僕ちょっと毛深いのなんて言い訳じゃ通用しないだろうから」

「普段は人間の姿だったとしたらどうだ？」

「え？」

「普段は人間で、とある時だけ怪物に変身する」

「それって……」

　全員がまた息を飲んだ。空気がピシリと音をたてて凍こおりついた。

「そこでだ、こ～～ゆ～～ことに詳くわしいあの方をお呼びした」

　総帥はパンパンと手を二度叩いた。

　そして、あの方がやってきた。

「どうも～～、こんにちは～～」

　あの方の登場に、メンバーは一気に盛り下がった。

「ちょっと、何なんですか、このしんみりした空気は。アタシが何かした？」

　不思議研究部部長、三みつ石いし小こ夏なつはぷんすかぷんと膨ふくれた。

「いや、何でもない。それじゃ、お願い出来るかい？」

「は～～ぃ、分っかりました～～」

　小夏は元気よく返事をすると、促うながされるままホワイトボードの前に立ち、コホンと咳せき払ばらいをした。

「え～～そもそも、オオカミ男とゆ～～ものは」




　ざっと一時間経過。




「しかるにこれらの歴史的事実から考えることには……」

　一時間たっても小夏は元気だった。

　さらに言わせてもらえば小夏だけ元気だった。

「ヨーロッパだけではなく、世界各地にその傷跡が」

「あ、ありがとう三石君。素す晴ばらしい講義だったよ」

　ほっとくと真ま面じ目めに年を越してしまいそうだから、総帥はやんわりとブレーキをかけた。

「え～～～、まだ半分も終わってないのにいい」

「いやいや、つまりオオカミ男とゆ～～ものは普段は普通の人間として暮らしているが、一度満月を見るとオオカミとなり暴れ回る。それでいいんだね」

「まぁ、おおまかなとこはそ～～ですけど、今回のケースの場合は」

「みんな聞いたな」

　喋しやべりはじめると止まらないって悟さとったのだろう。総そう帥すいはさっさと小こ夏なつを無視し、自分達の世界に逃げ込んだ。

「なんとしてでもオオカミ男を発見し血祭りに上げるんだ！」

「おぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

「倉くら地ち先生に感謝のチュ～～～をされたいかぁ！！！」

「おぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

「熱海あたみ温泉に行きたいかぁぁぁ!!」

「おぉぉぉぉぉぉ！！！！！」

　最後の一つはよく意味が分からないけど、まあこんな感じに志気は極限まで盛り上がった。

「見つけてやるぜ！　絶対に！」

　総帥は馬顔で強く言った。

「オオカミ発見大作戦だ！」

　そして彼らは会議室を飛び出していった。

　不思議の国のお姫様だけが残された。

「あの～～～、まだ続きがあるんですけどぉ」

　聞いてくれる人は誰もいなかった。

「もう！　だから傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人達って嫌いなんです！」

　ぷんすか怒る小夏。だけど、今の台詞せりふを知り合いが耳にしたらこう呟つぶやくことだろう。

「君も負けてないよ」って。
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　そして、翌日。

「ふわ～～。おはよう」って銀ぎん之の介すけが欠伸あくびかみ殺しながら教室へ入ろうとした途と端たん。

　がっ！　って摑つかまれた。トラックも引っ張れるぜって感じの男達にだ。

「え？」

　訳も分かんないままずるずると廊下のはしっこまで引き摺ずられていく。

「あの、僕が一体何を……」

　訳分からんちんの顔で口をぱくぱくさせる銀之介に、一枚の写真が突きつけられた。

「これを見ろ！」

「え？」

　満月の写真だった。

　強制的なにらめっこがしばらく続けられた。

「よし、普通の人間だな。チェックしろ！」

「二年三組駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけは違うと」

　バインダーの名簿に丸をつける。

「よし、次だ。行くぞ」

「おいっす」

　そして彼らは去っていった。

　アル中のハリケーンの去った後のよ～～な静けさだ。

「なんだったんだ。今のは」

「さぁ」

　追いかけて来た唐とう子こも首を傾かしげる…と、その疑問に答えてくれる声があった。

「倉くら地ちファンクラブによるオオカミ発見大作戦さ」

　振り返ると、河かわ村むらがいた。

「ああやって朝っぱらから男子生徒相手に満月の写真を見せつけて回ってんだ。暇ひまな連中だよ」

　あはははって笑う河村だったけど、銀之介と唐子は笑わなかった。

　ただ、しげしげと笑う友人の姿を観察していた。

「ん？　ど～したんだ二人とも。街角でエリマキトカゲでも見たような目で俺おれを見て」

「いや、って言うか河村。ど～～したんだその姿」

　服はぼろぼろ頭はぼさぼさ。体中には擦すり傷や切り傷。手首にはロープの跡なんぞもくっついてる。

　監かん禁きん生活二週間目ってな風ふう体ていなのだ。

「ああ、こいつか」

　河村はかかかって笑いながら説明した。

「朝その儀ぎ式しきを受けてだな。つい調子にのってわおぉぉぉぉぉぉんって吠ほえてみたんだ。冗じよう談だんで。そしたら倉地先生ファンクラブ部室に連れてかれてよ。命からがらさっき逃げてきたんだ」

「馬鹿なことを」

　体をはったギャグはすべきではない。

　銀之介は友人の悲壮な姿を見て、そう心に誓った。

「へー、倉地先生ファンクラブの部室なんてあったんだ」

　唐子が意外そうに言った。

「正式な部活じゃないし、部室なんてないと思ってたけど」

「それがあるんだよ。まぁ部室ってよりはアジトって感じだったがな。俺もまさかあんなとこが部室になってるとは思っても見なかったよ。どこかって言うとな…」

　河かわ村むらが何かを言おうとした時だった。

　黒いつむじ風のように奴やつらはやって来た。

　全身黒づくめで、黒い三角頭ず巾きんをつけた連中だ。

　三角頭巾のおでこのとこに、ひらがなで『くら』って書いてるのがなんか妙みようにお間抜けだ。

　くらくら団（銀ぎん之の介すけが勝手に命名）は、河村を担かつぎ上げると何処どこかへと去って行った。

　また静けさがやって来た。

「何だったのかな？　今の」

「さぁな」

　顔を見合わせる二人だったけど、なんとなく分かっていた。

　きっと河村は無ぶ事じに帰ってくることだろう。

　でもその時は部室の場所なんて覚えてないはずだ。

　なんらかの処置を施されているに違いない。

「恐ろしい恐ろしい」

　銀之介と唐とう子こはちょっとばかしびびりながら教室へと向かった。

「おはよう」

　席へついた銀之介らに、珍しく楓かえでが声をかけてきた。

「大変なことになってるわね」

「え？　ああ、写真のことか」

「大丈夫だったみたいね。満月の写真」

「ああ」

　銀之介はこっくり頷うなずくと、笑顔で言った。

「写真じゃぴくりともこないんだ！」

「それじゃ映像は？　ビデオとか」

「ビデオでもぴくりともこないんだよ！」

「駒こま犬いぬ」

　ぽんって肩を叩たたかれた。

「ん？　柏かしわ持もち先生！　いつからそこに」

　担任の柏持先生は、銀之介の手を握ると熱っぽく言った。

「病院に行けよ」

「あ？」

「はずかしがることはない。必ず治るからな。将来のためにも今のうちに治しておくんだぞ。そうだ、先生がいい病院を紹介してやろう」

　それだけ言って、柏持先生は教室を出ていった。

　何を誤解してるかは分かんないけど、何かを誤解してることだけは確かだった。悩んだって時間が経過するだけだから、銀ぎん之の介すけは咳せき払ばらい一つして仕切り直した。

「とにかく、僕もお銀ぎんも、写真とか絵とかの満月は平気なんだ。所しよ詮せんは偽にせ物ものだからな」

　偽物の極きわみのような月見うどんで変身してる奴やつが胸を張れる資格があるかはすこぶる疑問の残るとこだ。

「だから心配するこたないよ」

　かっかっかと笑う銀之介だけど、唐とう子こは浮かない顔で考え込む。

「アタシ、何だかやな予感がするの」

「やな予感？」

「うん、これだけオカルト関係の話が盛り上がってて、あの娘こが動かないはずがないもの」

「あの娘………」

　二人の頭には同じ人物が浮かんだ。世界の不思議に囲まれて狂喜乱舞してるお姫様の姿だ。

「……あの娘か」

　二人はとことんに暗くなった。

　でも、必死になって笑顔を構築すると、一生懸けん命めいに笑い飛ばした。

「なはははは、心配しすぎしすぎ」

「そ～～だよね。あははははは」

　心の不安をなんとか忘れようと、二人は力込めまくりで笑い飛ばした。




　だけど、予感は的中した。

　それは最後の授業が終わり楽しい楽しい放課後の出来事だった。

　教室に、なんか魂たましい取られたみたいな顔つきで、「部室ってなあに？　僕そんなの知らないよ」なんてぶつくさ呟つぶやいてる河かわ村むらの姿があったけど、それ以外はごく普通の放課後だった。

　鞄かばんにあんまし使われてない教科書やら筆箱やらを押し込んでる時だった。

　前触れなく校内放送が入った。

　キンコンカンコ～～ン。

『あ、これもうマイク入ってるんだね。コホン。え～～と、二年三組の駒こま犬いぬ銀之介さんと七しち味み唐子さん。大至急不思議研究部部室まで来ちゃってください。不思議研究部部長、三みつ石いし小こ夏なつでした』

　ど～～しよ～～もない沈黙が教室でとぐろを巻いた。

「お前ら、まさか不思議研に……」

　ざざざってクラスメイトが離れていく。

「ち、違うんよ。アタシ達は入部なんかしてないよ」

「僕達は無実だ！」

　唐とう子こと銀ぎん之の介すけは必死に胸の前で手を振って無実を主張した。

　それから、極限まで暗くなった顔を見合わせた。

「予感が……当たっちゃったな」

「行こっか。銀之介君。何のためにアタシ達が呼ばれるのかものすごく不安だけど。行かなきゃ行かないでものすごく気分悪いよ」

「ああ。喉のどに魚の小骨が突き刺さってるような気分だ」

　二人三脚でため息を吐はき出し、銀之介と唐子は教室を出た。

　しばらく歩いてから、なんとなく人の気配を感じて二人して肩越しに振り返った。

　背はい後ご霊れいみたく静かな楓かえでがいた。

「私も一緒に行くわ」

　楓はただそれだけ言った。

「……楓さん」

　もしかして、僕を心配して……。

　なんて目がうるうるしちゃう銀之介だったけど………。

「なんとなく面おも白しろそうだから」

　なんてそっけなく言われるから、現実ってばイヤンだ。

　銀之介は、ちょっとだけ感動した自分が可哀かわい想そうになった。
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「ようこそ来てくれました」

　不思議の国のお姫様はとってもにこやかに三人を迎えた。

　でも、不思議そうにこう続けた。

「どうしたんですか？　七しち味み先せん輩ぱいも駒こま犬いぬ先輩も顔が暗いですね」

　君に呼ばれたからさ、なんて正直に言えないから唐とう子こと銀ぎん之の介すけは適当な愛あい想そ笑いで誤ご魔ま化かした。

「あれ、狩かり谷や先輩も一緒なんですね」

　一瞬だけ警けい戒かいオーラ発する小こ夏なつだけど、すぐに顔が緩ゆるむ。

「ま、いいです。狩谷先輩ってとっても口固そうですもん。秘密守ってくれますもんね」

　一人でうんうんと頷うなずいて納得すると、小夏は魔方陣じんなんぞが描かれてる机にどっかと腰を下ろした。

「どうぞ」

　促うながされるまま、三人は椅い子すに座った。

　この部屋の椅子に腰掛けるとなんか呪のろわれそうでやだけど、ずっと立ってても話が始まらないから我慢した。

「知っての通り、倉くら地ち先生ファンクラブによるオオカミ発見大作戦が行われてます。駒こま犬いぬ先せん輩ぱいも被害にあわれたんじゃないですか」

「被害にあわれました」

　銀ぎん之の介すけは神妙な顔つきで頷うなずいた。

「今日きようの朝、教室に入ろうとしたところをがちっと摑つかまれて、それで満月の写真を見せつけられました」

「そうですね。そんなことをやってるそ～ですが…………私に言わせれば全く無意味です。あの行為は」

　小こ夏なつは小夏らしくきっぱりと言い切った。

「高こう尚しようで崇すう高こうな生物であるオオカミ男が、あんなニセモノで正体を現す訳がないじゃないですか。ワイルドウルフ様を馬鹿にしてます」

「だよな。ホント馬鹿にしてるよ」

「駒犬先輩も分かってくれますか？」

「ああ、分かる。世界で一番分かるぞ」

　二人は訳分かんないとこで意気投合してがっちと手を握りあった。

「さてと」

　納得するまで握ったのか、小夏はさっさと浮かせていた腰を下ろした。

「先日のオオカミ出現事件から、私、一つの仮説を立てました」

「それは一体どんな？」

「まず、忘れちゃいけないことは、昨日きのうも含め、ワイルドウルフ様が現れている時は満月じゃないってことです。それどころか昼間です。月のつの字も出てません」

「確かにな」

「好きな時に変身することが出来るってことも考えられますが、昨日の場合は違うでしょう。明らかにワイルドウルフ様は逃げ回っていました。つまり、意図しての変身ではなかったということです」

「……ああ」

　何気に当たってるから、銀之介は固い息を吐はき出した。

「意図してないのに変身してしまった。満月どころか月も出ていない昼の学校で。分かりやすく言えば、この学校に変身してしまうきっかけがあったんです。そこでです！」

　小夏はだんと机を叩たたいた。

「お二人を呼んだのは他ほかでもありせん。そのきっかけが何なのかを一緒に考えていただきたいのです！」

　たっぷり三十秒ほど空気を味わってから、銀之介は真顔で尋ねた。

「ちなみに好奇心から聞くんだけど、ど～して僕らなんだ？　他ほかに人はたくさんいるだろうに」

「だって、他ほかに親しい人ってあんまりいないから」

　小こ夏なつはちょっとだけ寂しそうに呟つぶやいた。

「見かけから想像つかないと思うんですけど、親しい友達ってあんましいないんです！」

　その理由は痛いくらいよく分かるけど、さすがに口には出来ない。

「とにかく、何か思いついたら言ってください。いろんな意味で個性的な皆さんですからきっといいアイデアが出ると思うんです」

「え～～と、ちょこっと時間もらっていいかな？　相談したいんだ」

「かまいませんよ」

「その、聞かれたくない話なんだけど」

「男と女のお話ですね。ど～～ぞ。私耳をふさいでますから。目も口も閉じます」

　見ザル言わザル聞かザルになってる小夏を確認してから、三人は作戦タイムに突入した。

「驚きだね。銀ぎん之の介すけ君」

「ああ、驚きだ」

　銀之介は息を吐はき出した。

「まさか僕らが三みつ石いしちゃんの親友リストにいつのまにか載のってたなんて」

「違う！　確かにそれも大変っていうかショックっていうかあれだけど、問題は三石ちゃんの推測だよ」

「ほぼ正解よね」

　楓かえでがぽつりっと確信を口にした。

「もし、もう一つのきっかけが卵だなんてことに気がついたら……」

　三人は漬つけ物もの石いしみたく押し黙った。

　そうなった場合、平穏な学校生活が波にさらわれて消えていくのは必ひつ至し。

　それだけは避けねばならない。たとえ悪魔に魂たましいを売ったとしても。

「とにかく、お馬鹿なアイデア出して誤ご魔ま化かそうよ。いい、絶対に食べ物で変身なんて悟さとられちゃ駄だ目めだからね！」

　嚙かみつかんばかりの迫力で詰め寄る唐とう子こに、銀之介はこくこくと首を高速で動かした。

「終わったみたいですね。それじゃ意見を聞かせてください」

「え～～と、アタシが考えるにね」

　唐子がもっともらしく言った。

「きっと、クシャミとかすると変身するんじゃないかな？」

「あ、ありえるよな」

　銀之介がそのもっともらしさに乗っかった。

「くしゃみだけじゃなく、咳せき、鼻づまりもきっかけになるかもしれないぞ」

「駒こま犬いぬ先せん輩ぱい。風か邪ぜじゃないんですから」

「さらに腹痛、下痢、ひきつけ、しもやけ、水虫なんかでも変身するかもしれん」

　さらに、深刻な顔で続けた。

「まさか、あぶら足でも」

「も～～い～～です」

　馬鹿は所しよ詮せん馬鹿でしかない。

　小こ夏なつはさっさと見限ると終始静かな楓かえでに矛ほこ先さきを向けた。

「狩かり谷や先輩も何かありませんか？」

「………聴覚への刺激」

　楓は一言だけ言った。

「なるほど。何らかの音によって変身ですか。考えられますね。パブロフの犬の実験もありますし」

「何だい？　そのプロパンガスの犬ってのは」

「パブロフの犬です。知らないんですか？　駒犬先輩。犬にある音を聞かせてからエサを与えるって行為を繰り返すと、音を聞いただけで唾だ液えきを出すようになるっていう条件反射の実験です」

「なるほどなるほど」

　銀之介はこくこく頷うなずいた。

「僕が日曜日にのど自慢の音を聞くと、ヨダレが出てくるのと同じ現象だな。昼飯の時間だから。ジュージューって音を聞くと焼肉を思い浮かべてヨダレが出たり、お湯の沸ふつ騰とうする音を聞くとカップラーメンを思い浮かべてやっぱりヨダレが出たり」

「そ～ですそ～～です。そんなもんです。………待ってください！」

　ふと考える人になった小夏は、しばらくしてから身を乗りだし叫んだ。

「そうです！　昨日きのうはちょうどお昼の時間でした。もしかしたら食べ物がきっかけなのかもしれません！」

　空気が凍こおりついた。

「三みつ石いしちゃん。またちょっと時間もらっていいかな？」

「男と女の話ですか。い～ですよ」

　小夏が猿になるのを確認してから、三人は円えん陣じんを組んだ。

「銀之介君！！！！！」

　唐とう子こが銀之介に嚙かみついた。

「あれだけ食べ物の話題は駄だ目めだって言ったのに！」

「すまん！　ついつい。家に帰ったら水をかぶって反省するよ。でも…」

「そう、この場をなんとか誤ご魔ま化かさないとど～～しよ～～もないもんね」

「ど～～しよ～～か」

　悩む二人に、楓かえでが声をかけた。

「何か別の食べ物をあげれば？　卵以外の」

「………それだよ」

　唐とう子こがこっくり頷うなずいた。

「卵じゃない食べ物の名前を出して、きっとそうに違いないって三みつ石いしちゃんを説得するの！」

「でも一体どんな食べ物に」

「何だっていいのよ。お弁当に入ってそうなものなら。例えば！」

「もういいですよね」

　勝手に猿から人間に進化して、小こ夏なつがぐるぐる眼鏡めがねを向けてきた。

「駒こま犬いぬ先せん輩ぱい。何かありますか？」

「え～～と」

　銀ぎん之の介すけは目をふよふよ泳がせて唐子を見た。

『大丈夫！　アタシがフォロー入れるから！』

　なんてことを唐子の瞳は語ってた。

　弁当に入ってそうな食べ物。弁当に入ってそうな食べ物。

　銀之介は今日きようの弁当を思い浮かべた。母親のお怒りも解けたのか動物性タンパク質も入ってる普通の弁当だった。

　銀之介は一番おいしかったおかずの名前を元気よく叫んだ。

「肉入りオムレツ！」

　言った途と端たんに唐子の拳こぶしが横から飛んで来た。

「銀之介君。あんたって人は！」

「何だよ！　ど～して殴なぐるんだよ！」

「オムレツは何から出来てるの？」

「そりゃあ…………」

　銀之介は自分の馬鹿に気がついた。でもここでその名前を口にしたらさらに激しい唐子の攻撃をくらうかもしれない。

　銀之介は、ちょっとだけ照れくさそうに呟つぶやいた。

「夢と希望？」

　意味はなかった。

　当然、攻撃もくらった。

「馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿！」

「御ご免めんなさい御免なさい御免なさい御免なさい！」

　楓が二人を見つめ呆あきれのため息を吐はき出した。

　銀ぎん之の介すけが袋ふくろ叩だたきにされてる中、不幸なことに小こ夏なつの思考回路は一番悪い結果をはじき出そうとしていた。

「オムレツ…………卵………満月………目玉焼き！」

　小夏はダンダンって両手を机について立ち上がった。

「そうだわ！　きっとそれよ！」

　もう駄だ目めだった。いくら銀之介と唐とう子こがなだめてもすかしても泣いて頼んでも、小夏は考えを改めてくれなかった。

「学校の男子全員に目玉焼きを見せれば結論は出るわ！」

　ジ！　エンドだ。

　銀之介と唐子はがっくり膝ひざをついた。負けたぜおやっさんって感じに燃えつきちゃってた。

　しかし、ある一言が二人を救った。

「どうやって？」

　楓かえでさんだった。

「写真ならまだしも、どうやって学校の男子全員に目玉焼きを見せるの？　朝の妙な人達の力でも借りる？」

「あの人達はワイルドウルフ様に酷ひどいことしようとしてるんです！　力なんか借りません！」

　小夏は意い固こ地じに言い切った。

「なら難しいんじゃない」

「そうですよね」

　小夏も考え込む。

　銀之介と唐子は目を潤うるませて楓様楓様って拝おがんでた。

　でも、現実って意地悪だった。

「あら、方法はあるわよ」

　大人おとなの女ってな声が不思議研の部室に響いた。

「男子生徒感謝デーとか言って学食のメニューを全品半額にするの。で、全すべてのメニューに目玉焼きをくっつける。これは秘密よ。うまくいけば誰がオオカミなのかすぐ分かるし、分からなくても誰が学食に来たか調査しておけば可能性は絞しぼり込めるんじゃないの」

「倉くら地ち先生………」

　銀之介と唐子は目をぱちくりさせた。

　美術教師、倉地の突然の登場に驚いたってのもあるけど、一番は登場してきた場所だ。

「先生。いつからそこにいたんですか？」

　一人だけ平然とした小夏が尋ねる。

「ずっと前からよ」

　倉地は床の穴からずぼっと体を引き抜いた。

「プチ三みつ石いしちゃん。いつこの隠し倉庫作ったの？」

「へへ、先月で～～す。いいでしょ」

「びっくりしたわよ。久しぶりに部室に来てみたら床に扉が出来てるんだから」

　体についたホコリをパンパンと払った倉くら地ちは、椅い子すに腰かけると黄金の足を組んだ。

「まぁ、盗ぬすみ聞きするつもりもなかったんだけど、なんとなく耳に入って聞いちゃったわ。で、どうかな。さっきのアイデア」

「悪くないですけど、そんなこと学校が許してくれますかね」

「大丈夫よ」

　倉地は髪をふわさとかき上げた。

「私が交渉するから」

　交渉………得意の色じかけかもしんないし、または豊富な財力を活いかしての攻撃かもしんない。

「今度はオオカミ男かと思うと、なんか好奇心がうずいてね」

「今度？」

「別に。こっちの話」

　倉地はひょいと肩をすくめて見せた。

「さっそく明日あしたからでも始められるけど」

「ぜひお願いします！」

　倉地に熱っぽく言ってから、小こ夏なつは銀ぎん之の介すけの手をぎゅいぎゅいって握った。

「駒こま犬いぬ先せん輩ぱいの一言で謎なぞが解けました。皆さんありがとうございました。あ！　くれぐれも全すべてのメニューに目玉焼きがついてくるってことは他ほかの人には内密に………」

　小夏は止まった。しばらく考え込んでからこう質問をぶつけてきた。

「もしかして、駒犬先輩ってことないですよね」

「違う違う違うったら違う！」

　銀之介は力いっぱいに否定した。

「うちではいつも生卵かけご飯だし。黄身を潰つぶさず白身だけをわしゃわしゃかきまぜて食べるプロだし。目玉焼きは潰れてない奴やつだし、白身だけを切り取って食べるプロだし！」

「うちに来た時もいつも月見うどんだもんね。ほら、楓かえでちゃん。三人でマック行った時だって銀之介君月見バーガー食べてたでしょ」

「そうね」

　そっけないながらもなんとか乗っかってくれた。

「だから銀之介君のはずないって！」

　かなり怪あやしいまでの否定っぷりだけど、小夏は気にしなかった。

「そ～～ですよね。そんなはずありませんよね。駒犬先輩がワイルドウルフ様だなんてイメージ崩くずれます」

「イメージ……崩れるか……」

　銀ぎん之の介すけはちょっとヘコんだ。

　疑いが晴れてめでたいんだけど、なんかヘコんだ。

「今度こそ本当の、オオカミ発見大作戦です！」

　小こ夏なつが一人で拳こぶしを振り上げてる姿を、銀之介は脱力しきった瞳で見つめてた。
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　ざっぱ～～～ん！

　銀之介は学校の裏庭で水をかぶった。

　何杯も何杯もかぶりまくった（ｉｎ想像の世界）。

「も～～しわけないっす」

　納得するまでかぶったのか、びしょ濡ぬれになった銀之介（ｉｎ想像の世界）は地面に額ひたいを擦すりつけて土ど下げ座ざした。

「みんなみんな僕のせいでございます」

「本当にそうだよ。銀之介君」

　目を釣つり上げてキッて睨にらみ付けた唐とう子こだけど、肩を動かしため息を吐はき出す。

「って今さら言ったって仕方ないんだけどな」

「だよな」

　ギロリ！　って睨にらまれた。てめえぶっ殺すぞ的な視線だ。

　銀之介はまたおでこを地面にくっつけた。

「ただまぁ、新オオカミ発見大作戦の内容が事前に分かっただけでもよしとするしかないかな」

「ああ、学食のメニューみんなに目玉焼きをくっつけるって奴やつか」

　銀之介は鼻で笑った。

「にしても単純な計画だよな。何のひねりもない」

　あはははって笑う銀之介に唐子は言った。

「もしそのこと知らないで、学食半額デーって聞いたら、銀之介君はど～～した？　尻尾しつぽ振って飛びついたんじゃないの」

　銀之介は頭の中でシミュレーションした。

　結果、見事に飛びついてた。千ち切ぎれんばかしに尻尾を振りたくって。

「おっしゃると～～りでございます。単純なんて言っても～～しわけございません」

「はいはい」

　呆あきれ息を吐き出し、唐子は言った。

「とにかく、用心のために明日あしたはお弁当だね。アタシ作ってくるから」

「いや、別に普通に家で作ってもらえるから…」

「作ってくるの！」

　唐とう子こは一歩も譲ゆずれませんってバリケード張って叫んだ。

「念のためって日本語知らないの？　何が起こるか分かんない世の中なんだよ。銀ぎん之の介すけ君のお母さんが明日お寝坊したらどうするの？　銀之介君が朝、お弁当家に忘れてきたらどうするの？　休み時間に野性のタヌキが教室に迷い込んで来て食べちゃったらどうするの？　お腹なかの空すいた銀之介君は、目つむって食べれば大丈夫とか考えてついつい学食に行っちゃう可能性も……それで」

「分かりました！　分かりました！　おっしゃると～～りでございます。つつしんでご好意に甘あまえさせていただきまっす！」

　銀之介は両手を振り回して、なんとか唐子を止めた。

「初めからそう言えばいいの」

　全すべてはここで丸く納まるはずだった。はずだったのだ！　あの人が何も言わなかったら。

　でも、あの人は言った。

「私も作ってくるわ。駒こま犬いぬ君」

　校舎の外壁に体を預けてた楓かえでの、いつもとなんらかわらない、抑揚の少ない口調の一言。

　唐子の眉まゆ毛げがぴくって動いた。

「え～～ど～～してよ～～。アタシが作ってくるって言ってるのに」

「念のためって日本語知らないの？」

　唐子はふくれた。おたふく風か邪ぜにかかったフグのよ～にだ。

　楓は平然とした顔で続けた。

「何が起こるか分からない世の中なんでしょ。唐子さんが寝坊するかもしれないし」

「しないもん！」

「作ったお弁当を家に忘れてくるかもしれないし」

「忘れないもん！」

「野性のタヌキが休み時間に忍び込んで食べてしまうかもしれないし」

「そんなのくるわけないもん！」

　おいおい、それは唐子が言ったんだろ？　って茶々は入れるべきじゃないって、鈍感帝王の銀之介でも悟さとった。出かかった言葉を慌あわてて飲み下して消化した。

「それに……」

　追い討ちをかけるように、楓は言った。

「唐子さんのお弁当が駒犬君の口に合わない可能性だってあるでしょ」

「そんなこと……ないもん！」

　ちょっとだけ詰まった。……の間に過去の思い出が脳裏にフラッシュバックしたのだ。




『銀ぎん之の介すけ君。本見ながら作ったんだ。チンジャオロースー。味見してよ』

『どれどれ。いっただっきま～す』

　沈黙。

『どうかな？』

　沈黙。

『ちょっと、何か言ってよ』

『これって、本当にチンジャオロースー。何か別の食べ物じゃないの？　なんて言うか、アトランティスの古代料理とか何か』




「大丈夫だもん！　一晩あるんだもん！　絶対においしいの作れるもん！」

　唐とう子こはたどん目を釣つり上げて楓かえでを睨にらみ付けた。楓も細目で唐子を見据える。

　また火花が見えたような気がした。

「あの～～、二人とも……」

　銀之介の言葉なんか聞いちゃいなかった。誰一人として。

　お家帰ろかなって歩きかけたけど、さすがにそれは無責任かなって引き返してきた。

　まだ睨み合いは続いてた。乱闘にはならないだろうけど、下へ手たしたら下校時間までこのままだ。

　銀之介は、お得意のへらへら顔でこう打開案を出した。

「よし、じゃあ二人にお願いするよ。それぞれがお弁当持ってくれば問題ないだろ。それならまず間違いないよな。どんな不測の事態にも対処出来る。そうしようそうしよう」

「分かったよ。銀之介君もそう言ってるし」

　唐子は楓に指を突きつけ叫んだ。

「お弁当勝負よ！　楓ちゃん！」

　誰も言ってね～～よそんなこと！

　銀之介は慌あわてたけど、楓はこっくりと頷うなずいてしまってた。

「分かったわ。判定人は駒こま犬いぬ君ね」

「そう。明日あしたの昼休み。場所はここ。決まりね」

　二人はがっちりと好敵手と握手を交わすと、材料調達があるからとか言ってさっさと去っていった。

　銀之介ちゃんだけがぽつねんと取り残された。

　風がぴゅ～～って吹いて、木の葉がくるくるって舞った。

「なんか、予期しないことになった」

　この展開は本当に予期してなかった。

「引き分けってのは……やっぱナシだよな」

　重苦しいため息を吐はき出した。

　でも、驚いてもいた。唐とう子こはともかく、楓かえでまで弁当作るって言い出したっていう事実だ。

「楓さんってば何だかんだ言って実は僕のことを心配してたりして。いや、それどころか……」

　あいつは俺おれのこと好きかもしれん！

　およそ全世界の馬鹿男が陥りがちなパターンに、銀ぎん之の介すけははまった。

　なんか嬉うれしくなってにへら～ってする銀之介の肩が、ぽんぽんって叩たたかれた。

　くだんの楓だった。

　あたふたする銀之介に、楓は言った。

「あなたが学食で引っかかって正体がばれたって別にかまわないんだけどね。でも、兄さんに知られるのは困るのよ。あなたを殺すのは私って決めてるんだから。それだけよ」

　本当にそれだけで楓は去っていった。

　また風がぴゅ～～って吹いた。木の葉がくるくるくるって舞った。

「やっぱり優しくなんかないやい！」

　正せい露ろ丸がんを口いっぱいに頰ほお張ばったような苦い苦い顔で、吐き捨てた。

　一瞬でもにへら～～ってしちゃった自分の頰ほおの筋肉が、なんだか可哀かわい想そうだった。
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「あら、珍しいわね」

　駒こま犬いぬ家の食卓にて、典のり代よは意外そうに言った。

「あんたが千切りキャベツから食べ始めるなんて」

　コロッケの付け合わせの千切りキャベツをもさもさ食べながら、銀之介は憮ぶ然ぜんとして言った。

「反省したんだ。いろいろと」

「ふ～～ん、反省ね」

「あ、母さん」

　慣れない千切りキャベツをソースの力でなんとか飲み下すと、銀之介は典代に顔を向けた。

「明日あした、弁当いらないや」

「そう。どうしたの？　皆で学食でも行くの」

「違うよな。女の子が作ってくれるんだろ？」

　父、銀ぎん一いち郎ろうがアルコール臭くさい息で言った。もちろん一二〇パーセントの純度で冗じよう談だんの一言だ。

「あなた、止めなさいよ。銀之介が可哀想でしょ」

「いいんだよ。多少ハッパかけた方が」

　なんて夫婦の会話してる中、銀之介は力なく呟つぶやいた。

「そうなんだ。唐とう子こと楓かえでさんが作ってきてくれるって」

　がしゃ～～ん！

　典のり代よと銀ぎん一いち郎ろうの手から茶ちや碗わんが転げ落ちた。

　駒こま犬いぬ家の食卓に、氷河期が訪れた。

　やがて氷河期の氷は一気に溶けた。溶けたどころか蒸発しやがった。

「よくやったぞ！」

「そこまでの関係になってたなんて！」

「いや、その。父さん母さんが想像してるものとはかなり別の……」

　二人とも聞いちゃいなかった。プロレスラーを五、六人連れて来て押さえつけてもらわなきゃ真ま面じ目めな会話は出来ないだろう。

「一人だけでも驚きなのに、それが二人もだなんて」

「どっちか弁当がうまい方を嫁さんにしろよ。このチャンスを逃すんじゃないぞ」

「はいはい。そーするようつとめるよ」

　銀ぎん之の介すけは春巻の皮みたくうすっぺらい返事をすると、コロッケに取りかかった。

　だけど快適な食事って訳にはいかない。だって両親の馬鹿騒ぎがうるさいんだもん。

　あまりにやかましいから、濡ぬれたティッシュを耳に詰めてみた。

　なもんだから、目の前に座ってる少女の呟つぶやきなんて聞こえなかった。

　駒犬銀ぎん花かちゃんその人だ。

「銀ぎん兄ぃの……お嫁さん」

　銀花は、深刻な顔で箸はしをぎゅっと握り締めた。




　所変わってこちらは七しち味みうどん亭てい。

　夕飯時ってことで、それなりにお客様がごった返す中、店主一人で店を切り盛りしてた。

　七味辛から雄お、いわゆる唐とう子この親父おやじさんだ。

「へい、おまち。かきあげうどんね」

　さすが、この道うん十年の腕だ。次々と客の注文をこなしていく。

　だけど、やっぱり一人ってのは大変みたいだ。次々と増える客に手が足りない。

「超能力が欲しい」

　辛雄は思った。そうすれば出来上がったどんぶりをテレキネシスで客んとこに運べるのに。

「昼間働いてくれる妖よう精せいさんでもいいかも」

　なんて考えてた時だ。エプロンつけた唐子が飛び出してきた。

「お父さん。手伝うよ」

　辛雄は怒ど鳴なった。

「馬鹿者ぐわぁ！」

　全すべての客が停止した。摑つかみ上げたうどんもそのままに、親子の喧けん噪そうを見守る。

「お前はお弁当のオカズを研究するって大切な仕事があるだろ！」

「でも、でもお店が」

「俺おれ一人でなんとかして見せる！　なんてったってお前の将来がかかってるんだからな！」

「あの、お父さん。何か誤解してるんじゃ」

「いいから早く行け！　ここは私に任せるんだ！」

　戦国時代の合かつ戦せんでよく聞かれるような台詞せりふを吐はき出すと、辛から雄おは唐とう子こを自宅部分に押し込んだ。向こうに小さいながらも台所があるのだ。

「しょうがないっか」

　唐子は台所に戻ると、皿に盛り上がった料理に目を落とした。がんばって作り上げたチンジャオロースーだ。

「今度こそ本当のチンジャオロースーなんだから」

　ちょっと恐くて先延ばしにしてた味見を、唐子はここで敢かん行こうしてみることにした。

　もぐもぐもぐもぐ………沈黙。

　ものすごくつらそうにごっくんしてから、唐子はぼそっと呟つぶやいた。

「アタシ、前世はアトランティス人だったのかな？」




　所変わってこちらは市内のマンションの最上階。

　狩かり谷や兄弟の住む部屋だ。

「ただいま」

　ちょっと残業して遅めに帰ってきた森もり彦ひこは、鼻をくすぐるいい香りに眉まゆを顰ひそめた。

　さらに足を進めると、部屋のテーブルにはなかなか豪ごう華かなディナーが整列してる。

「こ、これは一体！」

　森彦は二枚目顔を壊して驚いた、びびった。アンビリーバボロした。

「お帰りなさい。兄さん」

　キッチンから、エプロンつけた楓かえでがやって来た。顔はいつも通りの無表情だけど、格好はすっかり若奥様だ。

「楓。これは一体……」

　森彦は震える手でテーブルの上を指さした。

　楓が料理の支度をしたのに驚いている訳じゃない。狩谷家では食事は当番制で、今日は楓の当番だ。

　だけど、この豪華さに驚いてるのだ。いつものを百円皿の納豆巻きとするなら今日きようのは五百円皿の大トロだ。

「クリスマスはまだ先だよな」

　テーブルの真中にどでんと居座るターキーに、森もり彦ひこは誰に言う訳でもなく尋ねた。

「別に。ちょっと予行練習してたら作りすぎちゃっただけよ」

「練習？　何のだ？」

「ランチボックス。すぐご飯にするでしょ。スープ温めてくるわ」

　そう言って楓かえではキッチンへと戻る。

「ランチボックス………手作り弁当か」

　森彦はネクタイを緩ゆるめながらそう呟つぶやいた。

　上着を脱ぬぐとソファーに置き、そのまま窓へと近寄る。壁一面が窓っていう進化の最終形態みたいな代しろ物ものだ。

　月に照らされる飯いい波なみ市の町並が見えた。

「楓………」

　森彦は目の奥の熱いものをこらえ言った。

「お兄ちゃん嬉うれしい」

　弁当は自分のとこにくるもんだと、信じて疑ってなかった（かわいそ～に）。




　　　　　８




『男子生徒特別感謝デー！』

『学食の全メニュー五〇パーセントオフ』

『期間限定三日間』

　なんて看板が校門に出されてたもんだから、学校中の男子は食堂に殺到した。んでもって学校中の女子がぶーぶー文句をぶ～～たれた。

　彼らは知らないだろう。この特別感謝デーの裏にどんな思惑があるのかなんて。

「お～～、目玉焼きがついてるぞ～～」

「ラッキー──」

　なんて喜んでる馬鹿な男子達が気がつく訳がないってもんだ。

「すごい人だかりだな」

　通路にまで群がってる男達をチラリ見て、銀ぎん之の介すけは呟いた。

　裏を知らなければ僕もあの中に埋もれてたんだなって思うと、なんか背筋が寒くなった。

　食堂での変身、一気に広がる正体。倉くら地ち先生ファンクラブに追いかけられ、狩かり谷や先生にパピュ～～ンって撃たれて、せっかく慣れたこの町をおさらばしなくちゃならなくなる。

「こわこわこわ」

　銀之介はぶるぶるって震えてから、足を玄関へと向けた。

　外ばきに履はき替えて、こそこそこそって校舎裏へと向かう。抜き足さし足忍び足の足取りだ。

「おっそ～～～～ぃ」

　校舎裏でお待ちになられてた二人の女の子の片方が、唇くちびるを尖とがらせた。

「それに何をこそこそやってんの？　銀ぎん之の介すけ君」

「いや、だってさ。唐とう子こはいいとしても楓かえでさんの弁当だぞ。こんなとこクラスの男子に見られてみろ。また前みたく袋にされちまう」

「アタシはいいって………ど～～ゆ～～こと」

「あ、それはだな。え～～とだな」

　いきなり自分で掘った墓穴にすっぽりはまってる銀之介だ。

「はじめましょ」

　楓の一言で、なんとか銀之介は墓穴から這はい出ることに成功した。

　手頃な石に腰を下ろし、楓って旗と唐子って旗を両手左右に持ち、覚かく悟ごを決める。目の前にはそれぞれに弁当を握り締める唐子と楓がいる。

　男なら一度は夢見る状況かもしんないけど、銀之介にとっちゃ悪夢だ。

「よし！　さぁこい」

　弁当箱が二つ、その口を開けた。
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「う～～～む」

　銀ぎん之の介すけは悩んだ。見かけだけならどう見たって軍配は後者に上がる。って言うか上げてしまいたい。さっさと旗を上げて楽になりたい。

　でも、そういう訳にもいかないってもんなのだ。

　食べたって悩むことには変わりない。たとえどっちかが世界の終わり的にまずくたって、敗北を宣言するなんて出来る訳がない。

　でも、どちらかの旗を上げなくちゃ永遠にこの息も出来ない時間が続くことになる。

　まいったよ～～。

　心の中で泣き言を言った。

　お家帰りたいよ～～。

　いかにここから逃げるか、そんなことを真剣に考えてる時だ。

　唐とう子こががっくりと膝ひざをついた。

「アタシの負けだよ。楓かえでちゃん」

「え？」

　楓が軽く目を細めた。

「アタシがんばったんだけど、結局こんなのしか出来なくて。やっぱ前世がアトランティス人だったのかな？　うどん料理以外はど～～もさ」

　力なく笑う唐子に、銀ぎん之の介すけはちょっと胸が痛くなった。

　でもまぁ、唐子が負けを認めてくれるならこれはこれでラッキーかもしんない。自分で判定しなくてもすむからだ。

　ためらいなく楓かえでの旗を上げようとする銀之介。しかし、予期しない光景にその手が止まった。

　楓がゆっくりと首を振ると、こう言ったのだ。

「あなたの勝ちよ。唐子さん」

　目をぱちくりさせる唐子に、楓は静かに続けた。

「あなたのお弁当には私のにはない個性があるわ」

「でも、楓ちゃんのが上品だよ」

「唐子さんの方が温かみがあるわ」

　それじゃ味見してみようってことで、二人はお互いの弁当を手にすると食事を始めた。

「楓ちゃんのサンドイッチすごくおいしいよ」

「唐子さんの焼きうどんもおいしいわ」

　女の友情は深まったようだ。

　だけど銀之介のお腹なかは膨ふくらまなかった。

「あの、唐子。楓さん」

「あ、銀之介君。別にい～～よ。もう帰ったって」

　ときたもんだ。

「僕、昼が……」

「購買でパンでも買って食べなよ」

　それで終わりだ。

　賑にぎやかに世間話なんか始めちゃって、まるで女の園だ。

　おまたにあるもんをなんとかしなくちゃ、その隙すき間まには入れそうもなかった。

　やれやれって、銀ぎん之の介すけはその場を後にした。

　女の園を追い出されたから、男の園に行っちゃおうかなとも思った。学食だ。

　目つむって一気に口に突っ込めば………………駄だ目めだ駄目だ！

　銀之介は激しく首を振った。

「いくらお腹なかが空すいてるからって、そんな危険なとこに首を突っ込んでどうする！　我慢我慢、購買のパンで我慢だ」

　自分を戒いましめ、購買へと向かおうとしてた銀之介に、ずいっと四角い包みが突き出された。

「はい。これ」

「倉くら地ち先生！　これって………」

「お弁当よ」

「倉地先生が僕にお弁当……もしや！」

　銀之介が下らない誤解をするより前に、倉地は言った。

「銀ぎん花かちゃんだっけ。駒こま犬いぬ君の従妹いとこの女の子。さっき研究室に来てね。これ銀ぎん兄ぃに渡してって頼まれたの。学校休みだって言うからゆっくりしてけばって言ったんだけど、なんか恥ずかしいとか言って帰っちゃった」

「すいません。お手数かけて。まったくお銀の奴やつ…………」

　銀之介は弁当を受け取った。

「それじゃ。私は学食に行って来るわ。プチ三みつ石いしちゃんもいるだろうし」

　すたすた歩いてく倉地を見送った銀之介はしみじみと呟つぶやいた。

「やっぱりあの足のラインは唐子達じゃ真ま似ねできないよな」

　うんうんと感心してから、銀之介は教室へと向かった。

　男子五〇パーセントオフデーにつられてみんな食堂に行っちまったもんだから教室に男子の姿はない。ちょっとした女の園だ。

「あれ、駒犬君は学食行かないんだ」

「ああ。弁当あるし」

「みんなお弁当持ってても食べに行ってるのに。でもど～して男子だけなのかしら」

　ぶつくさ文句のキャッチボールをする女子達をぬって、銀之介は自分の席へと向かった。

　そこで、弁当箱を引っ張り出すと蓋ふたを開けようと手をかける。

　と、蓋を開けようとする手がピタリと止まる。

　待てよ。ここで開けたら目玉焼きが入ってたなんてお約束はないだろうな………。

　沈黙で思案する。

「そりゃ～～ないよな～～。だってあいつだってそれは無理なはずだから」

　でも、そりゃ～ないことを毎回やってくれる銀ぎん花かちゃんだから、銀ぎん之の介すけはちまちまっと恐くなった。

　また変身して楓かえでに皮肉を言われるのも勘かん弁べんだ。

「あの～～吉よし本もとさん。悪いんだけどさ。この弁当箱開けてくれないか？　深い意味はないんだ」

　一番人の良さそうな女子にそうお願いした。

「別にいいけど」

　吉本さんは怪け訝げんそうな顔しながらも、弁当の蓋ふたを開けてくれた。

「出来れば中身を教えてくんないかな？」

「振りかけのかかったご飯とコロッケとブロッコリー。それとピーマンとソーセージの炒いため物」

「目玉焼きとか入ってないよね」

「入ってないわ」

「さんちょさんちょでベリマッチ」

　銀之介は安心して弁当を受け取ると早速とりかかった。

「うん。お銀にしちゃ上出来だな」

　いいかげん腹へってたから一気に食べた。

「ピーマンが生っぽいってことをぬかせば、まあまあだな」

　両手を合わせて一応、銀ぎん花かに感謝すると、銀之介はきんちゃく袋に空になった弁当箱を押し込んだ。

「ん？」

　何か固い感触だ。手を突っ込んで引っ張り出したらそれが何か判明した。

「何だ。ゆで卵か」

　そう言えば母親がたくさん作りすぎたとか言って冷蔵庫に入れてた。きっとそれを最後に滑すべりこませたのだろう。

　抜目なく紙でつつんだ塩もくっついてる。

「ゆで卵か。こいつは別にど～～ってことないんだよな嚙かみ口さえ見なきゃさ」

　銀之介はゆで卵を振り上げた。

「皮を剝むき終わったら目つむって食べよう。そうすりゃ間違いないだろう」

　そんなことを呟つぶやきながらコンって机の角にゆで卵をぶつけた。

　その瞬間、ゆで卵はゆで卵じゃなくなった。

　割れた卵からきょろんって滑すべり出て来て床に落っこちたのは、どう見たってゆで卵じゃない。

　生卵だったのだ！

「生！！！！！」

　しかも新しい卵だったもんだから、黄身も弾力があって打たれ強いのなんのって。床に落っこちたってへこたれずにまん丸いお月様を作ってしまう。

「生！！！！」

　銀之介の見開かれた瞳に、黄色いお月様が映った。

　もうサイは投げられてしまった。

　全身をかけ巡る快感と激痛の二重奏みたいな刺激がそれをゆうに物語ってた。

「ど～～したの？　駒こま犬いぬ君」

　震える銀ぎん之の介すけに、どっちかって言うと親切な性格の女子が声をかける。

　でも、返事をする余よ裕ゆうすらない。

「あ～～～～！」

　変化を始めてる口元を押さえて、銀之介はトイレめがけて突っ走った。

「まだ手はある！　トイレに飛び込んで中から鍵をかけてしまえばいいんだ！　同じ失敗は繰り返さないぞ！」

　銀之介は男子トイレに飛び込むと個室をノックした。

　不幸としか言いようがなかった、満室だったのは。

「あ～～～！　もう仕方ない！」

　本来ならしたくないけど、もはや他ほかに手はない。

　銀之介は男子トイレを飛び出すと女子トイレにタックルをかました。苦肉の策だ。

　幸い人はいない。銀之介は勢いに任せて個室に飛び込んだ。

　忘れずにきっちりと鍵をかけた。

　時を同じくし、変身も完了してた。体中からふわふわの毛が生はえて、ズボンを突き破って尻尾しつぽが飛び出して、スイカも丸かじり出来る大きさの口になってる。

「ふ～～～」

　銀之介は額ひたいの汗をぬぐった…………と、集音率が恐ろしくパワーアップした耳がその音声を捕えた。

「ねーねー、言いなさいよ」

「そうそう」

　誰かがトイレに入って来た。しかも音声に聞き覚えがある。そうだ！　うちのクラスの連中だ。

　吉よし本もとさん！　塩しお沢ざわさん！　末すえ田ださん！　って思わず叫びそうになるのをごくりと飲み下した。

　息を殺すけど耳はぴくぴくと動く。男としちゃちょっとばかし気になる会話内容だったのだ。

「誰が好きなの？　美み香か」

「え～～、言わなきゃいけないの？」

「そうそう。言っちゃいなさいよ」

「でもぉぉぉ」

「ほら、覚かく悟ごを決める！」

「分かった。じゃぁ言っちゃうね。え～とぉ。そのぉ。こ………こ………こま…」

　なんですと！　って声が出そうになるのを、口元を手で押さえて必死に耐える。でも心臓はドキドキだ。

　もすかして僕？　もすかして僕？　もすかして僕な訳？　なはは、なはは、なははははは。

「駒こま沢ざわ先せん輩ぱい！」

　どぼすっ！

　銀ぎん之の介すけは、狭い個室の中で器用にすっ転んだ。

「なぁんだ。サッカー部の駒沢先輩か。定番って言えば定番ね」

「うるさいわね。いいじゃない。駒沢先輩格好いいんだから」

「こまとか言うから、てっきり駒こま犬いぬ君のことかと思っちゃった」

「駒犬君？　冗じよう談だん止めてよ。駒犬君ってば優しくていい人だけど」

「そうよね。貧弱って言うか頼りないって言うか」

　ど～～せ僕は貧弱で頼りないですよ～～だ。

　指でぐりぐり壁に穴を開けながら銀之介はいじけた。

「でも狩かり谷やさんには驚きよね。駒犬君を気に入るなんて」

「本当本当、いっつも駒犬君の後にくっついてるもんね」

「ある意味ストーカーみたい」

　そこで三人は声をそろえて言った。

「物好きよね～～」

「言ってらあ」

　個室で、銀之介は小声でぼやいた。

「余計なお世話だよ。それに楓かえでさんが僕の後くっついてる理由はそんなおめでたい理由なんかじゃないんだ」

　三人のオバ様会議はまだ続いてた。

「でも狩谷さんが転校して来てから、彼女、ぴりぴりしてるわね」

「え？　彼女って誰？」

「ほら、駒犬君にラブラブしてる女の子よ」

　なんですと！！！

　落ち込んでた耳がむっくり起き上がった。落ち込んでた目がぱっちり開いた。落ち込んでた尻尾しつぽがぴこぴこ動いた。希望の花がパッと咲いた。

「ああ、あの娘こ」

「あの娘ね」

　オバ様達は理解しあってるようだけど、くだんの銀ぎん之の介すけはさっぱり検討がつかない。

「誰だ？　誰なんだ？」

　ちょっとばかし興奮して、銀之介は扉に耳を押しつけた。別にそこまでしなくても聞こえるんだけど、悲しい男の性さがって奴やつだ。

「さぁ、誰だ？　あの娘って誰なんだ？　言ってくれよ」

　男の性で興奮してる銀之介は、すっかり忘れていた。

　ブルドーザーと相撲すもうしたって勝てるほどの自分の馬鹿力のことだ。

　脳味み噌そ全部が男の性で活動してたから、ドアがギシギシ言ってるのにも気がつかなかった。

　そして、崩ほう壊かいの時はやって来た。

　どがしゃ～～んって音をたてて、扉は倒れた。当然、銀之介だって運命を共にする。

　ご対面の時間だった。

　三人のクラスメイトは硬直したまま銀之介を見つめる。言葉は一言もない。そこまで機能は回復してないのだ。

「ははは」

　銀之介はワイルドな顔で精一杯の笑顔を送った。

　誰も笑い返してくれなかった。

「男子トイレがいっぱいでさ。いや～～、ごめんごめん」

　何の反応もなかった。

「別に覗のぞきとかするつもりはなかったんだよ。信じてくれよ」

　やっぱり反応はなかった。

　銀之介は立ち上がるとぱんぱん膝ひざをはらった。

「それじゃ」

　大人おとなしく窓から出て行こうと三人に背を向けた途端。

「きゃ～～～～～～～！」×３

　超音波攻撃が飛んできた。

　耳もつんざけとばかしの悲鳴の三重奏だ。

　銀之介はぐわんぐわんする頭を抱えながら逃亡者になった。
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　学食はまだ男の王国だった。だけど場違いなことに女の子が一人、端はしっこの方でぐるぐる眼鏡めがねを光らせてた。

「さ、いつでも変身しちゃってください！　絶対に見逃しませんよ」

　うのめたかのめできょろきょろしてる少女の肩に、ポンッて手が置かれた。

「どう？　プチ三みつ石いしちゃん」

「あ、倉くら地ち先生」

　小こ夏なつは椅い子すを引っ張ってくるとど～～ぞって進めた。

　そこに魅み惑わくの腰を下ろしつつ、倉地は言った。

「盛せい況きようのようね」

「はい。幸運って言うか案あんの定じようって言うか、目玉焼きがくっついてくることに誰も疑問を覚えてないよ～～です。むしろ喜んでますね」

「でしょうね」

　倉地は足を組んだ。

　一心不乱に飯めし食ってた男子生徒達がピタリって箸はしを止め、隙すき間まに目を向けてきた。

　倉地と目が合うと、顔を赤くしてまた捕食活動に戻る。

「男の子って単純だから」

　倉地は確信を込めて呟つぶやいた。

「もうすぐ昼休みも終わりね。今日きようは収穫ないかしら」

「大丈夫です。ちゃんと名簿にチェックしてますから。もう二、三日続ければかなり絞しぼり込めます」

「そうね」

「でも意外でした」

「何が？」

　首を傾かしげる倉地に、小夏は笑いながら言った。

「倉地先生がオオカミ男を信じてくれるなんて。ほら、わりと現実主義者じゃないですか」

「ま、そうなんだけど」

　倉地はちょっと疲れたように息を吐はき出した。

「吸血鬼もいるんだから、オオカミ男だっていてもおかしくないかなって」

「え？　どういうことですか？」

「何でもないわ」

　それ以上話したくないのか、さっさと話を切り上げる倉地。

　だけど、そんな聞いちゃイヤンお～らを察知出来るような小夏じゃなかった。

「教えてくださいよ。ど～～ゆ～～ことなんですか？　ねえったらねえ」

『オオカミが出たぞ～～～！』

　遠くから聞こえて来たその声に、二人は硬直した。

「倉くら地ち先生！」

「プチ三みつ石いしちゃん！」

　立ち上がると食堂を飛び出していく。

　二人だけじゃなかった、飯めしをかっくらってた男子の三分の一ほどが、がって立ち上がった。

　懐ふところからハチマキを取り出し装着する。『くら』って書かれたハチマキだ。

「倉地先生に続けぇぇぇぇぇぇぇ！」

「おぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　ってな具合に出ていった。

　幾分人口密度を低くした男の王国、そのすみっこで日替わり定食を一人で食べる寂しい影があった。

　端正な顔立ちとクールな雰囲気、英語教師の狩かり谷や森もり彦ひこだ。

「てっきり私にだと思ったのに。私にだと思ったのに」

　そんなことをぶつくさ呟つぶやきながら森彦はおまけの目玉焼きを頰ほお張ばった。男子教師もサービスデーに参加出来るのだ。

「ん？」

　すっかり涼すずしくなった周りに気がつき、森彦は目を細めた。

「何かあったんだろうか？」

　どっぷりと落ち込んでいたため肝心の悲鳴を聞き逃してしまったのだ。彼にしては珍しいミスだ。

「まぁぃぃか」

　眼鏡めがねをちょいと押し上げると、森彦はまた食事を再開させた。

「私だと思ったのに。私だと思ったのに。一体誰に？　一体誰に？」

　今日きようの狩谷先生は、にじみ出るオーラとかがちょっとクールじゃなかった。




　もちろん唐とう子こと楓かえでも悲鳴は聞いた。女の親しん睦ぼくをたっぷり深め、校舎に戻ってきた時のことだ。

　さすがに銀ぎん之の介すけに悪いことしちゃったかなぁ？　ってことで、パンでも買ってやろうと購買を物色してた時のことだ。

　オオカミが出たぞ────！

　鼓こ膜まくに飛び込んできたその悲鳴に、手に持ってたシーチキンパンが床に落っこちた。

　たまたま足を動かしちゃった女子生徒がぐんにょって踏んづけてえらいことになった。だけどそんなもんどうだって良かった。

「楓ちゃん………。オオカミって言ったら」

　唐子が懇こん願がんするような瞳を楓に向けた。もちろん返事は決まってた。

「他ほかにいないでしょ」

　二人は購買を飛び出し、おそらく悲鳴の発信源であろう上の階めがけて階段をが～～っと上がった。

「唐とう子こ！　楓かえでさん！」

　階段をが～～っと駆かけ降りてくる毛むくじゃらの奴やつと出くわしたのは、それからまもなくのことだった。

「違うんだこれは！　不幸な事故」

「事故！　事故ってのはこの口が言うわけ？　この口が」

　唐子がオオカミの口をむんずと摑つかむと上下に押し開いた。

「こんなことにならないようアタシ達が必死になってがんばってたっていうのに」

「だって、だって」

　銀ぎん之の介すけは小声でぼやいた。

「唐子達……弁当くれなかったじゃん」

「なに！　それじゃアタシ達が悪いって言うわけ！」

　逆ギレして銀之介の首をかっくんかっくん揺らす唐子に、楓が耳元で言った。

「唐子さん。そんなことしてる暇はなさそうよ」

「そうだ！」

　唐子は銀之介の毛むくじゃらの腕を摑み階段の上へ引っ張ってこうとした。

「駄だ目めだ！　そっちはマッチョな人達がいっぱいいるんだ！」

　今度は下へ引っ張ってこうとしたけど、またまた銀之介は叫んだ。

「駄目だ！　プチ三みつ石いしちゃん達の声が聞こえてくる！」

「じゃぁどうしろって」

　窓から逃げ出すにも窓はない。もはや壁に穴でも開けるしかないんじゃないかって状況だ。

　と、楓の鋭い声が飛んだ。

「駒こま犬いぬ君！　唐子さん！」

　見ると、楓がとある部屋の中からこっちよと指を動かしている。

　とある部屋には、清掃用具倉庫って札がかかってた。校舎のワックスがけの道具なんかが入ってる、普通の教室の三分の一くらいの部屋だ。

　銀之介は間髪入れずにそこに飛び込んだ。唐子も慌あわてて後をおいかけようとするけど、それよりも早く、マッチョな人達とやかましい人達が上から下から到着する。

「七しち味み先せん輩ぱい！」

　やかましい人達の代表、小こ夏なつが唾つば飛ばしながら聞いてきた。

「オオカミを見ませんでしたか？」

「え～～っと、それなら階段を上に」

「俺おれ達上から来たけど見なかったぞ！」

　マッチョな人達が反論した。

「え～～と、なら下に」

「私達は下から来たんです。見逃すはずはありません」

　小こ夏なつも反論した。

「え～～～と、それじゃ…………。う～～と」

　霞になりましたって言って信じてくれりゃ言いたかった。でも信じてくれる訳がない。

「いいです。無理しなくても、きっとオオカミに直面した衝撃で記き憶おくが混乱してるんですね」

　小夏がそう言ってくれたもんだから、首の皮は繫つながった。生まれて初めてこのメガネに感謝した。

　でもすぐに感謝出来なくなった。

「あ、あの部屋なんか怪あやしいですね」

　目め敏ざとく用具室を指さすからだ。

「そ、そんなことないない」

　唐とう子こは部屋の前に踊り出ると両手を広げた。

「も～～、三みつ石いしちゃん。何言ってるの？　こんなとこにオオカミなんている訳ないじゃない。あはははは」

「ど～～してそんなこと言い切れるんですか？」

「ど～～～してって……………なんとなく」

「それじゃ意味ないですよ」

「なんとなくはなんとなくでも、最上級のなんとなくなの！　おしりにｅｓｔがついちゃうくらいのなんとなくなんだから！」

　意味の分かんない台詞せりふにみなポカンとした。そりゃそうだ。言ってる本人だって分かってないんだ。

「七しち味み先せん輩ぱい」

　小夏が気の毒そうに言った。

「大丈夫です。ちょっと休めば落ち着きますから」

「誰かこの娘こを保健室まで運んであげて」

　倉くら地ち先生の一言で、マッチョな五、六人が唐子を軽く担かつぎ上げた。

「違うの！　おかしくなったんじゃないって」

　唐子は御お神輿みこしになりながらも激しく抗議した。ちなみに効果は全くなかった。

　えんやこらえんやこら運ばれていく唐子、遠くで小夏が手をノブにかけるのが見てとれた。

　中から鍵かぎをかけてるかもしんないけど、ここにある筋肉を総動員させればそんなもん簡単に破壊されることだろう。

　もうおしまいだ！　もう見つかった！

　唐とう子こは心の中で懺ざん悔げした。

　御ご免めん！　銀ぎん之の介すけ君。アタシの力不足だったよ！

　ついでに心の中で誓ちかった。

　銀之介君が街を出る時は、責任取ってアタシも一緒に行くよ。絶対！
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　唐子は軽く保健室に運ばれた。

　暴れる唐子は無情にもベッドに縛しばり付けられた。

　それでも健気けなげにがんばること五分足らず、唐子はなんとかベッドから逃げ出すことに成功した。

　そんな時だった。

「具合はどう？」

　カーテンの向こうから大きな胸がやって来た。

　ダイナマイツの国からダイナマイツを広げるためにやって来たダイナマイツなお姫様だ。

「倉くら地ち先生！」

　大声を上げた唐子は、ベッドの上に正座すると神しん妙みような顔つきで聞いた。

「見ちゃったんですよね」

「ええ、見ちゃったけど……」

　パイプ椅い子すに腰をかけ、魅み惑わくの太ももを重ねつつ倉地は答えた。

「駒こま犬いぬ君のことよね」

「もう銀之介君だってこともばれちゃってるんですか！」

　唐子はがっくりと脱力した。全身の糸がプチンと切れた。

「正直。驚いたわ。まさか銀之介君がね」

「はい」

「でも、七しち味みさんは平気なの？」

「アタシは………」

　唐子は唇くちびるを引き結び、顔をきっと固めるときっぱり言った。

「どんなになっても、銀之介君は銀之介だから。平気です！」

「偉えらいわ！」

　ぱちぱちと倉地は拍手喝かつ采さいした。

「そういう娘こって大好き！　先生も応援するからがんばってね」

「はい！　がんばります！」

　がんばる宣言してから、唐子は尋ねた。

「ところで、今はどこに？」

「あ、銀ぎん之の介すけ君ね」

　倉くら地ちはあごに指を当ててちょっと考えながら答えた。

「教室に戻ったんじゃないかしら？　プチ三みつ石いしちゃんとしても騒ぎ立てたい光景ではあったけれど、今はオオカミ捜さがしで忙しかったからね。保留にしたみたい」

「は？」

　唐とう子この目が二、三度ぱっちんぱっちんした。

　この時になって初めて、唐子は嚙かみ合ってないって事実に気がついた。

「あの、ドア開けたんですよね。用具室の」

「開けたわよ」

「中に、いたんですよね」

「いたわよ。駒こま犬いぬ君と狩かり谷やさんの二人」

「なのに三石ちゃんはいまだにオオカミ捜しを続行してると」

「昼休み終わっても続行するんじゃないかしら」

「どうして？」

「オオカミ男が好きだからかしら？」

　上うわ顎あごが肉食動物で下顎が草食動物くらい嚙み合ってない。

　唐子はおやって、首をひねった。これ以上ひねったらコキッて音しちゃうぐらいひねった。

　そして、一つの結論を出した。

　唐子は慎しん重ちように言葉を選び、とつとつと言った。

「あの………倉地先生。用具室の中の銀之介君って…………猿が進化した動物でした？」

「は？」

「その、いつもの銀之介君ですよね」

「質問の意図がまったく分からないけど、いつもの駒犬君だったわよ。やってることはともかくとして」

　ってことは…………人間に戻ってたってことで！　オオカミ体質がばれた訳じゃないってことで！　結論を言っちゃえば転校しなくてもいいってことで！

　唐子はベッドの上で飛び上がった。

「な～～んだも～～～。それならそ～～と早く言ってくださいよ～～。倉地せんせ～～～」

「七しち味みさん。やっぱりしばらく休めた方がいいわよ………頭」

　倉地はそう言うと椅い子すから魅み惑わくのお尻しりを離した。

「それじゃゆっくりね」

「はい～～～～！」

　花火みたいな笑みで、倉地を見送った。

　手だっておまけにぶりんぶりん振りたくった。

「な～～んだ。そ～～～だったのか。も～～、心配して損しちゃったな。胸をしくしく痛める必要なんてなかったんだ」

　どんより雲に覆おおわれてた心がすっきりと晴れた。しかも快晴だ。

　でも、そんな快晴の空にぽこっと灰色の雲が産まれ落ちる。「？」の形した雲だ。

「でも、ど～～して銀ぎん之の介すけ君、人間に戻れたんだろ？」

　それに倉くら地ちの言葉のいくつかも、今にして思えばちょっと？？？だ。

　倉地は言った。

『正直。驚いたわ。まさか銀之介君がね』

　こうも言った。

『プチ三みつ石いしちゃんとしても騒ぎ立てたい光景ではあったけれど………』

　おまけにこうだ。

『いつもの駒こま犬いぬ君だったわよ。やってることはともかくとして』

　唐とう子こは落ちついて考えた。

　そして、解答は出た。

　一瞬にして人間に戻る方法ってことを考えれば、おのずと答えは出るもんだ。

「あああああああああああ！！！！」

　唐とう子こはびっくりんこ大王になった。




「唐子の奴やつ。何やってんだろ。もうすぐ午後の授業が始まるってのに」

　銀之介は、保健室へと向かってた。戻ってこない唐子を迎えに行くのだ。ちょっと優しいとこあるんじゃんじゃんなのだ。

「にしても……びっくりしたな」

　銀之介は、唇くちびるを指で軽くなでながら、もやもやと頭の上にモヤを広げた。回想のモヤだ。





　もやもやもやもや（回想する音）




「あ～～～！　も～～～おしまいだ！　も～～見つかるんだ！　も～～～転校だ！　ミンチだハンバーグだ」

　がちゃがちゃ言ってるノブを前に、オオカミ君してる銀之介は頭を抱え込んだ。

　今は鍵かぎで持ちこたえてるけど、この分じゃ破壊までさほど時間はないだろう。

「短い学校生活だったな」

　一人で完結してる銀之介に、楓かえでが声をかける。

「駒犬君。積木以外でもとに戻る方法ってあるの？」

「あるにはあるけど[image: 三点][image: 三点]」

　銀ぎん之の介すけはため息混じりに吐はき出した。

「ど～～しょ～～もないよ。知ったって。唐とう子こならともかく楓かえでさんじゃ」

「いいから教えて」

「ああ。なんて言うか一言で言うとキスするんだ。若い女の子と。そ～～すると何な故ぜか不思議と一瞬で[image: 三点][image: 三点][image: 三点]」

　それ以上は喋しやべれなかった。

　理由は説明しなくたっていいだろう。

　聞きたいか？　聞きたいのか？　じゃ、教えよう。

　楓の唇くちびるが銀之介の口をせきとめたのだ（ちゅ～したの）。

　なんですと！！！！

　銀之介の瞳が大きく見開かれた次の瞬間、扉が敗北した。

　小こ夏なつを先頭にどやどやと皆さんが入ってくる。

「あれ！　駒こま犬いぬ先せん輩ぱいと狩かり谷や先輩」

　想像してないラブな光景に、一同顔を赤らめた。




　やもやもやもやもやも（回想の終わる音）






「いきなりむちゅ～～だもんな」

　まんざらでもない顔でほくそ笑えむ銀之介だけど、すぐにへこんだ。

「でも、その後のあの言葉だもんな」





　もやもやもやもや（またまた回想する音）




「誤解しないでね」

　やじ馬一同が去った後、銀之介から唇を外した楓はそう言った。

「別に駒犬君がいまの人達に捕まって何されたって私には関係ないんだけど。一緒にいるってことで私までとばっちりがくるでしょ。それがいやだっただけよ」

「ああ」

「それじゃね」

　楓はすたすたと用具室を出ていってしまった。

　なんだかものすごく、寂しい銀之介であった。




　やもやもやもやも（しつこい！）






「一瞬でもこいつ俺おれのこと好きなのかも！　って思っちまった自分の馬鹿さ加減が情けない」

　はぁってため息を吐はき出し、天てん井じようを見上げた。

「トイレで話してた、僕のこと好きなあの娘こって誰だろ？」

　無意識にそう呟つぶやいてた。現時点で、銀ぎん之の介すけの唯一の心の拠より所だ。

　いくら考えても答えは出ないから、やれやれって首を振って止まってた歩みを再開させた。

　と、目の前に男の壁が立ちはだかった。

　法はつ被ぴにハチマキって出いで立ちだ。

「倉くら地ち先生ファンクラブの人？　倉地先生なら多分研究室に」

「よっく見ろ」

　先頭の学生がハチマキの文字を指さした。

『くら』じゃなかった。

『かえ』だった。

「我々は、楓かえでちゃんファンクラブだ！」

　どど～～ん。

「先週発足したんだ。クラブ員は三十名。第一回会報が明日あした発行になる」

「なるほど。そいつはすごいや」

　呆あきれて声も出ないんだけど、それでもがんばって感心するフリをした。

「じゃ、ちょっと御ご免めん。僕さ保健室に行きたいから」

　通してくれなかった。

「僕に何か？」

「聞いたぞ。清掃用具室の出来事」

「僕らの楓ちゃんに何するんだ！」

「ゆっくり話を聞かせてもらうぞ」

　彼らの瞳にある光………それは…。

　敵意と殺意だった。

　迷わず銀之介は逃亡を企てた。

　だけど、がしっと両脇を固められてて足も浮いてるから自転車漕こぎになるだけだ。

　じたばたじたばたじたばたじたばた。

　足の筋肉がちょっと鍛えられた。

「違うんだ！　あれは！」

　逃げられないならと言い訳を始めたけど、あれは………に続ける言葉がない。

「事故だったんだ!!」

　苦肉の策で銀之介は叫んだ。

　所しよ詮せん、苦肉の策だった。

　ああ、このままではずるずると校舎裏かどっかに連れてかれて僕はぼっこぼこにされてしまふ。

　理り不ふ尽じんな展開にはらりはらりと涙を流してた。

　しかし！　救いの女神めがみはやってきた。

　向こうからつかつかやってくるのは紛まぎれもない、七しち味み唐とう子こ様だ。

「唐子！　助けてくれ！」

　つかつかとやって来た唐子は、銀之介の前に立った。

　ずっと伏せてた顔をきっと持ち上げた。どう見ても怒ってる顔だ。
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「不潔よ！」

　ばち～～～～～ん！

　銀ぎん之の介すけに強烈かつ無比なビンタを食らわせると、唐子はまたつかつかと去って行った。

「唐子………」

　呆ぼう然ぜんとしてた銀之介だけど、ずるずると引き摺ずられてる現実に気がつく。

「唐子。行っちゃいや！　唐子ぉぉぉ」

　助けを求める声が、廊下に響き渡った。


第十二話　完












　　　おまけその１




　その日の夜。

「ただいま～～」

　ぼろぼろになった銀ぎん之の介すけが息もたえだえに帰宅すると……。

「おかえり～～～～～！！！」

　銀ぎん花かがゴム鞠まりのように弾はずみながらすっ飛んできた。

「ねえねえ銀ぎん兄ぃ。銀花のお弁当どうだった？」

「お銀！」

　銀之介の目が見開かれた。杖つえとして使ってた棒ぼうきれを投げ捨てると、銀花の襟えり首くびをむんずって摑つかんだ。

「ちょっと来い」

「え？　駄だ目めだよ銀兄ぃ。いくら銀花のお弁当がおいしかったからってそんないきなり。ものには順序ってものがさ」

　たどり着いたとこは台所だった。

　きょとんとする銀花の目の前に、卵が二つちょこりんって置かれた。

「いいか。生卵とゆで卵を見分ける方法はだな、こうやって卵をコマのよ～～にぐるぐる回して……」

　銀之介の生活の知恵講座は、銀花が完全にマスターするまで続いた。




　　　おまけその２




　よく日の朝。

「おはよう楓かえでちゃん！」

　学校の門のとこで楓の後ろ姿を見つけた唐とう子こは、脚力総動員して追いついた。

「おはよう。唐子さん。今日きようは駒こま犬いぬ君と一緒じゃないのね」

「知らないよ。あんなケダモノ」

「ま、たしかにケダモノか。種族的には」

「それより楓ちゃん。大変だったね。昨日きのうは」

「昨日…………」

「ほら、清掃用具室で」

「ああ。あのことね」

　楓はそんなことかとでも言うように軽く顎あごを上下させた。

「くれぐれもカウントしちゃ駄だ目めだからね。カウントしちゃ」

「ご心配なさらずに」

「そうだよね。カウントなんかするはずないもんね。あはは。それじゃ後で。アタシ社会の宿題やってないから謝あやまりに行かなくちゃいけないんだ」

　唐とう子こはあはあは笑いながら去っていった。

「元気ね。いつ見ても」

　楓かえではそう呟つぶやいてから、教室へと足を向けた。

　いつもと同じように教室に着き、いつもと同じように静かに椅い子すに座る。

　挨拶をされれば返すけど基本的に自分からはしない人だから静かだ。

　早々と登校してよもやま話してる女子グループの声が耳についた。

「ねーねー。狩かり谷やさんにも聞いてみましょうよ」

「え～でも」

「ね、教えてくれるかもしれないよ」

　女の子一人がひょこひょこと楓んとこにやってきた。

「ねーねー。狩谷さん」

　女子グループが接触を試みてきて、楓は首を動かした。

「ファーストキスってどんな味がした？」

「ピーマン」

　楓は即答した。

　これっぽっちも考えなかった。




　　　おまけその３




　その放課後。

「唐子がなに怒ってるか分かんないけど、さっさと謝って許してもらおっと」

　なんだか分かんないけど一日中無視されてる。どうにも気分が悪い。

　なんとか仲直りしようと銀ぎん之の介すけは果か敢かんにも声をかけた。

「唐子」

　廊下を歩く唐子は振り向いてくれなかった。

「唐子！」

　やっぱり振り向いてくれなかった。

「唐子ってば！」

　三回目でやっと唐子は足を止めて振り向いてくれた。

　だけど、唐子と仲直りすることは出来なかった。

　いきなり柏かしわ持もち先生に拉ら致ちされた。

「駒こま犬いぬ！　先生と一緒に来るんだ」

「え？」

「いい病院を見つけたんだ。安心しろ。必ず治なおるからな」

「あの」

　本人の意志は全く無視され、銀ぎん之の介すけは車に乗せられた。

『もりもと泌ひ尿によう器科クリニック』ってとこに着いた。

　秘密厳守って張紙が出てるとこがなんか怪あやしかった。

　出てきたプロレスラーみたいなおばさん先生も怪しかった。

「かわいそうに。その歳としでねえ。先生に任せなさい。とりあえずパンツ脱いでね。検査してあげるから」

「ちょっと待ってくださいよ。ねぇ、パンツに手をかけないで。ちょっと！　いや～～～～」

　そこからの十数分のことを、銀之介は覚えていない。













　　　第十三話　アヒル探して三千里










　　　　　１




　ピヨピヨって感じに小鳥のさえずりが心地よい朝。

　前まえ原はら町ちよう団だん子ご坂ざかの一軒家の二階、駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけの部屋に、進入する影があった。

　そいつは筒つつ形体型だった（本人は強く否定してるけど）。

　少し天然パーマかかってるくりんくりんヘアーは後ろでポニーテールにまとめられていた。

　見るからに、厄やつ介かいを巻き起こすような、そんなオーラを放ってた。

　そして、ニンジンが嫌いそうだった。

　そう、駒犬家のやかましい居い候そうろう、駒犬銀ぎん花か（小学五年）その人だ。

　銀花はとことことベッドに眠ねむる銀之介んとこまでやってくると、蒲ふ団とんの膨ふくらみを激しく揺さぶった。

「銀ぎん兄ぃ！　朝だよ」

「う～～～ん」

　膨ふくらみはごろりと寝返りを打った。意識はまだこっちの世界には戻って来ていない。

「銀ぎん兄ぃってば！」

　ふとんをひっぺがす。パジャマな銀ぎん之の介すけが仰あお向むけに眠ねむってた。

　幾許いくばくかの時、銀ぎん花かが心を込めて乱暴に揺さぶっても、起きる気配は見せなかった。

「もう！」

　銀花は腰に手を当てると頰ほおを膨らませてぷんすか怒った。

「こうなったら今日きようも銀花オリジナルの方法で起こしてあげるんだから」

　銀花はジャンパースカートの胸のポケットから一冊のノートを引っ張り出した。

『目覚ましノート』

「え～っと、今日はどれにしよっかな」

　ぺらぺらとページをめくる。

「パンツに氷大作戦はこの前やったし。おでこに毛虫が大行進もやったな。それにもう寒いから毛虫さんいないし。センタクバサミとセローテープなんてつまんなすぎて今さらやる気しないし。鼻に蚊か取り線香……は駄だ目めだね。火事になったら危ないから」

　あれこれ考えて、銀花は決定した。目覚ましナンバー36の方法だ。新作を編み出そうと日夜思考をめぐらせてるのだ（傍はた迷めい惑わくなことに）。

「エスニック鼻はな栓せんにしよっと」

　銀花の行動は素早かった。小さな体を動かすとすぐにティッシュと水を入れたカップと練りわさびと練りがらしのチューブを持ってくる。

「るんるんるん。こうやってティッシュを濡ぬらして、それからチューブのからしとわさびをくるんとくるんでっと」

　からしとわさびの鼻栓が完成した。外から透すき通る感じがなんか生なま春巻に似てる。

「えいっ！」

　ずぼずぼっと鼻栓が突き刺される。もちろん、この程度じゃ銀之介は起きない。ただ呼吸のために口がぱっくり開いただけだ。

「じゃ～～ね。銀兄ぃ。早く起きるんだよ」

　最後にちょっと芸術作業してから、銀花は部屋を出て階段を下りた。

　居間のテーブルには朝食の支度が出来てた。トーストにスクランブルエッグっていうちょっと洋風のメニューだ。

　キッチンに立つ典のり代よの姿と、コーヒー飲みながら新聞読んでる銀ぎん一いち郎ろうの姿があった。ちなみに砂糖は三つだ。

「いつも銀之介を起こしてくれてありがと。銀花ちゃん。朝ご飯出来てるから食べなさい」

「は～～い」

　銀ぎん花かは椅い子すに腰かけた。ちょっと足がついてないけど問題ない。

「いっただっきま～～す」

　食事が始まった。それはそれは勢いのある捕食活動だ。

「銀花ちゃん。銀ぎん之の介すけは？」

　銀ぎん一いち郎ろうが新聞から顔を上げると尋ねた。

「もうすぐ起きるよ！」

　銀花は口にものをいっぱいに詰めたままそう叫んだ。

　スクランブルエッグが盛大に口から飛び出した。

　銀一郎は無言で眼鏡めがねにくっついた黄色い粒を拭ふき取った。




　はい、こちら特別レポーターです。ただいま駒こま犬いぬ銀之介さんの部屋に来ております。

　あ、銀之介さんがいましたね。気持ち良さそうに眠ねむってますね。

　鼻はな栓せんをされても少しも動じない。素す晴ばらしい睡眠精神です。

　ただ、この鼻栓には、とあるしかけが施されていることは、皆様もご存じでしょう。

　そう、わさび君とからしちゃんです。

　濡ぬれたティッシュの水分が、わさび君とからしちゃんを溶とかし鼻に流れ込むまで約一分三十秒。

　おっと、ただいまストップウォッチをチェックした結果、ちょうど鼻栓が突っ込まれてから一分三十秒が経過した模様です。

　あ、銀之介さんの鼻がぴくぴくっと動きました。どうやらエキスが鼻に入ったもようです。眉まゆがしかめられました。エキスはゆっくりと鼻の奥へと流れている模様です。

　最後まで見届けたいとこなのではありますが。時間なのでこれで失礼します。それではまた明日あした。




「ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　そんな絶叫が二階から聞こえてきたもんだから、銀一郎はびくりと体を震わせた。

「ね、もうすぐ起きるって言ったでしょ」

　コップのオレンジジュースを飲み干すと、銀花はぴょんと椅子から飛び下りた。

　素早くソファーの上に転がしておいた赤いランドセルを背負う。ぴかぴかの小学五年生の完成だ。どっちかって言えば小柄な方だけど。

「それじゃ銀花行くね。おじちゃんおばちゃん。行ってきま～～す」

　笑顔でそう言うと、銀花は玄関の方へと走ってた。

　扉の音が聞こえた。出しゆつ立たつしたのだろう。

　ちょうど時を同じくして、階段を駆かけ落ちてくる奴やつがいた。

「お銀ぎん！　今日きようという今日は勘かん弁べんしないからな！」

　銀ぎん之の介すけはそう叫ぶと激しくむせた。エキスがかなりこたえてるのだ。

「お銀ちゃんならもう出ていったわよ」

「なんだって！　あの野や郎ろう！　逃げやがったな！」

「今日はどんな起こされ方だったんだ？　銀之介」

「聞いてくれよ父さん」

　銀之介は父親に泣きついた。

「からしとわさびを包んだティッシュを僕の鼻に突っ込みやがったんだ。殺意すら感じるよ」

「一人で起きないあんたが悪いんでしょ。ほら、早く顔洗ってきなさい」

「違うんだ母さん。僕はいっつも目覚まし時計をかけてんだ。だけど知らないうちに止めちゃってるんだ」

　表情がダークに固まった。

「もしかしたら僕、夢遊病の気けがあるのかも」

　銀之介は真剣な顔つきで悩み出した。誰も止めなきゃこのまましばらく悩んでそうだ。

「急いだ方がいいんじゃないのか」

　銀ぎん一いち郎ろうの一言で、銀之介はこっちの世界にお帰りになった。

「そ～だそ～～だ」

　銀之介は慌あわただしく階段を駆け上って行った。

「いつもながら朝は騒がしいね」

「そうだな」

　銀一郎は下ろしていた新聞を持ち上げ、また読み始めた。

　そして言った。

「なあ典のり代よ。オオダイラ宝石店って知ってるか？」

「小学校行く途中にある宝石店でしょ。知ってるわ。そこがどうかしたの？」

「いや、昨日きのうの閉店間際に強ごう盗とうが入ったんだとさ。総額五千万近くの貴金属が奪われたそ～～だ」

「あるとこにはあるのね～」

「物ぶつ騒そうな世の中になっちまったもんだ」

　よく考えれば街で一番物騒な銀一郎だけど、しみじみとそう吐はき出す。

「犯人グループもまだ捕まってないって言うし、こりゃ今日は外出しない方がいいかもしんない」

　クマと喧けん嘩かしたって勝てるはずなのに、いたって臆おく病びような本音が出た。

「ちくしょ～～。お銀の奴やつ」

　まだぶつくさ言いながら、銀之介がやって来た。さっきまでのパジャマ姿じゃない。ちゃんとした学生服だ。

「あ、父さん母さん言い忘れてた。おはよう」

　そう挨拶してから、銀ぎん之の介すけも捕食活動に入った。

　スクランブルエッグを頰ほおばる銀之介に、父は言った。

「銀之介」

「はに？　ほふはん」（何？　父さん）

　黄色い粒がまた銀ぎん一いち郎ろうに襲いかかった。

　一億年前からこうなることは分かってましたって顔つきで、銀一郎は眼鏡めがねにくっついた粒々を取り除いた。

　そして、息子むすこが食事を終えるのを辛しん抱ぼう強く待った。

　最後にオレンジジュースを飲み干すのを見届けてから、銀一郎は口を開いた。

「銀之介、お前顔洗ってないだろ？」

「うん。ひりひりする鼻の穴を洗っただけ。目ヤニついてる？」

「いや、目ヤニはついてないが」

「じゃいいや。それじゃ行ってくるね。父さん母さん」

　薄い学生鞄かばんを持ち、銀之介は出て行った。

「行ってきま～～す」

　出しゆつ立たつなさったよ～だ。

「やっぱり血が繫つながってるってものね。よく似てるもの。行ってきますの言い方」

　典のり代よが笑いながらやってくるとテーブルにつき、コーヒーをカップに注いだ。ちなみにブラックだ。

「新聞見せて。さっきの記事詳くわしく見たいから。えっと…………三十カラットのサファイア等の高価な宝石が含まれている………か。千八百万円するんだってこのサファイア。すごいわね本当に、ねえあなた…………どうしたの？　浮かない顔で」

「いや、銀之介に言いそびれちまってな」

　少し浮かない顔をしてたけど、無責任に一言。

「まっいっか」
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　ランドセルの帯んとこをぎゅって握って、てってこてってこ走る。

　十月の朝の空気はけっこう涼すずしくなってるけど、年がら年中フル活動の銀ぎん花かにはあんまし関係ないようだ。

　目指すはいつものとこだ。

　いつものとこ、公園の前に髪の長い女の子の後ろ姿が見えた。銀花と同じく赤いランドセルを装備している。

「おはよよよよ～～ん！　桃もも花かちゃん！」

　そう言いながらホップステップジャンプの要領で足を止める。

　髪の長い女の子はゆっくりと振り返ると、ゆっくりと顔に笑みを浮かべ言った。

「おはよ。銀ぎん花かちゃん」

　びっくりするくらいのおっとり口調だ。

　さらさらの長い髪と大きな瞳を持った女の子。

　彼女の名前は国くに渡わたり桃花、飯いい波なみ第一小学校の五年二組の生徒。銀花の同級生だ。

　席が隣ってこともあり、いっつも仲良くしてる。世間一般で言うところの分厚い親友って奴やつだ。

　二人とも名前に花ってつくこともあり、先生にはハナハナコンビって呼ばれたこともある。

　ちなみに、性格は超がつくくらいののんびりや。

　ハチに刺されてから五分ぐらいたって、痛いって泣き出すような、そんなスローテンポな女の子だ。

　かと言ってあなどっちゃいけない。誰もが予測出来ない精神世界を持ってるから、時どき飛ばす超天然のボケの威力は計り知れない。もう被害者が何人も出てる。

　破は天てん荒こうな銀花の親友やってるのだ。これぐらい個性的じゃなきゃ長続きしないのだろう。

　いつものように、二人は仲良く学校への道程を歩き始めた。いろんな話をしながら。

　もっとも、もっぱら喋しやべってるのは銀花の方で、桃花はただ聞いてるだけ。たまに喋ろうとするけどすでに話題は次へとうつってるからどうにも嚙かみ合わない。

　だけどま～、二人とももう慣れっこだから、細かいとこは気にしないのだ。

「あれ～～？」

　銀花が早口にまくしたてる昨晩のドラマの解説を聞いてた桃花が、間延びした声を上げた。

「ど～～したの？　桃花ちゃん。思わず力が抜けちゃうような声出して」

「あのね。今ね。チカッとしたのぉ」

　桃花は足を止めると、斜め前方にある道路脇のごみ捨て場を指さした。

「そこがね。きらきらって光ったのぉ」

　桃花が道端で何かを見つけて足を止めることはよくあることだ。

　カタツムリだったり、セミの抜け殻がらだったり、犬のフンだったり。

「はいはい、今度は何かな？」

　半なかば呆あきれながら、銀花はゴミ捨て場を覗のぞき込んだ。

　確かに太陽の光を浴びてきらきら光る物体が燃えないゴミの隙すき間まから見え隠れしてる。

　銀花だって無む謀ぼうな好奇心って面じゃ誰にも負けないお子様だ。躊ちゆう躇ちよすることなくむんずっとそいつを摑つかみ上げた。

　泥どろがついてばっちくなってるけど、なんかキレイな物だ。

　ごしごしとスカートの横んとこで磨くと、もっとキレイになった。

「何だろ？　これ」

　銀ぎん花かの口から疑問がこぼれ落ちた。

「外人さんのお目目みたい。誰かここで驚いたのかなぁ？」

「ど～～して」

「驚いて目がぼ～～んって」

　桃もも花かは丁てい寧ねいにリアクションして見せてくれた。

　相変わらずの桃花節ぶしに、さすがの銀花も苦笑した。

　それから改めて手の中の物に目を落とす。

　よくマンガとかで主人公が困った時とかに額ひたいに浮かぶ汗。あれにちょっと栄養のあるものを食べさせて太らせた感じの、緑色の物体。

「銀花ちゃん。そこのおばあちゃんに聞いてみよ？」

「そ～だね」

　二人は、すぐ脇にあった煙草たばこ屋へ突進した。

　百年前からずっとそこに座ってそうなおばあちゃんに、謎なぞの物体を差し出し尋ねた。

「ねーねー、これそこで拾ったんだけど何だか分かる？」

　煙草屋のおばあちゃんは物体を受け取るとしげしげと眺めた。老眼鏡かけてさらに眺め直した。

　たっぷりと観察してから、銀花の手に返しつつこう言った。

「お嬢じようちゃん。いい物拾ったね。こんなキレイなガラス玉はなかなかないよ」

「ガラス玉か。ありがと。おばあちゃん」

「あ、これ持っておいき」

　飴あめ玉だまを二粒もらって、二人はお礼を言うと煙草屋を離れた。

「わ～～い、銀花がもらっちゃおっと」

　飴玉嘗なめながら、銀花はほくほく顔でガラス玉（だと思われる物体）を見つめた。

「あ、でも最初に見つけたのは桃花ちゃんか。だったら桃花ちゃんの」

「私はいいんだけど……」

　桃花はちょっとだけ口ごもると、おずおずと言った。

「お巡まわりさんに届けた方がいいんじゃないかなぁ。落とし物なんだし」

「そんなのいいよ。だってただのガラス玉だよ。それにゴミ捨て場にあったんだもん。誰か捨てたんだよ」

「そっかぁ」

「桃花ちゃんはいらないの」

「うん。私はこの前、ケロリン拾ったからぁ」

　ケロリンってのは、桃もも花かがつい先日道路で拾ったカエル指人形だ。ひどく気に入って家の机の上にかざってるらしい。

「それじゃ、これ銀ぎん花かがもらっちゃうね。わ～～い」

　ガラス玉（じゃなかろうかって物体）を掲げて、銀花はぴょんこびょんこ飛び跳はねた。

「良かったね。銀花ちゃん」

「うん。落とさないようにしないとね」

　銀花は、ジャンパースカートの胸ポケットにガラス玉（だと思う物体）を突っ込んだ。

「銀花の宝物にしよっと。きっと磨けばキレイになるよ」

「私この前聞いたんだけど、ガラスって歯磨き粉つけた歯ブラシで磨くとすっごくキレイになるんだって」

「そっか。じゃ家に帰ったら磨こっと」

「歯って言えば、銀花ちゃんもう全部永久歯？」

「ううん。まだほとんど子供の歯だよ」

「抜けた歯ってね。上の歯は地面に埋めて、下の歯は屋根の上に投げると早く生はえてくるんだつて」

「へ～～そ～～なんだ。でも恐いよね。この間、先生が見せてくれたビデオ。歯ってコーラで溶けちゃうんだってね」

「お茶はどうだろ？」

「お茶は大丈夫じゃないかな？　味ないし」

「でも梅こぶ茶だったらど～だろ～～ね。梅こぶ茶って味あるよ」

「梅こぶ茶って言えば桃花ちゃん。駅前の自動販売機に冷やし梅こぶ茶ってのがあるんだ。この間、銀ぎん兄いに頼んで買ってきてもらったんだけど、すっごいまずかったんだよ」

「そうかな。お姉ちゃんが好きでよく買ってくるからもらったんだけど、けっこうおいしかつたな」

　なんて感じに、たいして意味のない会話しながら二人は小学校へと向かった。




　所変わってこちらは銀ぎん之の介すけ。

　いつもなら唐とう子こが一緒なんだけど、彼女の姿は見当たらない。

　宿題やってかない罰として、唐子は朝掃除を命じられ今日きようは早朝登校なのだ。

　掃除場所が女子更こう衣い室じゃなければ銀之介も手伝うとこだけど、さすがに場所が男子禁制の聖地じゃお手伝いする訳にもいかない。

　そんな訳で、一人での登校となったのだ。

　学校の廊下を歩きながら、銀之介はある違和感を覚えてた。

　なんか視線が痛いのだ。すれ違う人みなが何な故ぜか自分に視線を送ってくる。

　学校に来る途中でもこの現象は起こっていた。

「う～～～む」

　銀ぎん之の介すけは悩んだ。彼の記き憶おくが確かなら自分はそう注目を浴びるような顔じゃないはずだ。普通の時は。

　ちょっといやな予感がしてほっぺをさすってみたけど、いたって普通のすべすべ肌だ。普通じゃない時の毛むくじゃら肌じゃない。

「一体何があったんだ？」

　真剣に悩み、一つの可能性を口にした。

「もしや、今更になって僕の魅力にみんなが気がついたのか？」

　神様にケンカ売ってるよ～な発言だ。

「さすがそりゃね～～な、宇宙人が作った幻覚爆弾でも落としてもらわなくっちゃ」

　なんて苦笑しながら、教室へと入る。

「おはよう」

「あ、おはよう銀之介君」

　教室の向こうにいた唐とう子こが笑顔でやって来た。

「聞いて聞いて。今日きようの朝の掃除ね。楓かえでちゃんが手伝ってくれ………」

　唐子の活動は止まったようだ。まじまじと見られてるのが分かる。

　唐子だけじゃない。クラスにいた連中全すべてが銀之介に注目してた。

　注がれる視線が痛いくらいだ。

「ど～～したんだよ。唐子もみんなも」

「銀之介君………顔」

「顔？」

　再びさすってみたけど、やっぱり毛むくじゃらなんかじゃない。

「普通の顔だぞ。目も二つだし鼻も一つだし」

　悩む銀之介に、コンパクトの手鏡が突き出された。

「鏡見たら」

「あ、ありがと楓さん」

　楓からコンパクトを受け取り、鏡を覗のぞき込んだ銀之介は軽く六十年くらい死んだ。

　顔のあちらこちらに張り付いてるのは、マリリンモンローばりのキスマークの数々だ。

「あ～～～！　お銀ぎんの奴やつぅぅ！」

「お銀ちゃん。お銀ちゃんがそれやったの？」

「ああ、お銀に決まってる。あの野や郎ろう」

　一人で怒る銀之介の前で、唐子はよろよろってよろめいた。

「銀ぎん之の介すけ君ってば………従姉いとこど～しでそんなことしてるんだ」

「え？」

「それにお銀ぎんちゃんはまだ小学生なのに」

「ちょっと待て唐とう子こ！　お前何かとんでもない誤解してるぞ」

「そんなにたくさん。それに首んとこまで」

「違う。これは口紅で描いただけで、本当にしてるんじゃないんだ！　このぶっとい唇くちびるのあとを見ろよ。お銀だったらこんなグラマーなあとがつくわけないだろ」

　銀之介の必死の言い訳も、唐子は聞いちゃくれなかった。

「不潔よ～～」

　自分勝手に青春の叫びして、唐子は教室を飛び出していってしまった。

「話を聞いてくれよ～」

　しかも被害はそれだけですまなかった、何事かと集まってきたクラスメイト達だ。

「何もめてんだ？」

「駒こま犬いぬがキスマークいっぱいつけて学校に来たんだ」

「やるじゃね～か」

「しかもつけたのは従妹の女の子だってさ。小学生の」

「小学生？　なんだ駒犬はそ～～ゆ～～趣味だったのか」

「なになに？　ど～～したの？」

「駒犬はロリコンだったんだってさ」

「そうか、ロリコンだったのか」

「それじゃローリー駒犬って呼ぼう」

「賛成！」

「ローリーローリーロリロリローリー」

　クラスメイト達は親切にも大合唱してくれた。文化祭とかの合唱の時は手を抜くくせにこんな時は一致団結しやがるとっても素す敵てきな人達だ。

「泣かす！」

　辛しん酸さんを思い切り嘗なめながら、銀之介は復ふく讐しゆうの鬼おにになった。

「お銀ぎんの奴やつ、絶対に泣かしてやるからな！」
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　女教師は戦ってた。黒板とだ。

　巨大な三角定規やら巨大な物差しやらを駆く使しして複雑怪かい奇きな図形を描いていた。

　完成したえげつない図形を満足気に見つめてから、女教師は振り返り生徒達に眼鏡めがねを向けた。

　サディスティックな笑みを浮かべ、女教師は口を開いた。

「この図形の面積を……」

　キ～～ンコ～～ンカ～～ンコ～～ン！

　飯いい波なみ第一小学校に、チャイムの音が鳴り響いた。

「もう終わりなの」

　ものすごく不満そうに言った。

「しょうがないわね。これをプリントにして配るから明日あしたまでにやってくるように。この図形だけじゃ寂しいからもう二、三個もっと歯は応ごたえがあるのをくっつけてあげるわ」

「え～～～」

　すかさずブーイングが上がった。小学生のブーイングってばけっこうすごいのだ。手加減ないから。

　だけど、女教師だって負けてなかった。

　ピキーンってな演出的な音をたてると、黒板に爪つめをたてたのだった。

　ギギギギギギギ！

　殺人的な不協和音が五年二組の教室を支配した。

　二、三人泡あわ吹いてる生徒がいるけど、そんな些さ細さいなもんはきっぱりと無視し、女教師は言ったもんだ。

「ちゃんとやってくるよ～に」

　みんな耳みみ栓せんしてて小こ林ばやし先生が何言ってんだか分かんなかったけど、とにかく首を上下に高速運動させた。

「よろしい」

　女教師はこっくり頷うなずくと、数々の武器を抱えて教室を出ていった。

　少し長い休み時間。平和の訪れだ。

　五年二組の生徒達は一気に新鮮な生タコみたく脱力した。

　真ん中へんの席に座ってる桃もも花かが、お隣さんの銀ぎん花かに小声で囁ささやいた。

「ど～～しちゃったのかな？　小林先生。いつもはあんな難しい問題出さないのにね」

「大体想像つくよ。小林先生の目と目の間にシワが出てたでしょ」

「うん。ミミズさんが三匹くっついてた」

「あのシワが出てるって時は、もう可能性はあれしかないの」

　銀花はもったいをつけてから、引き金を引いた。

「小林先生ってばフラれたの！」

　どど～～んって、想像の世界で花火が上がった。

「恋ってのはね。人を女め神がみにも悪魔にも変えるもんなの」

　どっかのドラマの台詞せりふを、銀花はさらりとぱくった。

「恋すると、羽根が生えたり角つのが生えたりするのぉ」

「違うってば。人を優しくしたり意地悪にしたりするってこと」

　赤ちゃんでも飲み込めるくらい嚙かみ砕くだいた銀ぎん花かの説明だけど、桃もも花かはイマイチ釈しやく然ぜんとしない顔をしてる。

「う～～ん、よく分かんないなぁ」

　そんな桃花に、銀花は下町オバちゃん口調で尋ねた。

「桃花ちゃんは誰かいないの？　好きな人」

「いっぱいいるよ」

「誰誰誰誰！」

　見境なしに食らいついてくる銀花に、桃花は天然な笑えみを浮かべ言った。

「パパにママ。お姉ちゃんに松まつ五ご郎ろうさん。もちろん銀花ちゃんも大好きだよぉ」

「そんなんじゃなくってさ、も～」

　あ～～歯がゆい歯がゆいって感じに指をわなわなさせてから、銀花はふと真顔になって聞いた。

「ところで、松五郎って誰？　銀花初めて聞いたけど」

「この前、菊きく五ご郎ろうが死んじゃったのぉ。それでぇ」

「菊五郎って、桃花ちゃんが飼ってた金魚でしょ。分かった！　新しい金魚を買ったんだ。その名前でしょ」

　桃花はスローに首を振った。

「新しい金魚を買いにペット屋さんに行ったんだけどぉ、かわいい金魚がいなくて。それで、水すい槽そうを掃除してくれるっていうタニシを買ったんだぁ。それが松五郎さん」

「タニシ……ね」

　桃花にとって銀花もタニシも同レベルの好きだって思うと、ものすごくげんなりした。

「そ～ゆ～のじゃなくってさ。こう、特別に好きな人。女の子じゃなくて男の子で」

「う～～～～ん」

　桃花はたいそう長い時間をかけて考え込み、そして答えを出した。

「パトラッシュ！」

「それって、この前読書感想文書くためにみんなで読んだ『フランダースの犬』の犬じゃん」

「うん。パトラッシュ大好き！　あ、でもパトラッシュって男の子なのかな？　それとも女の子なのかな？」

「どっちでもないって。オスかメスだよ」

　銀花はたはあってため息を吐はき出した。

「ま、仕方ないか。桃花ちゃんてば銀花と違ってまだまだ子供なんだから」

　自分だってまだレストランでお子様ランチ頼むほど子供のくせに、大人おとなぶって銀花は言った。

「それより、トイレに行こ。急がないと休み時間終わっちゃうよ」

「うん」

　二人は立ち上がり教室を出た。

　すぐそこの廊下で、犯行は行なわれた。

　すれ違ったいかにもやんちゃそうな少年が、銀ぎん花かのスカートをめくったのだ。

　一瞬だけど、もこもこの何かがかいま見えた。

　暖かそうな毛糸のもこもこぱんつだ（模様はクマさん）。

　いくら南の方でそれなりに暖かい気候だって言ったって、飯いい波なみ市はれっきとした長なが野の県の一部。独立戦争したら、スキーとスノボーのゲリラ兵達が活躍しそうなあの長野県なのだ。

　十月、日中はともかく夕方ともなればそれなりに冷え込む。

　そのために、典のり代よが作った最強のアーマーだ。

「わ！　駒こま犬いぬの奴やつ！　毛糸のもこもこぱんつなんか穿はいてやがる。クマの刺し繡しゆうまでしてやがる。だっせ────」

　男子生徒が騒いだ。

「真まさ雄お！！！！」
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　銀花の目がきってつり上げられた。怒りゲージが一瞬にしてマックスまで盛り上がる。

　銀花の堪かん忍にん袋ぶくろに、緒おというものは存在しない。怒った時が飛びかかる時だ。

「よくもやったわね！」

　銀ぎん花かは真まさ雄おって男子生徒に飛びかかった。

「やべ！」

　慌あわてて逃げる真雄を銀花は鬼おにのよ～な気迫で猛もう追ついした。

　銀之介と違って変身してない時でも肉体能力の高い銀花だ。

　秋の運動会ではリレーの選手に選ばれたし、逆上がり耐久レースでもエンドレスまでいったほどだ。ドッジボールだって男子を泣かせるほどの威力だ。

　犬かきしか出来ないから水泳は苦手だけど、それ以外なら大たい抵ていの男子に負けはしない。

　敵はクラスで一番足の速い真雄だけど、銀花の足なら引き離されることはなかった。

　学校中を駆かけめぐり、ついに銀花は真雄の背中を捕えた。

「許さないからね！」

　銀花は目の前の背中に飛びかかった。肉食動物特有の攻撃方法だ。

「うわぁぁぁ！」

　さすがの真雄もバランスを崩くずし、そのまま前のめりに倒れ込んだ。

　真雄の手が空気をかきむしった。

　溺おぼれる者は藁わらだって摑つかんじゃうぞ的な無意識の行動だ。

　手が何かを捕えたけど、転倒は免まぬがれなかった。

「いたたたたたた」

　しこたま顎あごをぶつけて苦しむ真雄は、目の前の二本の柱に気がついた。

　はて、なんだろこの柱は。

　ゆっくりと視線を上げると、柱は毛糸でもこもこした物体から生はえてた。

「やっと捕まえたからね。覚かく悟ごなさい」

　真雄の背中に馬乗りになり、腕まくりをする銀花もそれに気がついた。

　ちょうど目の前にある毛糸のもこもこした物体だ。

　銀花もゆっくりと視線を持ち上げた。

「あ、あんた達……」

　わなわなしてる小こ林ばやし先生がいた。象も絞しめ殺せるんじゃないかってオ～ラが漂ただよってた。

　銀花も真雄も全すべてを理解した。

　お約束にも、たまたま廊下の角を曲がった小林先生が倒れかけの真雄と遭そう遇ぐうしたのだ。

　空気をかきむしる真雄の手は、小林先生の長いスカートを捕えると一気にそれをずり落としたのだ。

　銀花も真雄も何となく笑顔を浮かべた。笑うしかないから笑ったのだ。

　もちろん、小林先生のお怒りが収まる様子はちっともない。

「小林先生。かわいい毛糸パンツだね」

　銀花は小学五年生が出来る精一杯のおべっかを使った。

　でもやっぱり怒りのオ～ラは静まらない。

　最後の手段とばかしに銀ぎん花かは立ち上がると、自分のスカートをちょっとだけたくし上げ言った。

「銀花とおそろいだね♡」

　ど～しよ～もない沈黙が辺りを漂ただよった。

「真まさ雄お。行こ～か？　次の授業の準備しないと」

「そ～だな銀花。それじゃ先生。教室で待ってます」

　二人が背を向け脱だつ兎とのごとく駆かけ出そうとした瞬間、後ろで大爆発が起こった。

　今世紀最大の爆発だと、目撃者は語る。
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　アヒル小屋の掃除。

　それが、『小林先生の毛糸パンツ見えちゃったぜ事件』の結末だった。

　銀花と桃もも花か、そして真雄の三人は放課後、学校の中庭にいた。

　目の前に檻おりがあった。斜め鉄てつ格ごう子しの向こうには凶きよう暴ぼうな囚しゆう人じん達がぐわぐわ言ってた。

　彼らはアヒルと呼ばれる生物だ。

『アヒル』。ネズミーランドにいるドナルドさんを連想する方もいるだろう。

　ちょっと賑にぎやかだけど、そんな賑やかさも可愛かわいく見えてくる憎にくい奴やつ。

　しかし、飯いい波なみ第一小学校のアヒルさんに関して言えば、その方程式は全くと言っていいほどに成り立たない。

　銀花はこの街で初めて知った。

　ああ。アヒルって人を襲うんだ………と。

　誰かが遺伝子操作でもしたんじゃないかってくらい凶暴な連中なのだ。

　あまりに凶暴すぎて、本来飼し育いく担当の六年生でも手が出せない。そんな連中なのだ。

「今日きようも……元気だね」

　銀花が、搾しぼり出すように言った。本当は今日も荒れ狂ってるねって言いたかったけど、口にしたら余計に恐くなるから止めた。

「そうだね」

「ああ」

　桃もも花かと真雄も頷うなずいた。

　しばしの時が流れた。

　このまま見てても、どうしようもないってことは分かってる。この悪魔の巣に入らないことには掃除なんて出来る訳がない。

　だけど恐い！

　目つきがとくに恐い！　だって睨にらんでるんだもん！

　三人は、この時ほど強く超能力が使えないことを呪のろったことはない。

「しょーがねえ。やらなきゃ帰れねえもんな！　作戦たてようぜ」

　真まさ雄おはポケットから一枚の紙を引っ張り出した。

「このアヒル小屋の見取り図を描いて来たんだ」
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「ポイントは、いかにＢの部屋にいる奴やつらをＣの部屋まで連れていくかだ。あっちまで連れてって鍵かぎをかけてしまえば、あとはゆっくりＢの部屋を掃除することが出来る」

「うんうん」

「ただ、奴らが四年生が世話してるニワトリ小屋のニワトリみたく、ホウキ適当に振り回してるだけで動いてくれるようなお人好よしじゃないってことは知ってるよな？」

「うんうん」

「で、六年生の先せん輩ぱいに聞いたんだ。そしたら一つだけ簡単に奴らをＣの部屋に誘い込む方法があるんだってさ」

「な～～んだ、なら簡単じゃん。それはどんな方法なの？」

　軽く笑い飛ばす銀ぎん花かに、真まさ雄おは深刻五〇〇パーセントで言った。

「囮おとりをつくるんだってさ」

　銀花はとっても静かになった。

「エサを抱えた人間が一人中へと入り、奴らを引き連れてＣの部屋に飛び込む。そして扉を閉める」

「ちょっと待って！　それじゃその人は」

「エサがなくなるまでは奴らは攻撃して来ないそ～だ。それまでに掃除を終わらせる」

　そううまくいかないことは誰もが分かってた。うまくいくなら、擦すり傷だらけになった六年生が泣きながら出てくることなんてないだろう。

「でも、誰が囮おとりになるのぉ」

　桃もも花かの実に素そ朴ぼくだけどとっても重要な疑問に、三人は漬つけ物もの石いしになった。

「俺おれは駄だ目めだぜ」

　真まさ雄おがさっさと言った。

「今け朝さから風か邪ぜ気味なんだ」

「銀ぎん花かも駄だ目めだよ」

　銀花も強く主張した。

「群ぐん馬まのお母さんから電話があってアヒルとだけは喧けん嘩かするなって」

「私もいやだなぁ」

　桃花は正直に言った。

「アヒルさん達、目つきが恐いんだもん」

　それぞれの瞳が、それぞれに光った。

　次の瞬間、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされていた。

「じゃんけんぽい！」

　ちょきちょきぱー。

　駒こま犬いぬ銀花、敗北の瞬間だった。

「銀花。お前が負けたんだからな。お前で決まりだ」

「ちょっと待ってちょっと待って！」

　銀花は両手を振り回し、最高に往おう生じよう際ぎわが悪いことをのたまった。

「三回勝負だったじゃん！」

「往生際が悪いぞ！」

　真雄に一いつ喝かつされ、銀花は唇くちびるを嚙かんだ。

　隕いん石せきでも落ちてこなけりゃこの勝負結果はうやむやにはなってくれないだろう。

　思わず空を見上げたけど、隕石どころか小こ雨さめの降る気配すらない。

　銀花はため息を吐はき出すと覚かく悟ごを決めた。

「分かった。やるよ」

　Ａの部屋にてアヒルのエサをゲット、さらにホウキで武装する。

「ていや！」

　気合い一つで、銀花は獣けものがうごめくＢの部屋へと足を踏み入れた。

　ギロリ！　って勢いで合計、二十四の瞳が銀花に向けられた。どうひいき目に見たって友好的な視線じゃない。

『ぐわぐわぐわわ』（訳／なんやねんこいつ）

『ぐわぐわわわぐぐゎ』（訳／わてらのシマに何のようじゃねん！）

『ぐわわ』（訳／いてまうどこら）

　でも、銀ぎん花かが小脇に抱えてるエサ袋に彼らの瞳が変わった。

　でも、『ご飯だ！　頂ちよう戴だい頂戴♡』ってかわいいもんじゃない。

『ぐわわ！　ぐゎわぐわぐわ！』（訳／エサやで。奪い取るんや！）

『ぐわわ！』（訳／オ～～！）

　アヒル連合軍は一いつ斉せいに銀花に襲いかかってきた。

　思わず逃げ出したくなるとこだけど、アヒル相手に逃げ出しちゃったとあっちゃオオカミ人間としてのプライドに傷がつく。

　銀花はアヒルの攻撃に耐えつつＣの部屋へなんとか飛び込む。

　これでＢの部屋の安全は確保された。ホウキとチリトリを持った真まさ雄おと桃もも花かがすぐさま飛び込み掃除を始める。

　ホウキで羽根とフンを搔かき集め、エサ箱にエサを補充し、水すい槽そうに浮かぶ羽根やらゴミをさらう。

「ねぇ、まだ？　もうすぐエサが終わっちゃいそうなんだけど」

「待ってろ！　急いでるから」

「早くしてよ」

「銀花ちゃん。もうちょっとだから」

「もうちょっとって言ったって……」

　銀花は視線を動かした。

　エサ袋にむらがるアヒル達が目に映った。もってあと十数秒ってとこだろう。

　そしてその時は来た。空からっぽになったエサ袋をげしげし踏みつけたアヒル連合はこの時になって初めて、自分達の境遇に気がついたのだった。

『ぐわぐわ！　ぐわわぐわわわぐわぁ』（訳／なんやねん。俺おれ達のシマ取られてるで）

『ぐわぐわぐぐわわぐわ！』（訳／よくも騙だましてくれたな！）

　アヒル連合軍は育ちのよくなさそうな目つきで銀花に迫ってきた。ボスの合図一つで一気に襲いかかろうって魂こん胆たんだ。

『ぐわ！』（訳／かかれ！）

「銀花！　終わったぜ！」

　二つの合図は全くの同時だった。

　銀花はＣの部屋を飛び出した。アヒル連合の鼻息をふくらはぎんとこに感じながらＢの部屋を突っ切りＡの部屋へと向かう。すかさず振り向き、扉を閉める。

　戦いは終わった。

　達成感にうちひしがれながら、外への扉を開けた銀花に、真雄の激しい声が飛んだ。

「馬鹿！　足もと！」

「足もと？」

　銀ぎん花かは首をかしげながら足もとに目を向けた。

　アヒルが一匹いた。

「あ！」

　慌あわてて扉を閉めようとしたけど、アヒルはいち早く擦すり抜け外へと飛び出した。

　真まさ雄おが飛びついたが、それも華か麗れいに避よけると、アヒルはぐわぐわ言いながら花壇を突き抜け玄関の方へと行ってしまった。

　瞬またたきの音しかしない沈黙。

「逃げちゃったね」

　桃もも花かが、そう呟つぶやいた。

　そんなこた、分かりきってた。
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「このノートによると、さっきのはガー之の介すけってアヒルさんだね。性格はわりと温おん厚こう。だけど脱走癖あり」

　六年生から借りてきたノートを見ながら、桃花が言った。写真つきのノートだ。タイトル欄らんに『囚しゆう人じんリスト』って書かれてるとこに、六年生の心情が表れてた。

「銀花。お前のせ～だからな」

　真雄が非難っぽく言い放った。

「何よ！　もっと早く教えてくれなかった真雄が悪いんじゃない！」

「何だと！　人のせいにするってのか？」

「大体、一番危険な役を銀花に押しつけるってのが間違ってるのよ。女の子なんだよ！」

「あ～？　誰が女の子だって？　誰が？」

「あんたね～～！」

　目め茶ちや苦く茶ちやもろい堪かん忍にん袋ぶくろにさっさと亀き裂れつが入った。

「やるのか？」

「やるわよ！」

　銀花が歯を剝むき出して真雄に襲いかかろうとしたけど、

「ど～～しよ～～～。小こ林ばやし先生に怒られちゃうよ」

　桃花の一言で、ケンカすなわちカロリーを消費するだけの無む駄だな戦いは回かい避ひされた。

「ただでさえ機嫌悪いんだもんな。アヒルが一匹逃げちゃいました～。あはは……なんて言ったらすごいことになるんだろうな」

　三人はものすごいことを軽く想像してみた。
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　軽く想像しただけでもなんか血の気が引いた。

「とにかく探さがし出すしかないな。俺おれも友達何人かに頼んで一緒に探してもらうよ。お前らもちゃんと探すんだぞ。なんとしてでも今日きよう中に見つけるんだからな！」

　真まさ雄おは早口にそう言うと、玄関の方向へと駆かけていった。

「銀ぎん花かちゃん。探さないとね」

「うん」

　銀花は浮かない顔で返事した。

　街は広い。果たしてその中から一匹のアヒルを見つけ出すなんてことが出来るんだろうか？

　唯一の手がかりは、逃亡のさいに落としていった羽根だけだ。何の役にもたちゃしない。

　こうなったらどっかからアヒルを一匹買ってきて中に入れといた方がいいのかな？

　でも、アヒル買うお金なんてないし。あぁ、銀花がアヒルに変身出来たらなぁ。

　そこで、馬鹿な思考回路が一時停止した。

　銀花の記き憶おくが正しければ、自分はアヒルに変身する超能力は持ち合わせていない。

　だけど、オオカミに変身する超能力ならばりばりに持ち合わせてる。

　オオカミに変身すれば、この一本の羽根の匂においからガー之の介すけを追跡することも可能かもしれない。

　問題があるとしたら………今ここにいるおっとり系な親友の存在だ。秘密を暴ばく露ろすることになる。

「いっか、親友だもんね」

　たった五秒考えただけで、銀ぎん花かはそう結論づけた。

「桃もも花かちゃん。実は銀花ね。秘密があるんだ」

「え？」

　案あんの定じよう、桃花は訳分かんないって顔で目をぱちくりさせた。

「すっごい秘密なんだ。うんうん。先生にも話せないようなすっごいすっごい秘密」

「銀花ちゃんがイチゴパンツ穿はいてるってこと？」

「違う！　そんなんじゃなくて！」

「じゃぁかぼちゃパンツ穿いてるってこと？」

「違う！　それでもなくて」

「分かった！　カバさんパンツを」

「違うってば」

「大丈夫だよ」

　桃花は銀花の手を握ると、熱い瞳で言った。

「銀花ちゃんがどんなパンツ穿いてたって、私は友達だから」

「だから、パンツの話じゃないんだってば」

　銀花はため息を吐はき出した。

「銀花の体質のことなの」

「おソバ食べるとジンマシンが出来るとかそ～ゆ～の？」

「そ～ゆ～のじゃなくて」

「温かい物食べると鼻水がじゅるじゅる出るとか」

「でもないんだよな」

「朝牛乳飲むとお腹なかがぴーぴーになっちゃうとか」

　多分一千万年たっても、正解は出てこないんじゃないかって銀花は漠ばく然ぜんとながら思った。

「分かった。もういいよ。新聞は一分で読めって言うし」

「新聞は一分で読め？　なにそれ」

「ほら、この間先生が言ってたじゃん。一〇〇回聞くよりも一回見る方がよっく分かるって意味のことわざだよ」

　覚えてないの～～って得意気に言う銀花に、桃花は小首を傾かしげた。

「それって、百聞は一見にしかずじゃないの？」

　銀花は押し黙った。なまじっか自信満々だっただけに、とっても素す敵てきに気まずい。

　銀花はすかさず大声を上げて、失敗をうやむやにした。

「そんなのどっちでもいいじゃない。それよりさ、黄色くて丸い物って用意できるかな？」

「黄色くて丸い物か……うん。ちょっと時間かかるけど」

「悪いんだけど、ここに持ってきてくれるかな」

「いいよ。ちょっとだけ待っててね」

　桃もも花かはそれだけ言うとその場を後にした。

　しばらくが経過した。

　息を切らして桃花は帰ってきた。

「教室にあった野球ボールをね。絵の具で黄色に塗ったんだ。また洗っておけばいいよね。はい」

「ちょっと待って！」

　銀ぎん花かが叫ぶよりも前に、黄色い野球ボールが突き出されてた。

「あああ！」

　発電機を背負ったイモムシが、銀花の背中を這はい回った。

　すぐにアヒル小屋裏の人目につかないとこに飛び込み頭を抱える。

　まず耳が出た。続いて尻尾しつぽが生はえた。体中に灰色の毛が生え、あっという間にオオカミ少女の出来上がりだ。

「桃花ちゃん」

　おっつけ駆かけつけて来た桃花に、銀花は苦笑しながら言った。

「驚いた？　こ～ゆ～体質なんだ」

　もし泣き出したりしちゃったらど～しよ～、なんて内心ドキドキしてたけど、そんな心配は全く必要なかった。

「な～んだ、秘密ってそのことなんだ」

　とっても軽く桃花が言ってくれるもんだから、銀花は思わずずっこけた。

「知ってたの？　桃花ちゃん！」

「うん」

　桃花はなんの含みもなくこっくりと頷うなずいた。

「この間さ、真ま由ゆ美みちゃんが黄色いボンボンのついた髪止めしてきたことあるでしょ。で、それ見た銀花ちゃん慌あわててトイレに走ってったでしょ。私、どうしたのかなって思ってトイレに行ったんだ。そしたら………」

「見たんだ。あの時……でもど～して？　ど～して騒いだりしなかったの？」

「だって、ママから人の体のことでどうのこうの言っちゃいけませんって教わったもん！」

　桃花は胸を張った。

「私も、おしりに紫のアザがあるんだ。そのことでからかわれたらイヤだもん。自分がされてイヤなことは人にしないんだよ」

　気持ちは分からなくはないけど、お尻の蒙もう古こ斑はんとオオカミ人間とを一緒にされても納得出来ないとこがある。

「だって、だって、黄色くて丸い物を見るとオオカミに変身しちゃうんだよ」

「うちのパパだってお酒飲むと体が赤くなるよ。それと同じでしょ」

　桃もも花か節ぶしが大炸さく裂れつだ。

　あんまり同じじゃないなって思ったけど、話をこじらすつもりはない。

「そう言われれば、なんとなく同じような気もしないでもないような………。あははは」

　銀ぎん花かは微妙な笑えみで誤ご魔ま化かしてから、手に握ってた羽根に鼻をくっつけた。

　くんくんくんと濡ぬれた鼻をひくひくさせる。

「よし！　匂におい覚えた！」

　銀花は羽根をポケットにしまうと、にかって笑って言った。

「さ、ガー之の介すけを追いかけよう。ガー之介がどこに逃げようと、どこに隠れようと、銀花の鼻からは逃げられないんだから」

「わ～、銀花ちゃんかっこいい～」

　桃花がぱちぱちと拍手した。

　そんな中、ふと銀花は思った。

　世の中の人が、みんな桃花みたいだったら、銀ぎん兄いも引っ越しばっかしなくていいんだろうなって。

　でも、きっとものすごくゆっくりな世の中になっちゃうんだろうなって。
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　町のお巡まわりさんがいた。

「今日きようも市民のためにがんばるぞ～～！」

　お巡りさんはパトロール中だった。

　そんな彼は、奇妙な光景にふと足を止めた。

「何してるんだろう？　あの子達」

　奇妙な光景は道を挟はさんだ向こうで繰り広げられていた。

　小学生高学年くらいの女の子が二人。ただその片方の行動が、対空ミサイル並みに怪あやしかった。

　四つん這ばいになって何やら顔を地面に擦すり付けている。

　もっとも、表情等は全く見えない、フードを深くかぶって顔を隠してるからだ。女の子って判断したのも、繫つなぎのジーンズ生地のスカートを履はいてたから。だけどスカートの下にジャージのズボンなんか履いてるし、手袋なんぞもしてる。

　防寒対策って言ってしまえばそれまでだけど、なんだか肌を隠してるようにも見えなくもない。

　オシリんとこの奇妙なふくらみも気になるところだ。

　なんとなく気になって、お巡りさんは次の横断歩道で道路の反対側へと渡った。

「お嬢じようちゃん達。何してるんだい？」

　お巡まわりさんが思ってたよりも、ずっとずっと彼女達は慌あわてた。

「え～～～と……」

「探さがしもの…」

　立ってる方がそう囁ささやくと、四つん這ばいは顔を伏せたまま声を張り上げた。

「探しものしてるの！　うんうん！　だから気にしないで！」

「何を探してるんだい？」

「え～～と」

「コンタクト」

　また立ってる方の囁きで、四つん這いが叫ぶ。

「そーそーコンタクトコンタクト！」

「コンタクトか。可愛かわいそうに。よし、私も一緒に探してあげよう」

「大丈夫だよ」

「遠慮なんかいらないさ。はははは」

　市民に愛される警察官を目指してるお巡りさんは、笑いながらしゃがみ込んだ。

　もちろん、女の子らが発してる迷惑なんだよオ～ラなんて感知出来るアンテナは持ち合わせていない。

「おや？」

　そこでお巡りさんは奇妙な物体に気がつき、目をぱちくりさせた。

　女の子のお尻の辺りから、ぽろりって突き出た物体だ。スカートの中に押し込んでたのがこぼれ落ちてしまったらしい。

　お巡りさんは、ミンクの襟えり巻まきを思い浮かべた。なんとなくそれに近いものを感じた。

　お巡りさんは尋ねた。

「これは何だい？」

「これって……」

　四つん這いの女の子はこぼれ落ちてるふさふさしたものに、気がつき慌あわててそれをスカートに押し込めた。

「こ、これは違うの！　尻尾しつぽなんかじゃなくって。その………そう襟巻。あるじゃんこ～ゆ～襟巻き。腰が寒かったから腰に巻いてたの。あははは」

　お巡りさんは笑えなかった。

　お巡りさんの目を見つめ必死に言い訳をする女の子の顔が、少々個性的だったからだ。

「………あ!!　これはお面。お面なの！」

　四つん這いの女の子は叫ぶようにして言うとそのまま四本足で駆かけて行った。

「待ってよ～。銀花ちゃ～～ん」

　そして二人ともいなくなった。

「何だったんだ？　今のは」

　お巡まわりさんは誰に言う訳でもなく、そう呟つぶやいた。




「銀ぎん花かちゃ～～～ん」

　なんとか銀花に追いついた桃もも花かは、脇の電柱に体を預けて大きく息を吐はき出した。

「いきなり走り出すからびっくりしちゃったよ～～」

「御ご免めん。桃花ちゃん。うっかり顔を上げちゃってさ。大丈夫だとは思うけど……」

　銀花は、走ってきた方向に目を向け、お巡りさんが追いかけて来ないのを確認してからほっと胸を撫なで下ろした。

「気をつけなくちゃね。銀花のせいで銀ぎん兄ぃが引っ越しなんてことになったら、一生口きいてくれなくなっちゃうかもしれないもん」

「銀兄ぃって、銀花ちゃんの従兄いとこのお兄さんだよね。飯いい波なみ高校に通ってる」

「うん。そ～だよ。いつもは頼りなくて情けなくてど～～しよ～～もないんだけど、変身するとすっごい格好いいの」

「ふ～～～～ん、そうなんだ」

　桃花は、たっぷりと感心した。

「今度、お姉ちゃんに聞いてみようかな？　どんな人かって」

「多分知らないと思うよ。学校の銀兄ぃはこれっぽっちも目立たないひょろひょろ学生だから。さてっと」

　銀花はまた地面に這はいつくばった。

「またさっきんとこまで戻らなくちゃ駄だ目めかな？　一応、匂においの一本道が続いてる方向へ走って来たつもりなんだけど…………あ、あった！」

「わ～～～」

　桃花がぱちぱち拍手した。

　それから数分、またコンタクトを探す旅が始まった。

「ここで途切れてる」

　六〇〇メートル進んだとこで、銀花はそう呟き手足を止めた。

　ちょうど目の前の建物に、二人は目を向けた。

『中華料理、金きん宝ぼう楼ろう』（北京ダックのおいしい店）

「銀花ちゃん。ダックってさ、確か英語で…」

「アヒルって意味だよね」

　銀花と桃花はかる～～く絶句した。




　テーブルの上には、数々の中華料理が並んでいた。名前も知らないような高級料理の数々だ。

　極きわめつけは真ん中にどでかんって置かれた大皿だ。その上には、てらてら光こう沢たくを放つ北京ダックがどでんとしゃがみ込んでいた。

　体全体で、私は高級料理なのよって訴えてた。

　二人の喉のどが同時にゴクリと音をたてた。

「兄貴、すごいっす。オイラこんなの見たことないっす」

「ああ」

「きっとテレビでしか見れなかった食材が使われてんですぜ。スズメの巣とか雨あま傘がさ茸たけとか」

「ツバメの巣にキヌガサ茸だろ？　これだから学がくがない奴やつは」

「しかし兄貴、オイラ昔から不思議に思ってたんすけど、ツバメの巣なんて食えるんすか？　商店街のアーケード下に作ってるけど、泥どろの塊かたまりじゃないすか」

「だからお前は馬鹿って言われるんだよ。ツバメはツバメでも岩ツバメって奴で、海草で巣を作るんだよ」

「なるほど、岩ツバメっすね」

　納得したのか、料理に視線を戻す。

　ただひたすら、二人で高級料理の皆様を見つめるだけの時間が過ぎた。

　ここで、必要ないと思うけど一応二人を紹介しておこう。

　角刈りでサングラスをかけてるのが健けん、派は手でシャツで見るからに下したっ端ぱ下っ端してるのがマサ。

　股もも引ひき組って組織に所属してて、唐とう子この家を地上げしようとしてる二人なのだ。

　ただ、地上げ出来ないどころか半ば常連客と化してる流れに弱い二人だ。

　二人はとことんに感動してた。

「それにしても兄貴、すごいっす！　まさか高級中華料理フルコースペア券を当てるなんて」

「まぁな、たまたま商店街の福引チケットが一回分たまってな。ものは試しにやってみたら見事大当たりって訳だ」

「でもせっかくのペア券なのにオイラを誘うってことは、もしかして兄貴、さびしんぼさん？」

「この馬鹿野や郎ろうぐわぁぁぁ！」

　健の兄貴パンチがマサに食い込んだ。今回は間に料理があるから、側面に回っての強烈な一撃だった。

「俺おれ達の仕事は何だ？　言ってみろ！」

「うどん屋を……地上げすること」

「なのにまだ出来てない。ど～してだ？」

「うどん屋に行くとついついうどんを食べてしまうから。食べた後で暴れるのもなんかきまりが悪いから」

「だから俺は考えた。うどんなんか色あせてしまうようなすんごい高級なもんを食べて行けば、スムーズに地上げが成功するってな」

「そうか、それでオイラを。兄貴。すいません。オイラがあさはかでした」

「そ～だそ～だ。決してさびしんぼだからって訳じゃないからな。さびしんぼじゃないんだからな。本当だぞ」

　しつこいくらいそう連呼してから、健けんはテーブルの豪華料理を顎あごで指した。

「さ、馬鹿やってないで食うぞ。飯めしが冷めちまう」

「おうっち」

　席に着き、ナプキンをつけ、長い中華箸ばしを握り締める。

「いっただっきま～」

　二人は同時に箸を伸ばした。

　次の瞬間、意識がぶっ飛んだ。

　気がついた時には、目の前のテーブルがぶち壊され、豪華料理が目め茶ちや苦く茶ちやに散乱してた。

「マサ、今何が起こった？」

　あくまで箸だけは握り締め、健が尋ねた。

「さぁ、よく分かんないっすけど、今日きようは小さい犬を見たような気がするっす」

　やっぱり箸だけはしっかり握りしめ、マサが答える。

「奇き遇ぐうだな。俺おれもそうなんだ」

「なんだ、兄貴もっすか」

　二人は笑った。壊れて笑った。

　北京ダックだけがなくなっていることに、気がつく二人じゃなかった。

　七しち味みうどん亭てい地上げ計画は、今日もいつものように頓とん挫ざした。
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　中庭の一角に、こんもりと土がもられた。その前にはお花やらお菓子やらが供そなえられてる。

『ガー之の介すけのお墓』

　突き刺された木札には、そんな文字が書かれていた。ヘタクソな字で。

「御ご免めんね。銀ぎん花かが見つけるのがもっと早かったら」

　人間状態に戻った銀花が、涙を表面張力でこんもりさせながら言った。

「ううん、銀花ちゃんはがんばったよ」

　やっぱり表面張力でがんばってる桃もも花かが慰なぐさめるように言う。

「ガー之介ちゃんも食べられる前に助けられたから、きっと喜んでるよ。お空のお星様になるんだよ」

「そっか、お空のお星様か」

「きっとアヒル座の一つになるんだよ」

「桃花ちゃん。アヒル座ってあるの？」

「さぁ？　分かんない」

　桃もも花かは素直に首を振った。

「白鳥座があるぐらいだから、あるかもしんないけど……アヒル座ねぇ」

　銀ぎん花かは言葉を濁にごした。

　どうもアヒル座って言うと、アヒルのおまるを想像してしまうのだ。

　ものすごくガー之の介すけが報われないような気がして、銀花はアヒルのおまるを思考回路から弾はじき飛ばした。

「毎日お花供そなえるから、天国に行ってね。銀花達んところ化けて出てきちゃ駄だ目めだよ。うちの銀ぎん兄ぃはお化けとか大だいの苦手だから」

「うちにも出てこないでください。うちのお姉ちゃんは多分平気だろうけど」

　二人は手と手のしわとしわを合わせてガー之介の成じよう仏ぶつを祈った。

「お前ら、何してんだ？」

　そんな声で、二人は同時に振り向いた。

　魚を捕まえる時に使うタモを手にした真まさ雄おが二人を見下ろしてた。

「真雄も一緒に祈ろ！　アヒル座の一つになれるよ～～に」

「あ？？？？」

　真雄は心の底から分かんないって顔を見せた。

「馬鹿やってないで、早く行くぞ。ガー之介が見つかったんだ」

「え？」

「飯いい波なみ公園の池でぷっかぷっか浮いてるのを二にの宮みや達が見つけたんだ。ちっくしょ～～。あの池広いからな。学校で借りたこのタモだけじゃ届かないかもしれん」

　ぶつくさ言いながら真雄は歩き出した。

「あ、どっかで食パンの耳、調達してもらって来てくれよ。それで岸辺におびき寄せるかんな」

　振り向いてそれだけ言うと、真雄は駆かけ足で去っていった。

　沈黙の数すう刻こく。

「…………ガー之介いたって」

「だってね」

　ひたすら沈黙。

「それじゃ………誰だったんだろうね」

　銀花はこんもりともられた山を見つめた。

「赤の他人さんだったみたい。あ、人じゃないか。赤の他た鳥ちよう……なんかしっくりこないね」

　桃花もこんもり山を見つめ首を傾かしげた。

　冷静になって考えてみれば当たり前の話だ。そんなうろうろしてた学校のアヒルを捕まえてテーブルに出すほどに食料難じゃないはずだ、今の日本は。

「どうする？」

「どうしよっか」

　ちょっと考えてから銀ぎん花かはポケットからマジックペンを引っ張り出した。

『どっかのアヒルさんのお墓』

　板っきれの文字を書き直して、銀花は満足気に息を吐はき出した。

　一応、改めて手を合わせた。

「よし！　それじゃ行こ。桃もも花かちゃん」

「うん、途中でパン屋さんで耳をもらってこ」

　二人は足早に駆かけ出した。

　てってこてってこ走りながら銀花は思った。

「なんだ、ガー之の介すけじゃなかったのか」

　銀花の頭に、名もないアヒルさんの姿が浮かび上がった、とってもこおばしい香りをたててたアヒルさんだ。

　銀花はずずずってよだれをすすり、ぼそっと口の中で呟つぶやいた。

「もったいなかったな」
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　爆発音、レーシングカーがドリフトをかける音、ドラムの音、手からすごい波動が出る音。そんな音がその建物には詰まってた。

　いつもと同じ学校帰り。たまには道草でも食って帰ろうと、二人してゲームセンターへとやってきたのだ。

　鼓こ膜まくをいじめる騒音公害の中、唐とう子こは尋ねた。

「ねえねえ、この竹とんぼみたいな技なんて言うの」

　聞こえてないよ～だ。

「ねえ、銀ぎん之の介すけ君がやられてる竹とんぼみたいに空中でくるくる回って、それでどげどげ蹴ける技はなんて言うの」

　やっぱり聞こえないようだ。

　唐子は大きく息を吸い込むと、がんばってる銀之介の耳もとで力いっぱい叫んだ。

「ねえ、なんて技！！！」

「うわっち！」

　突然の鼓膜攻撃に、銀之介はおおいに驚いた。

　がんばってた手元が狂った。

　銀ぎん之の介すけのキャラは見事にＫＯされた。

「も～～、唐とう子こがいきなり話かけるからやられちゃったじゃないか」

　すかさず責任転てん嫁かしたけど、相手の体力ゲージの残りを見れば、遅かれ早かれ銀之介の負けだったろう。

「ごめんごめん。でもふっと疑問に思っちゃってさ。ほら、聞くは一時の恥、聞かぬは一生の損って言うでしょ。ま～、恥でもなんでもないんだけど。でも何だって聞けばいいってもんじゃないよね。前に道の向こうを泣きながら走ってる花嫁さんがいて、それでね」

　なんかキリないようだから、銀之介はさっさと止めに入った。

「で、何を聞きたいんだ？」

「ああ、さっき銀之介君がやられてたあの飛び上がって竹とんぼみたいにクルクル回りながらどげどげ蹴ける技って何て言うの？」

「竜たつ巻まき旋せん風ぷう脚きやくだよ」

「だて巻扇風機？」

「ちがう！　竜巻旋風脚！」

「なると巻乾燥機？」

「もっとちが～～う！」

「春巻洗濯機だっけ？　それとも虎とらの巻計算機？　腹巻自動販売機」

　とんちんかんに天然なこと口走ってる唐子に、銀之介はため息一つ。

　それから大きく息を吸い込むと、一言一言区切るようにして叫んだ。

「たつまきせんぷうきゃく！」

「たつまきせんぷうきゃくね。なるほどなるほど」

　納得してこくこく頷うなずく唐子を横目に、銀之介は思った。

　ど～～せ三分もすれば、彼女の脳味み噌そからなくなるんだろ～なって。

「でも、実際にあんな技使える人が世界にはいるのかな？」

「さぁ、あそこまでぐるぐる回るのは普通の人には難しいんじゃないかな？　変身した僕や父さんなら出来なくもないけど」

「機会があったら今度ぐるぐる回って見せてよ」

「機会があったらな」

　銀之介はそう呟つぶやくと、何やらがちゃがちゃコントローラーを動かし始めた。

「あれ？　終わったんじゃないの？」

「アルファベット三文字で名前を入れてんだよ。後でだ～～って順位が出るんだ」

　喋しやべりながら、アルファベットでＧＩＮって入れた。

「銀之介君、何番くらい？」

「後ろから一番くらいかな？　画面にも出ないさ」

　銀ぎん之の介すけは自じ嘲ちよう気味に笑った。なんてったって一人目の敵に惨ざん敗ぱいしてるのだ。誇ほこれる成績じゃない。むしろ穴掘って埋めたいくらいだ。

「格闘ゲームはあんまり得意じゃないんだ」

「でも、さっきやってた車のゲームだってどべどべだったよね」

「うっ」

「その前にやってた飛行機のゲームだってすぐ撃げき墜ついされちゃったし、向こうにあった悪い奴やつを拳銃でばんばん撃つゲームもすぐ終わっちゃってたね」

「う…………」

　重苦しい沈黙。

「落ち込まなくてもいいよ。人間には得え手て不得手ってのがあるんだからさ」

　唐とう子こは、銀之介の肩にポンと手をおき優しく言った。

「あっちのぬいぐるみ取るクレーンの奴やってみたら？」

「そ～～だな」

　唐子の言う通り、入り口付近のクレーンゲームをやってみることにした。

　ど～～せ、取れる訳ないなってなかば投げやりにボタンを押す。

　奇跡が起きた。適当に動かしたクレーンが、特大のヒツジぬいぐるみをひっかけたのだ。

「お!!」

　微妙なひっかかりだけど、クレーンは確実にヒツジを釣つり上げる。

「がんばれ～。も～～少しだ～～。がんばるんだ。ジョ～」

　勝手にクレーンに名前つけて応援してた時だ。

「ねえねえ、銀之介君。お銀ぎんちゃんがいるよ」

　唐子が銀之介の服のすそをくいくいって引っ張った。

「ほっとけほっとけ。落書き馬鹿娘むすめなんて」

「パン屋から出てきた。おっきな袋にいっぱいに何か詰まってる。あ、パンの耳だ。何するんだろ？」

「関係ないよ。ほら、もう少しもう少し」

「あ！　お銀ちゃんいきなり男の人達に捕まっちゃった。口を塞ふさがれてお友達と一緒に車に連れ込まれちゃった！　大変だよ」

「関係ない関係ない。お銀なんか……」

　クレーンは無事に終点までやってきて、ヒツジを受け取り口にぽてっと落とした。

　でも、銀之介は手を伸ばさなかった。

　ゆっくりと首を動かし、そして叫んだ。

「あんだってぇぇぇ！！！」
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「ん～～ん～～ん～～」

「ん～～ん～～ん～～ん～」

　ビルの一室に、そんな宇宙人の言語が響いていた。

　部屋にいた三名の男の中にも、残念ながら解読出来る人物はいなかった。

「おい！　サブ雄お！」

　一番偉えらそうな顔した男が、下したっ端ぱ顔した男に声をかけた。

「こんなんじゃ話も聞けねえ。猿ぐつわ外してやれ」

「へい、安あん城じようさん」

　サブ雄が、銀ぎん花かと桃もも花かのさるぐつわを外した。

　自由を取り戻した銀花の口は、ここぞとばかしに言葉を怒ど濤とうのように吐はき出した。

「ちょっと！　ど～～ゆ～～つもりよ！　いきなりこんなとこ連れてきて。銀花達をさらってど～～しよ～～っての？　誘ゆう拐かい？」

「いや、ちょっと返して欲しいものが」

「だったらど～～してもっともっとお金持ちの子供を狙ねらわないのよ。銀花達みたいな一般ピーポロの子供なんて。あ、もしかして、銀花達がかわいいから誘拐したんだ」

「そ～～じゃなくてな…つまり」

「そ～だそ～～に決まってるんだ。銀花達誘拐して、どっか遠くの国のお金持ちんとこに売るつもりなんだ」

「人の話をちゃんと…」

「桃花ちゃんど～～しよ～～。銀花達毎日皿洗いとかしなくちゃいけなくなっちゃうよ～～」

　一生懸けん命めいな安城をとことん無視して、銀花は突っ走りまくった。

　安城は怒らなかった。大人おとなの忍耐力という奴やつだ。

「おい」

　安城は辛しん抱ぼう強く奥歯を嚙かみ締めながら言った。

「やかましい方にだけ猿ぐつわを戻してさしあげろ」

「分かったっす」

　サブ雄が銀花にだけ猿ぐつわを閉めた。

「むーむーむーむー」

　騒音公害は終わった。

　安城はほっと息を吐はき出した。

「やってられねえな」

　今まで黙ってた細ほそ面おもての男が、かぶりを振り言った。

「ついてけないね。勝手にやっててくれ。俺おれは向こうの部屋で寝てるからよ」

「おい、コージ！　仲間なんだから協力しろよ」

「仲間だって？」

　コージは鼻でフンと笑った。

「俺おれは金で雇われただけだぜ。俺の仕事は邪魔する奴やつを叩たたきのめすこと。ガキの相手じゃないんだ」

　コージはそれだけ言うと奥の部屋へとひっこんでった。

「いけすかない奴」

「ああ、あいつ絶対にサボテンとか友達なんだぜ」

　しばし悪口を並べてから、安あん城じようは視線を銀ぎん花か達に戻した。

　宇宙人の言語がＢＧＭ変わりに流れる中、安城はゆっくりと口を開く。

「細かい説明は省いて単刀直入に言おう。石を返すんだ」

　誰も返事をしなかった。銀花も桃もも花かもきょとんとしてる。

『石だって？』

　桃花が目で聞いてきた。

『さぁ、あ、銀花の家にある漬つけ物もの石いしのことかな？　この前におじちゃんがどっかで拾って来たんだって』

　銀花が目で答えた。

『漬物石じゃね～～よ馬鹿！』

　安城はそう目で訴えてから、コホンと咳せき払ばらいした。

「どうやら分かってないようだから、頭から説明しよう。昨日きのうの夜、俺達は落とし物をしたんだ。飯いい波なみ銀行の近くの交差点とこでな。それで今日きよう捜さがしに行ったんだが見つからない。そしたら煙草屋のばあさんが声をかけてきてな。何かお捜しかいって」

「ちょっとキレイなガラス玉をって言って誤ご魔ま化かしたんだ」

　サブ雄おが変わって口を開いた。

「そしたらそのばあさん、ガラス玉なら、朝小学生の女の子二人が拾って行ったって教えてくれたっす」

「そっからが大変だったな～」

　安あん城じようがしんみりと呟つぶやいた。

「小学校に忍び込み、クラスごとの集合写真をくすねてきてばあさんに見せること半日……」

「よく見えないって言うからばあさんを眼鏡めがね屋まで連れて行って新しい老眼鏡を作らせたりもしたっすね」

「そして、お前らを見つけたって訳だ。分かったか？」

　最後を安城がしめくくって、ざっとした説明が終わった。

「銀ぎん花かちゃんが朝拾った外人さんの目玉だよ！」

　ど～～して大人おとな達がここまで必死になってガラス玉を狙ねらうのか？　よく考えたら奇妙なことだ。

　銀花と桃もも花かの頭の中で、いくつかの仮説がたてられた。





　銀花の仮説

　もしやあのガラス玉は、ガラス玉に見せかけて実は宇宙人の卵なんじゃないだろうか？　水をかけるとおぎゃあって孵ふ化かして、それで近くの人の口から体内にもぐりこんで操っちゃうような。




　桃花の仮説

　もしやあのガラス玉は、ガラス玉に見せかけてやっぱり外人さんの目玉なんじゃないだろうか？　うっかりあそこでびっくりしちゃった外人さんからすっぽ～～～んって飛び出しちゃって[image: 三点][image: 三点]。






「なんだか、目め茶ちや苦く茶ちやな想像してるみたいだけど、そんなとこに突っこみを入れる暇なんてない。さ、返してくれるよな」

　日本の行く末が心配だけど、人の物を取ったら泥どろ棒ぼうになってしまう。泥棒が悪いことだってのは学校で習った。

　銀花はこっくりと頷うなずくと、もがもがと口を動かした。

「外してやれ」

　サブ雄おによって再び銀花の口に自由が取り戻された。

「朝拾ったガラス玉なら、銀花の胸んとこのポケットに入ってるよ」

「サブ雄！」

「へい」

　サブ雄の手が銀花の胸元に伸びる。

「ちょっと待ってよ！」

　銀花が強い口調で言った。

「銀花は女の子なんだよ！　最近ちょっとだけ胸が大きくなったし。もう子供じゃないんだよ！　エッチ変態ドスケベ！　銀花の胸ポケットに手突っ込むなら女の人連れて来てよ！　そうじゃなかったらロープ解いて！　自分でやるから」

「安あん城じようさん、解きますか？」

「いや、逃げられたら厄やつ介かいだ。やれ！」

「へい」

　サブ雄の手が銀花の胸元に伸ばされる。

　反撃のベルは鳴り響いた。

　首を動かすとその指に思い切り嚙かみついたのだ。

「いたたたたたたた！」

「とんでもねえガキだな。どけ、俺おれがやる」

　安あん城じようがずずいって前へ歩み出た。

「そ～～ゆ～～趣味があるとかじゃないっすよね」

「阿あ呆ほ。お前はそのガキの首を押さえてろ！　嚙まれるのは勘かん弁べんだからな」

　背後に回ったサブが銀ぎん花かの首をがっちり押さえた。

「離して！　離してよ！」

　いくら暴れてもあくまで生なま身みの小学生。太た刀ち打うち出来る訳がない。

　安城の手が胸のポケットに伸ばされるのを見ながら、銀花は喚わめいた。

「エッチ！　スケベ！　変態！」

　どか～～ん!!

　その言葉を合図としたかのごとく、ドアを打ち破り何やら銀色の奴やつが飛び込んできた。

　そいつは普通じゃなかった。全身から薄青がかった銀色の毛が生はえてた。耳がぴょんと出てた。牙きばも生えてた。口も飛び出してた。尻尾しつぽだってあった。

　絵に描いたようなオオカミ男だ。

「銀ぎん兄ぃ！」

　銀花がはしゃいだ声を上げた。

　オオカミ男、もちろん銀ぎん之の介すけだ。

　ゲームセンターを飛び出し必死に車を追いかけることしばらく、でもやっぱり車にはかなわずついに引き離される。

　半ば諦あきらめかけた時だ。目の前を屋台が通過した。

　何の屋台かって言えばもちろん、うどんの屋台だ。

　誰がやってるかって言えばもちろん、うどんの神様（唐とう子こ命名）だ。

　無事に変身を遂げた銀之介は、近くのコンビニで買った雨あま合がつ羽ぱを着込み、ここまで追いかけてきたのだった。

　銀之介は目の前の状況を瞳に映した。

　銀花が一人の男に押さえつけられてて、さらにもう一人の男の手はその胸元に伸ばされてる。

　虫眼鏡めがねでも使わないとふくらんでるのが分かんない胸だけど、一応女の子の胸だ。

「お前ら……」

　銀之介は安城とサブ雄に視線を向けた。怒りの視線って言うより、変態を見るような目つきだ。

「違うんだ！　これは！」

　それが安城の最後の台詞せりふになった。

「安あん城じようさ～～ん！」

　それがサブ雄おの最後の台詞せりふになった。

「銀兄ぃ！　早く解いてよ！」

　椅い子すをがたがたさせて銀ぎん花かが叫んだ。

「全く。厄やつ介かいごとばっかしょい込みやがって」

　銀ぎん之の介すけは銀花のロープを解こうとぶつくさ呟つぶやきながら椅子に歩み寄った。

　と、体が一瞬ぴくりと動く。

　変身時だけ働く超知覚が背後の殺気を捕えたのだ。

　銀之介はひねり前転で背後を向いた。

　さっきまで銀之介の頭があったところを、鉄のかかとが通り過ぎていった。

「今の一撃を避よけるなんて、やるじゃね～か」

　ヒュウと男、コージが口笛を吹いた。

　かっこつけたがり屋さんだなって銀之介は思った。

「だが次はそ──はいかないぜ」

　コージは腰を落とし構えた。どこかで見たことのある構えだった。

　しばし眺めてから、銀之介はぽんと手を叩たたいた。

「八はつ極きよく拳けんか？」

「お！　分かるのか？　お前相当戦ってるんだな」

「いや、ただバーチャファイターを」

「嬉うれしいぜ。最近はろくな格闘家がいなくて退屈してたんだ」

　コージは嬉しそうに言った。

　人の話を聞かない奴やつだなって銀之介は思った。

「さ、その暑苦しい着ぐるみを脱ぬいで俺おれと戦え！」

　もちろん、銀之介は脱がなかった。脱げないのだ。

「ＯＫ。俺を怒らせちまったよ～だな」

　コージは一人で勝手に怒った。

　自分勝手な奴だなって、銀之介はちょっとだけムッとした。

「なら、こっちからいかせてもらうぜ！」

　コージが飛びかかってきた。固めた拳こぶしが、銀之介の鼻はな面づらめがけて突っ込んでくる。

　いいパンチだな。

　迫ってくる拳をまじまじと観察しながら、銀之介は頭の中で呟いた。

　きっとこの一撃で、やられちゃうんだろうな？

　だけど、拳を鼻先直前まで迎えたとこでおまけにもう一言付け加える。

　もし僕が普通の人間だったら。

　銀ぎん之の介すけはひょいとしゃがむと、なんなくその一撃を避よけた。

「何！」

　コージが次の行動に移る前に、銀之介はきりもみ回転しながら飛び上がった。

「竜たつ巻まき旋せん風ぷう脚きやく！」

　どげどげどげどげどげどげどげ（以下略）。

　合計二十三発の蹴けりがコージの顔にめり込んだ。
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　戦いは終わった。

　完全ＫＯされてひくついてるコージを見下ろし、銀之介はぼそっと呟つぶやいた。

「パーフェクトボーナス……つくかな？」

「すごいよすごいよ」

　予期せず起こった拍手に、銀之介は個性的な首を動かした。

「すごいよ！　銀之介君。ばっちり決まったね」

　唐とう子こは銀之介んとこまでやって来ると、下町のおばちゃん風に肩をばしばし叩たたき笑顔で言った。

「必殺！　逆むけ電子レンジ！」

　もはや訂正する気にもならなかった。

　銀之介は鉛なまりのように重くなった頭を持ち上げてから、銀ぎん花かんとこまで行って腕を振り上げた。

　鋭い爪の一いつ閃せんで、銀花を縛しばり付けてたロープが細こま切れになる。

「銀ぎん兄ぃ！」

　間髪入れずに銀ぎん花かは銀ぎん之の介すけにしがみついた。

「一体何だってんだよ」

「銀花もよく分かんないんだけど、なんか石を返してくれって。あ、返さないと」

　胸ポケットに手を突っ込んでごそごそやってる銀花を一いち瞥べつしてから、銀之介は口を開いた。

「さてと、問題はだな」

　動かした視線の先には、もう一人の被害者がいた。縛しばられてる桃もも花かだ。

　桃花はポカンとした顔して銀之介を見上げてた。

「え～～と……お嬢じようちゃん。名前は？」

「桃花。国くに渡わたり桃花」

「桃花ちゃんか。お銀からよく話は聞いてるよ。え～～と……だな」

　とりあえず銀之介は桃花のロープをぶった切ると、しゃがみ込み目線を合わせた。

「僕のこの姿のことはさ。内緒にして欲しいんだ」

　桃花はこくんって首を振った。こくこくこくこく何度も何度も。

　このまま振り続けたら発展途上の脳味み噌そがひしゃげちゃうんじゃないかと思って銀之介は慌あわてて止めた。

　と、桃花がひょいと指を突き出してきた。小さな小指だ。

　銀之介は毛むくじゃらの小指をそれにからめた。

「指切りげんまん噓うそついたら針千本飲～～ます。指切った」

　微笑ほほえましい状況の隣で、銀花はまだポケットをまさぐってた。

「おかしいな。確かにここに入れたはずなのに。…………あ～～、ポケットに穴が開いてる！　どっかに落としちゃったんだ」

　しばし無言してから、銀花は言った。

「仕方ないよね。銀花が悪いんじゃないもん」




　時を同じくして、こちらは飯いい波なみ公園の池。

「やっと捕まえたぞ！」

　じたばた暴れるガー之の介すけを、真まさ雄おががっちりと摑つかんでいた。

「全く！　風か邪ぜひいたらお前のせいだからな」

　ど～しても岸に寄って来ないもんだから、池に飛び込んで捕まえたのだ。

「へっくしょん」

　盛大なくしゃみをかまし、池から出ようとした真雄は、手の中のガー之介の微妙な身震いに気がついた。

「ちょっと待て。お前まさか………」

　そのまさかだった。

　ぷりぷりぷりぷりぷり。

「あ～～も～～汚きたねえな！」

　真まさ雄おはさっさと水に浮かぶ危険物質から身を離した。

　と、夕日の光に照らされ、何かがキラって光ったような気がした。

「ん？」

　確かめる間もなく、危険物質は水に沈んでいく。

「まいっか。ほら行くぞ」

　まだ往おう生じよう際ぎわ悪くじたばたするアヒルを抱えて、真雄は岸辺を目指した。

　自分の目の前で千八百万円の塊かたまりが沈んでいったなんて、真雄には知る由よしもなかった。
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　んでもって翌日の朝。

　いつもと同じ朝。銀ぎん一いち郎ろうが新聞読んでて、典のり代よが台所でなんかしてて、銀ぎん花かがトーストをかじってる。そんな朝。

「宝石強ごう盗とう犯はん捕まったんだってさ」

　銀一郎が台所の典代に声を飛ばした。

「ビルの一室でこてんぱんに叩たたきのめされてたそ～～だ」

「へ～～。誰に？」

「さぁな。お、例の千八百万のサファイアは見つかってないそうだぞ」

「どっかに落っこちてないかしらね」

「全くだな」

　なんて会話を交わしてる時だ。

「ぎゃ～～～」

　二階からそんな悲鳴が聞こえてきた。

「それじゃ銀ぎん花か学校行って来るね」

　銀花が玄関を飛び出してちょうど五秒後。

「お銀ぎん！　今日きようという今日は勘かん弁べんしないからな！」

　顔中にセンタクバサミをたくさんくっつけた銀ぎん之の介すけが、階段を転げ落ちてきた。どうやら起こしの技術も原点に戻ったよ～だ。

「起きないお前が悪いんだろ。ほら、さっさと顔洗って朝あさ飯めしを食べろ。学校遅刻するぞ！」

　父親にどやされ、銀之介は流しへと向かった。

　何気なく見た鏡に映った自分のほっぺたには、ピンク色の落書きがしてあった。

「お銀の奴やつ！　性しよう懲こりもなくまた妙な落書きしやがって」

　銀ぎん之の介すけはごしごし頰ほおをこすった。

「よし、キレイになったな」

　つるんとした頰を満足げに鏡に映してから、銀之介はおやっと小首を傾かしげた。

「にしても、昨日きのうの落書きはマリリン・モンローばりの分厚いセクシー唇くちびるだったのに。今日きようのは誰の唇だったんだろうな？　いやに薄くてちっこかったけど」

　残念ながら答えは思いつかなかった。




「おっはよ～～。桃もも花かちゃん」

「おはよう。銀ぎん花かちゃん」

　いつもの待ち合わせ場所で、二人は今日も出会った。

　そしていつものように、二人並んで学校への道程を歩き出す。

「でも良かったね。銀花ちゃん。ガー之の介すけちゃんが見つかって」

「ホント。悔くやしいけど真まさ雄おにありがと言わなくちゃね」

　なんて話をしながら歩いてる最中。

「ふわぁ」

　唐とう突とつに桃花がそんな声を発した。少々気合いが足りないけど、紛まぎれもない欠伸あくびだ。

「珍しいね。桃花ちゃんが欠伸するなんて」

　普段から半分眠ねむってるような桃花だけど、彼女が欠伸するのを見たのは初めてのよ～な気がする。

「昨日の夜、テレビドラマでも見てたの？」

「ううん。お手紙書いてたの。ふわぁ」

　桃花は欠伸と一緒にそう答えた。

「へぇ、お手紙か…………誰に？」

「……………」

　答えは返ってこなかった。

「ねぇ。誰に？」

　やっぱり答えは返ってこなかった。ただ何な故ぜか顔を赤らめてもじもじしてるだけだ。

「？？？？？？」

　銀花はおやっとばかしに首をひねった。

　なんだかほんのちょっぴりだけ、いやな予感のする銀花だった。




　終業のベルが鳴った。放課後の到来を告げるベルだ。

「終わった終わった」

　途端に元気になった銀之介は、そんなに使ってない教科書達をぽんぽこ鞄かばんに突っ込み始めた。

「ねえねえ、銀ぎん之の介すけ君。そんなに急いでど～～するの？」

　隣の唐とう子こが聞いてきた。

「ゲームセンター行く。昨日きのう取り忘れたヒツジのぬいぐるみ、今日きようこそは取ってやる」

　その気合いが空回りしそうな予感がしたけど、唐子はにっこり笑って言った。

「アタシもちょっと付き合うよ」

「おう」

　鞄かばんの蓋ふたをがっちゃりと閉め、えいやっと立ち上がったまさにその時だ。

「駒こま犬いぬ。お客さんだぞ」

「え？」

　顔を上げた銀之介は、目の前のぶるまあ二つに目をぱちくりさせた。

「乙おと部べ先せん輩ぱい！　国くに渡わたり先輩！」

　乙部椎しい子こアンド国渡桃もも子こ。

　女子バレー部に所属する三年生。いろんな意味で個性的なコンビだから飯いい波なみ高校の名物になってる二人だ。

「あの、何か？」

　太ももが眩まぶしい二人を前に、銀之介はおよび腰で臨んだ。

　じつは、バレーボールをどげしどげしぶつけられた痛い痛い思い出がある。

「駒犬君」

　国渡桃子がいきなり銀之介の手をぐいっと握って言った。

「お姉さんって呼んでね」

「あ？」

「だから、お姉さんって言って」

「はい？」

　ひたすら不可解の国に迷い込んだ少年になってる銀之介だ。

「もう、桃子は言葉が足りないんだから。渡すもの渡さなきゃ訳分かんないでしょ」

　乙部椎子の一言で、不可解の国にやっと風が吹いた。

「あ、そうだね」

　桃子は小脇に抱えてたスポーツバッグの中から、可愛かわいらしい封筒を引っ張り出した。

「はい、これ妹から」

「妹？」

「うん。それじゃ私達部活あるから」

「じゃあね」

　先輩二人は去っていった。

　銀之介はまだ不可解の国にいた。

「ど～～して国くに渡わたり先せん輩ぱいの妹が僕に手紙なんか。会ったこともないってのに」

　悩む銀ぎん之の介すけの隣で、唐とう子こが「あ！」っと声を上げた。

「分かった！　桃もも花かちゃんだよ！　桃花ちゃんって国渡先輩の妹だったんだよ！」

　そ～～言われれば、にじみ出る天然色のオ～ラがそっくりだ。

「そうだったのか。にしても僕に手紙って何だろ？」

「昨日きのうのお礼とかかな？」

「とりあえず読んでみるか」

　銀之介は封筒を開き、中の便せんに目を這はわせた。

　思考回路停止。

「なになに？」

　唐子が横から首を突っ込んできた。

　やっぱり思考回路停止。

「これって……さ」

「………ラブレター………だよな」

　鉛なまりの塊かたまりでも吐はき出すように、銀之介はそう吐き出した。

　呆ぼう然ぜんとしてる二人に、周りの野や次じ馬うま連中がざわめいた。

「おい、どうした？」

「何だかよく分からんが、銀之介が国渡先輩の妹からラブレターもらったらしいぞ」

「国渡先輩の妹って、確か小学生のはずよ」

「銀之介が小学生からラブレターもらったのか」

「なんだ、やっぱりロリコンだったのか」

　ってことで結論が出た。

「ローリーローリーロリロリローリー」

　優しいクラスメイト達は今度も大合唱してくれた。

　誰が悪い訳じゃない。しいて言えば運が悪かっただけだ。

　誰かを泣かせようにも、今回はその対象がいない。

「泣いてやる！」

　銀之介は盛大に鼻をすすった。

「泣いてやるぞ！」

　そして宣言通り泣いた。





第十三話　完















　　　第十四話　あの人は何？
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「駒こま犬いぬは風か邪ぜだそーだ。今日きようは休みだ」

　二年三組担任、柏かしわ持もち先生のお言葉だった。

　唐とう子こはご主人様のいない隣の席を見つめ呟つぶやいた。

「銀ぎん之の介すけ君が風邪か。最近涼すずしくなってきたもんね」

　ここ、飯いい波なみ市は長なが野の県の南に位置する街。いくら南って言ったって、腐くさっても避ひ暑しよ地ちで有名な長野県。秋口の夜の冷え込みだって都会の比じゃねーんだな。

　見るからに貧弱が服着てショーウインドウに飾られているような銀之介のことだ。かるーくノックアウトされてしまったのだろう。

「そー言えば、昨日きのう一緒に帰った時も鼻ぐずぐずさせてたっけ。無理矢理にでも家に引きずり込んで特性唐とう辛がら子しうどん食べさせてあげれば良かったな」

　引きずり込まなくて正解だったろう。引きずり込んでたら別の理由で学校を休んでたかもしれない。それも風邪なんかよりもっともっと恥ずかしい理由で（例えば切れ痔じとかね。辛からいもん食うとなるらしいぞ）。

　それはさて置き、柏持先生のヨタ話をＢＧＭにして、唐子は一人で決意を固めた。

　今日の放課後、銀之介のとこへお見舞いに行ってあげるぞって決意を。
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　放課後がやってきた。今日も放課後はみんなに心の底から歓迎されて学校にいらっしゃった。

「よしっと」

　最後の授業だった英語の教科書を鞄かばんに押し込むと、唐子は勢いよく立ち上がった。

「お見舞いに行こっと」

　唐子の計画はこんなだった。

　まっすぐに帰宅。うどん玉と七しち味み唐辛子、さらに水すい筒とうには特性ダシ汁を入れて家を飛び出す。行き先は本屋だ。

　本屋にて『りぼん』を購入後、今度は駒犬宅へと向かう。

　駒犬宅に到着、銀之介に軽い挨拶を済ませた後に台所を借りてうどんを作る。そして食わせる。本人がいやがったって食わせるったら食わせる。

　そーゆーありがたいんだかありがたくないんだかイマイチ分かんない計画だ。

　ちなみに、途中で購入する『りぼん』は何に使うかって言えば理由は一つ。

　駒こま犬いぬ家の居い候そうろう、銀ぎん花かちゃんへのプレゼントだ。

　少々困ったちゃんな居候にて、銀ぎん之の介すけのとこへ若い娘こが訪ねてくと敵意の視線バリバリにむき出してくるきらいがある。

　でもプレゼントか何かを与えると取り合えずの注意はそぐことが出来るのだ。

　まだまだ子供よのおって言うか、実に動物的って言うか。

「さ、行こ行こ。きっと誰もお見舞いなんて行かないだろうし。アタシぐらいだもんね」

　数人の友人にサヨナラの言葉を剛ごう速球でぶつけてから、唐とう子こは教室を出た。

　声をかけられたのは廊下を三歩歩いた後のことだった。

「あ～～～、七しち味み先せん輩ぱい！」

　傍はた迷めい惑わくなオーラを巻きつけた声だ。

　振り返って見るとやっぱり傍迷惑オーラを巻きつけたメガネっ娘だった。

「三みつ石いしちゃん。珍しいね。二年の三階で会うなんて」

　唐子はぎこちなく笑った。このメガネっ娘とは中学からの付き合いだけど、あんましいい思い出ってのがない。どっちかって言えば迷惑かけられた思い出ばかりだ。

　例えばあんなことやこんなこと。

　唐子は黒目を上の方に持ち上げ思い出を反はん芻すうした。

　………………。

　思い出すだけでもなんかつらいから、さっさと止めた。

「で、どーしたの？　三石ちゃん」

　唐子の質問に、不思議研究部部長、三石小こ夏なつは傍迷惑なくらい元気に叫んだ。

「二年六組の岩いわ井い先輩が幽ゆう霊れいを見たって噂うわさが入ったんです。だから迎えに来たんです。これから不思議研究部の部室でどっぷり話を聞かせてもらいます」

　グルグルメガネがピカ──んって光った。

　唐子は心の底から哀あわれな被害者に同情した。

「珍しいですね。駒犬先輩と一緒のお帰りじゃないんですか？　ははあ分かりました。ケンカしてるんですね。いいです。言わなくても私には分かります。狩かり谷や先輩への浮気ですよね。きっとそーに決まってます。あの二人最近いっつもべったりとしてますし」

　ほっとくとどこまでも走っていきそうだから唐子は両手を広げてブレーキをかけてあげた。

「違うって、今日きよう、銀ぎん之の介すけ君は風か邪ぜひいてお休みなの」

　おまけに、これだけはきっちり言っときたかったからこう続けた。

「それに銀之介君と楓かえでちゃんが一緒にいるのだってね、三石ちゃんが思ってるようなものじゃなくて、なんていうか見張ってるっていうか………とにかく、浮気なんかじゃなくて。あ、誤解しないでよ。別にアタシと銀ぎん之の介すけ君がもうくっついてるとかそーゆーことじゃなくって。も───三みつ石いしちゃん。先せん輩ぱいに何言わせるの」

　ちょっとばかしソバカスの周りをピンク色に染めてきゃーのきゃーのする唐とう子こだけど、小こ夏なつはそんなもん見てなかった。

「なんだ風か邪ぜですか。ちょうど良かった。私、いーもの持ってるんです」

　小脇に抱えていたバッグを何やらごそごそとまさぐる。

　取り出されたのは世にも不気味な人形だった。

「あった！　この厄やく病びよう払ばらいの人形。この間通販で買ったのが昨日きのう届いたんです。どうぞ」

「いいの？　もらっちゃって。貴き重ちようなものなんでしょ」

　出来ればあんましもらいたくないなってニュアンスがこもってる唐子の言葉だけど、小夏が察する訳がない。

「いーんです。まとめて買えば安くなるって言うから箱で買ったです。まだ家にたくさんあるし。駒こま犬いぬ先輩に渡してくださいね」

　唐子は押し付けられた人形に目を落とした。

　なんか、夜に持ち主の首に食らいついてきそうな人形だ。とても病気を治なおす人形には見えない。

「本当なら私も一緒に行って風邪が早く治るよう祈き禱とうしてあげたいとこなんですけど。急いでるんで。それじゃ、私はこれで。さらばです」

　小夏はすちゃって手を上げると六組の方向へ駆かけて行った。

「仕方ないか。捨てる訳にもいかないし。銀之介君に渡そっと」

　人形を鞄かばんに放り込み、唐子は止まってた足を動かした。

　再び声をかけられたのは二階へ下りてすぐのことだった。

「あら、七しち味みさんじゃない。そんなに急いでどうしたの？」

　アダルトな声だ。って言えばこの学校にゃ一人しかいない。

「倉くら地ち先生」

　正解だ。デンジャラスにグラマーな美術教師が唐子を見下ろしてた。

　相変わらず唐子ごときじゃ太た刀ち打うち出来ないプロポーションだ。人も殺せるかもしれない。

「えーとですね。今日きようは銀之介君が風邪ひいちゃってですね。これからお見舞いに行こうかなって」

「へー、風邪か。確か昨日の美術の時間にクシャミを何回もしてたっけ。それで画用紙に鼻水が飛んで一生懸けん命めい水色を塗って誤ご魔ま化かしてたわ。面おも白しろいからずっと観察してたの」

　ふふふって笑う倉地に、きっとこの人が本気になれば世界征服も出来るんだろうなって、唐子は漠ばく然ぜんと思った。

「そうだ。つまらないものだけどこれあげるわ。駒犬君に持っていってあげて」

　ポケットから取り出されたのは小さな絵の具のチューブだ。

「一本余分に買っちゃってね。駒こま犬いぬ君、絵描くの好きそうだし」

「分かりました。ちゃんと渡しておきますね」

「それじゃね」

　倉くら地ちは長い髪をふわさふわさ動かしながら廊下を歩いて行った。

「さっきの人形よりはマシかな。さ、行かないと行かないと」

　唐とう子こは一階へ向けて階段を駆かけ下りた。もうすぐ昇降口ってとこで、筋肉の塊かたまりとばったりと出くわす。

「おう、七しち味みじゃないか。どうした？　そんなに急いで」

　体育の森もり本もと先生だ。

　唐子は思った。何か大自然の意思が自分を阻はばもうとしてるんじゃないかって。

　面倒くさいけど、唐子は早口に説明した。

「銀ぎん之の介すけ君が風か邪ぜで休みなんです。だからお見舞いに行くんです」

「駒こま犬いぬか。まったく。見かけどおりに貧弱な奴やつめ。少しは俺おれを見習え」

　森本が筋肉をもりもりさせ言った。

　アタシが風邪のウイルスだったら、間違ってもこの人にだけは入りたくないなって唐子は思った。もちろん口には出さないけど。

　そう考えると、確かに銀之介は人好きのする顔立ちやオーラの持ち主だ。

　きっとウイルスにも好かれちゃったのだろう。

「よし、この俺が愛用してるタオルを駒犬に渡してくれ。お守りになるぞ」

　森本は首に巻いてあったタオルを唐子に押し付けると、竹刀しないを振り回しながら去って行った。

　非常に個性的な匂においを発するタオルだった。

　思わずゴミ箱にぶち込みたくなるけど、そーゆー訳にもいかない。

　唐子はコンビニのビニール袋にタオルを入れて厳重に口を縛しばると、いやいや鞄かばんに押し込んだ。

「いくらなんでも、もうアタシを呼び止める人はいないよね」

　って思った。そう信じていた。だけど、唐子はまたまた呼び止められた。

　それは外履ばきに履き替え、校門めがけてダッシュし始めた時のことだった。

「唐子さん」

　涼すずやかな声に、唐子は足を止めて空を見上げた。

　神様。なぜにこのような試練をお与えになられるのですか？

　なんてちょっと殉じゆん教きよう者しやチックに問いを投げかけてから、唐子は振り向いた。

「なーに。楓かえでちゃん」

　振り向く前から、その声の持ち主が誰なのかは分かっていた。

　相変わらず涼しいオーラを漂ただよわせて楓が立っていた。こんなオーラを発せられるのは、楓か冷蔵庫ぐらいなものだろう。

「悪いけどアタシほんのちょっぴりだけ急いでるの。本当に申し訳ないんだけど込み入った用事ならまた今度に。あ、なんなら今晩電話しても」

「一つ聞きたいことがあるだけよ。時間は取らせないわ」

　楓かえでは宣言通りに一つだけ聞いた。

「飯いい波なみ市で一番おいしいケーキ屋さんってどこ？」

「一番は、やっぱり飯波堂かな？　駅前にある大きな店だよ。おすすめはモンブランかな？」

「そう飯波堂ね。ありがとう」

「いえいえ、本当なら一緒に行ってあげたいんだけど、ごめんね」

「別にかまわないわ。子供じゃないし」

「そうだよね。楓ちゃんはアタシなんかよりずっとずっと大人おとなだもんね。それじゃ」

　唐子は片手拝おがみするとその場を後にした。

「駅前の飯波堂ね」

　楓はしばし考え込んでからぽつりと呟つぶやいた。

「それとも、やっぱりソーセージとかの方がいいのかしら？　オオカミ人間には」
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　コホンコホン。

　団だん子ご坂ざかの一軒家。そこの二階の一室にて、駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけはウイルスと戦っていた。

　頭に氷ひよう囊のう載のっけて、口には体温計をくわえてて、熱で真まっ赤かな顔してて、おまけにじゅるじゅると鼻水すすってる。もちろんセキやクシャミもそつなくおさえてる。

　絵に描いたような風か邪ぜひき大将軍様だ。ここまで体で風邪ひきを表現できる奴やつはなかなかいないだろう。

「どうだ？　もう計れたろ？　見せてみろよ」

　エプロン姿のおじさんが入って来た。このなよなよしてるおじさんこそ、銀之介のお父様の銀ぎん一いち郎ろうさんだ。

「三十七度八分か。朝よりは下がったがまだ高いな。ま、薬も飲んだし、夜までには落ち着くだろ。大人しく眠ねむってろよ」

「と、父さん。お願いが………」

「分かってるよ。銀ぎん花かちゃんが買い物から帰ってきてもこの部屋には入れないようにするから」

「ありがとう」

　銀之介は心の底からありがとうを言った。銀花の看病と称した暴力行為は確実に病状を悪化させるのだ。

　例えば頭をひやしてあげるとか言って氷水を頭からぶっかけたり（脳味み噌そが凍りました）。

　体を温めてやるとか言って熱湯の入った湯たんぽを無理矢理押し込んで来たり（ヤケドしました）。

　卵酒作ってあげるとか言って台所へ向かった数秒後、しっかり生卵で変身。さらにお酒がないことに気がついてその格好のままで外へ飛び出していこうとする始末（銀ぎん之の介すけがない体力振り絞しぼってなんとか止めました）。

　銀ぎん花かに三日看病されたら死んじゃうんじゃないかって銀之介は真ま面じ目めに思った。

　銀ぎん一いち郎ろうも出ていったから静かな部屋だ。やることといったら天てん井じようを見上げることぐらいしかない。

「そう言えば、前風か邪ぜひいた時は唐とう子こが来てくれたんだよな。お見舞いに」

　こう思い返して見ると、あの時のほのかな喜びが思い出される。

　やっぱり男の子だ。病気ん時に女の子がお見舞いに来ちゃった日には青少年袋がドキドキしてしまうのだ。

「唐子。今日きようは来てくれないかな？　くれないよな。あの時は狩かり谷や先生のことがあったから来てくれたんだよ。用事がなきゃ来ないよな。僕みたいなへろへろボーイんとこになんか」

　銀之介がはあってため息を吐はき出したまさにその時。

「銀之介ちゃ─ん」

　脳味み噌そを三年くらい焼しよう酎ちゆうにつけられたような声出して、銀一郎が顔を覗のぞかせた。

「どうしたんだよ、父さん。気持ち悪い声出して」

「いやー、お父さんびっくりしちゃったよ」

　銀一郎はあくまで薄っぺらい笑いを貼はり付けたまま言った。

「クラスの女の子がお見舞いに来てくれるなんてな」

「え？」

「今案内してくるからな。恥ずかしいもんとか出てたらちゃんと片付けておけよ」

　それだけ言って軽けい薄はくな顔は引っ込んでいった。

「そっか、唐子が来てくれたのか」

　銀之介は辺りを見渡した。肌色の危ない書籍は机の奥深く腐ふ海かいに埋もれてるはずだ。問題ない。

　一応、座ざ布団ぶとん変わりのクッションをパンパン叩たたいてホコリをはらっておいた。小さな気配りだ。

「ま、こんなもんだ」

　うんうんと頷うなずいてから、銀之介はおやって小首を傾かしげた。

「どうして父さんは、クラスの女の子なんて言ったんだろ。唐子のことはよく知ってるはずなのに」

　ガチャリ。

　部屋の扉が吐と息いきを漏もらした。

　つまんない疑問はゴミ箱に投げ捨て、銀ぎん之の介すけはありがたいお見舞い客に笑顔を飛ばした。

「おいっす。とう………」

　こ………の文字は銀之介の口から顔を見せなかった。

　唐とう子こにしちゃ髪の毛がサラサラしてた。それに長い。

　唐子にしちゃ目が小さかった。しかも冷めてる。

　唐子にしちゃちょっとプロポーションが良かった。肌のキメも細かい。

　そりゃそうだ。唐子じゃないのだ。

　銀之介はたっぷりと酸素を食べてから吐はき出した。

「楓かえでさん！」

「こんにちは。駒こま犬いぬ君」

　会話が凍りついた。ちょっと寒波が吹きつけたらしい。

「おいおい、いつからこんな美人のお嬢じようさんとお知り合いになったんだ？　銀之介。ちゃんと紹介してくれよ」

　にこやかな顔で氷を打ち砕くだき、銀ぎん一いち郎ろうがしゃしゃり出てきた。

「えっと、こちらは……」

　銀之介の言葉を遮さえぎって、楓は軽く会釈すると言った。

「狩かり谷や楓です。初めまして」

「こりゃどうも。駒こま犬いぬ銀一郎と言います」

　少々緊張した面おも持もちで、銀一郎は会釈を返した。ちなみに深さは楓の一・五倍だ。

「ほら、前に話したっしょ。夏休み開けてすぐに転校生が来たって」

「なに！　あのお兄さんが英語の先生っていうあの転校生か！」

　銀一郎は大げさに驚いてから、眼鏡めがねのレンズ越しに楓を観察した。

「何だ。お前が正せい露ろ丸がんでも奥歯に詰めたような顔で話すから、てっきりとんでもない化け物みたいな転校生かと思ってたが、こんな美人の転校生だったなんて」

「まあね。あの時はいろいろあったから」

「狩谷さん。今後ともうちの馬鹿息子むすこをよろしくお願いします。ちょっと人とは違ってますけど、悪い奴やつじゃありませんから」

「確かに、人とは違うものね」

　楓はポツリと呟つぶやいた。

「まーまーここに座って座って。汚い部屋で申し訳ありません。銀之介、どーして掃除しなかったんだよ。せっかく休んでるってのに」

「風か邪ぜなんだってば」

　銀之介は憮ぶ然ぜんとして言った。

「そうか、そりやそうだ。なはは。銀ぎん之の介すけ。楓かえでさんが飯いい波なみ堂のケーキを買って来てくれたぞ。ちゃんとお礼を言うようにな。それでは、ごゆっくり」

　今時どこぞの洋館の執しつ事じさんだってしないようなおじぎをして、銀ぎん一いち郎ろうは部屋を出ていった。

「サービスのいいお父さんね」

「美人に弱いだけだよ。分かりやすい回路で出来てるから、頭の中がさ」

　銀之介はため息交じりに言った。

「私や兄さんのこと話したの？」

「うんにゃ、細かい事情は話してないよ。こーゆー転校生が来たってことだけ」

「そうなの」

　またちょっとした沈黙。

「調べに来たんでしょ？」

　銀之介がちょっとだけ寂しく言った。

「？」って顔する楓に、銀之介は続けて言葉を並べた。

「いいって。分かってるってば。用事もないのに来ないよな。あれだろ、追いかけてる銀色のオオカミが僕の父さんかどうか調べるために来たんでしょ？　残念だけど違うよ。父さんパスポートすら持ってない日本だけで生きてる人なんだ。当然イギリスなんて行ったこともないし」

「………そうか、ついでに調べていけば手間が省けるわね」

「ついでって、じゃあ何しに来たの？」

　銀之介の質問に、楓は一言呟つぶやいた。

「お見舞いよ」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを思い切りくらった。

「？？？？？」

「お見舞い」

　楓はもう一度言った。歯切れよく涼すずやかな声で。

「私がお見舞いに来るのって、そんなに変？」

「いやー、変じゃないよ。うんうん。これっぽっちも変じゃないって。うんうん。これっぽっちもね。変じゃないに決まってるさ」

　ちょっとばかし予期してなかった楓の言葉に、銀之介の脳味み噌そは軽くショートしてくれた。

「風か邪ぜだってね？」

「うん。風邪風邪。朝は熱が三十九度もあってけっこう大変だったんだ。今は落ち着いてるけど」

「よくひくの？」

「ウイルスに好かれるらしくてさ。季節の変わり目には必ず。年に四回はコンスタントにひいてる」

「暖かくして眠ねむらなきゃ駄だ目めよ」

「うんうん、その通りだ」

「氷ひよう囊のう、ぬるくない？」

「大丈夫大丈夫。いい感じに冷たいから」

「体が寒くはない？」

「いい感じに暖かいよ」

「そう」

　会話がまた凍結した。今度は傍ぼう若じやく無ぶ人じんに氷を打ち砕いてくれる人がいないから、いつまでも凍ったままだった。

　分厚い氷の中で、銀ぎん之の介すけはひたすらに困惑してた。

　何なんだ？　楓かえでさんのこの態度は、まるで僕を心配してるみたいな口ぶりじゃないか。いや、そんなはずはない。オオカミの体調を心配する猟師なんている訳がないんだ。それじゃ楓さんは一体何のつもりで。

　後ろを振り返ってばっかいるマイナス思考の天使さんが、耳元でそっと囁ささやいた。

『渡わたり哲てつ也やは鉄計ばかり………じゃなくって、渡る世間は鬼ばかり。気をつけろよ。きっと、お前が動けないってことを確認してから拳銃でズッキュンするつもりだぜ』

　前ばっか見てるプラス思考の天使さんも登場して反対側の耳元で囁いた。

『汝なんじの人にん参じん………じゃなくって汝の隣人を愛しなさい。きっと、本当にあなたのことを心配してお見舞いに来てくれたのよ』

　どっちなんだ─────!!

　銀之介は頭を抱えて器用に無言で絶叫した。

　表情から推し量ろうにも、楓はごらんの通りのポーカーフェイスだ。ババ抜きしてる時の銀ぎん花かの分かりやすい表情とは訳が違う。

　可能性は二つに一つ。もし前者だったら、僕の命は…………いや、そんなはずはないよな。いくらなんでも。

　自分にそう言い聞かす銀之介だったけど、状況は悪い方向に流れた。流れたって言っちゃまだ生なまぬるい。滝になったって言った方が適切のテキテキ君だ。

　楓が、不意にそわそわすると、何かを決意したかのようにコクリと頷うなずき、鞄かばんに手を突っ込んだのだ。

　取り出されたのはビニール袋。何か長細いものが袋の上から見て取れる。

　きっと、拳銃の銃身なんか、これぐらいの太さと長さだろう。

「やっぱり、前者だったのかあああああああ」

　慌あわてて布ふ団とんから飛び出し逃げようとする銀之介に、楓は袋から取り出した物体を突きつけた。

　銃声は鳴らなかった。鳴りようがなかった。

　突き出されたのは、一本のソーセージだったのだ。

　また豆まめ鉄でつ砲ぽう思い切りくらった鳩はとになってる銀ぎん之の介すけに、楓かえでは静かに言った。

「オオカミ青年にはケーキよりもこっちの方がいいかなって思って」

　二人の間で沈黙がとぐろを巻いた。

　そんな中、楓の頰ほおがゆっくりとピンク色に染まってく。かなり恥ずかしがってるようだ。

　さすがに、お見舞いにソーセージを持ってきて突き出してるって自分の滑こつ稽けいさに気がついたようだ。

「ぷぷぷ」

　銀之介は思わず噴ふき出した。

　楓の姿も面おも白しろいし、真剣に怖がってた自分にも笑えた。

「ふふ」

　つられるようにして楓が笑った。天然記念物並みに貴重な笑い声だ。

「あはは」

「ふふふ」

　もう凍りついてた空気なんて完全に砕くだけ散って溶とけてた。カキ氷にもなりゃしないくらいに。

「ありがたくいただくよ」

　突き出されたソーセージを受け取ると、銀之介はがじりがじりとかじった。

　なんか、ベルリンの壁かべ崩ほう壊かいの映像が頭に浮かんだ。

　楓と自分との間に立ってた壁だ。
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「よし！」

　七しち味み唐とう子こは立ち上がった。

　手て提さげ袋にはうどん玉。タッパーには具の皆さん。そして首からぶら下げた水すい筒とうにはうどん汁が入ってる。

　完全武装だ（唐子の中では）。

「お父さん。行って来るね」

　唐子は奥の居間でごろりんごろりんしてる父親、辛から雄おに声を飛ばした。

「おう、行って来～い。銀之介君によろしくな」

　寝っころがったまま手を振る父親の姿を見て、唐子はふと思った。

　なんか、動物園のパンダみたいね。

　でもまあ、そんなことはどうでもいいことだ。

　唐子はすちゃって敬礼すると勢いよくうどん屋を飛び出した。

　唐とう子こは走った。水すい筒とう振り回しながら走った。

　日夜、うどん屋の手伝いと学校中の掃除で鍛きたえられてる唐子ちゃんだ。持久力だってけっこうある。

　一度も休むことなく、唐子は団だん子ご坂ざかの一軒屋んとこまでやってきた。

「よし」

　唐子は自分の装備を最終点検した。

「うどん玉ＯＫ。汁ＯＫ。具ＯＫ。どんぶりＯＫ。割り箸ばしＯＫ。いろいろＯＫ」

　先ほど寄った本屋の袋を持ち上げ重みをチェックした。

「お銀ぎんちゃん対策の『りぼん』もＯＫ、っとね」

　唐子は目の前の駒こま犬いぬ家を見つめた。なんだかそびえ立つ魔王城みたく見えた。

　唐子はおかしいくらい力いっぱいインターホンをぶち押した。

「はーい。どちら様」

　出てきたのはエプロン姿の銀ぎん一いち郎ろうだった。相変わらず似合ってた。
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「おやおや、唐子ちゃんじゃないか」

「こんにちは。おじさん。銀之介君のお見舞いに来ました」

「それはわざわざどうも。まったく、銀之介は幸せ者だな。女の子達がお見舞いに来てくれるんだから」

「あの………お銀ぎんちゃんは？」

　唐とう子こは家の中を見やり、おずおずと尋ねた。駒こま犬いぬ家の局地的台風が飛び出してこないのはおかしい。

「あ、銀ぎん花かちゃんはね、典のり代よと一緒に買い物に行ったんだよ。しばらくは帰ってこないと思うな。あっちこっち寄るって言ってたから。何か用事かい？」

「いえ、いいんです」

「そうか。ささ、上がって上がって。銀ぎん之の介すけは部屋にいるから」

「どうも」

「私は今紅茶入れてるから、部屋は分かるよね」

「はい。あ、おじさん。後で台所借りていいですか？」

「どうぞどうぞ。とことん使いなさい」

「どうも、それじゃ」

　唐子はペコリって頭を下げると階段を上った。勝手知ったるなんとやら、幾度か来てるから迷うはずもない。

　巨大迷路でも何でもないから、すぐに銀之介の部屋の前までやってくる。

　と、漏もれてくる銀之介の声が唐子の鼓膜を揺さぶった。

「そうか。そういうことだったんだ。いや、前から不思議に思ってたんだ。でもなんか面おも白しろいねその力。僕はヒツジだったのか。あ、分かってるよ誰にも言わないから」

「銀之介君。あんまり寂しいから独り言で紛まぎらわしてるんだな」

　唐子はちょっとだけ胸が熱くなった。思えば銀之介のあの体質だ。黄色くて丸いもんなら何見ても変身してた小さい頃なんて、友達もいないで孤独な毎日を送ってたのだろう。

　一人ぼっちで砂場で遊ぶ銀之介の姿が、唐子のマブタにくっきりはっきり映った（しょーもないことに）。

「銀之介君。今行ってあげるからね」

　唐子はドアノブを手で包んだ。

「銀之介君は幸せ者だよ。女の子がお見舞いに来てくれるんだから」

　そう口の中で呟つぶやいてから、唐子はふと首を傾かしげた。

　銀ぎん一いち郎ろうの言葉が秒速一〇〇メートルくらいで脳味み噌そを駆かけ抜けたのだ。

『銀之介は幸せ者だな。女の子達がお見舞いに来てくれるんだから』

　女の子達？

　唐子は小首を傾げた。自分は間違いなく一人だ。分身の術も使ってないし、背はい後ご霊れいだってついていないはずだ。おそらく。ついてたら怖い。

「きっと単なる間違いよ」

　ちょっとばかしお化けが苦手な唐子は頭をぶるぶる振りたくった。

　気を取り直して、唐とう子こはドアノブを包んだ手に力を込め、一気に開いた。

「こんにちは～～～。銀ぎん之の介すけ～～～ん。あははははは。お見舞いに来てやったぞ～～～」

　さぞかしどんよりした空気だと思ってたから、唐子は命をかけて明るく飛び込んだ。

　飛び込んだんだけど………。

　唐子が思ってたより空気はどんよりしてなかった。っていうか和なごんでた。

　ベッドに座ったパジャマな銀之介、そして部屋の真ん中あたりにてクッションに腰を預けてる涼すずやかな少女。

　二人の冷めた視線が唐子に注がれた。

「あはははははは、楓かえでちゃん。来てたんだ」

　さすがの唐子の笑いも、ちこっとばかしひきつった。
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「も───。来るなら来るって言ってくれればいいのに。楓ちゃんも人が悪いなーホント」

　先ほどは予期しない美少女同級生の存在にひるんだけど、そこんとこは能天気なウサギの七しち味み唐子。たった八秒で復活した。

　自分で別のクッション持ってくると遠慮なしにどっかと腰を下ろす。

「学校の玄関とこでど～～して言ってくれなかったのよ」

　唐子の非難の言葉に、楓は端的に答えた。

「聞かれなかったから」

　実に楓らしい言葉に、唐子は何も言い返せなかった。

「………………」

　唇くちびるをかみ締めて、唐子には珍しく楓をちょっとだけ睨にらんだ。

「僕は幸せもんだな。お見舞いに来てくれる人がいるなんて」

　唐子のわだかまりなんてちっとも気がつかない鈍感お気楽青年の銀ぎん之の介すけは、白い歯を見せて馬鹿みたく笑った。

「唐子さん。どうしたの？　何かふくれてるようだけど」

　楓が唐子の顔を覗のぞき込んで言う。相変わらずの冷めた口調で。

　どうしたのじゃないよ。楓ちゃんが抜けがけして…………別に銀之介君のことをそう思ってる訳じゃないよ訳じゃないけど…………でも。

　そこで、唐子はハッとした。

　待てよ。楓ちゃんは銀之介君の監視をしてるんだっけ。銀之介君が危険な存在じゃないかどうか調べるために。様子を見に来たっておかしくないか。病気の時って本当の自分が出るってこの前テレビで言ってたし。

　ど～～～してか分かんないけど（分かんねえんだよ）、そう考えるとなんだか胸が軽くなった。

　倉くら地ち先生に比べればもともと軽い胸だけど（ちっこいから）、わだかまりとかが抜けてすこぶる爽そう快かいになる。

「いや～～、元気そうで何よりだよ。銀ぎん之の介すけ君」

　唐とう子こは、大おお阪さかのおばちゃんみたくカハカハ笑ってから、尋ねた。

「ところでさ、さっき二人で何話してたの？　ヒツジがど～～のこ～～の聞こえたけど」

「そ、それは…………」

　銀之介が漬つけ物もの石いしになった。

　なんか、秘密色の空気が充満してる。

「何なの？　この空気は？　アタシに言えないような話？　だったら無理に教えてなんて言わないけど」

　でも知りたい。知りたくて知りたくてたまんない。






楓かえで『駒こま犬いぬ君』

銀之介『なに？　楓さん』

楓『これまで言えなかったけど、私、駒こま犬いぬ君のことが[image: 三点][image: 三点][image: 三点][image: 三点]好きなの』

銀之介『なんだって！』

楓『一緒にいるとまったり出来る雰囲気が好き。深い優しさが好き。変身した後のふかふか感がいい感じ』

銀之介『ありがとう。楓さん。実は、僕も楓さんのことを』

楓『嬉うれしい。駒犬君』



　がっちりと抱きしめあう二人。羽の生はえたガキンチョが祝福のラッパを吹き鳴らす。


銀之介『今度、マザー牧場ヘヒツジ見に行こうな。で、ジンギスカン食べよう』

楓『唐子さんには内緒ね』

銀之介『そうそう、唐子には内緒』
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　なんて人形劇を瞬時で作っちゃうくらい知りたくて知りたくてたまんなかった。

　そんな心中を察してか、楓が口を開いた。

「私の秘密について話してたの」

「楓さん！」

「いいの。いずれ分かることだろうし。駒犬君。説明してくれない」

「分かった。楓さんがいいって言うなら」

　銀之介は口の中でもごもごしてから唐子に目を向けた。

「唐とう子こ。びっくりしないで聞いて欲しいんだけど、楓かえでさんは」

　銀ぎん之の介すけのおとぼけ顔が思い切りシリアス色に染まってた。

「実は楓さんは………」

「ヒツジを飼ってる………とか？」

「は？」

「秘密なんでしょ。それもヒツジに関係がある。でもヒツジ飼ってるなんて別にそんなに恥ずかしいことじゃないか。珍しい話だけど。それじゃいったい……」

「そんなんじゃなくてな」

「分かった！　ヒツジそっくりの弟がいる！　これでしょ。いや、まだインパクトが低いわね。もしかして、ヒツジが弟だとか？　ひょっとしてひょっとして恋人がヒツジ？　それはヤバイよいくらなんでも。楓ちゃんそんなにかわいいんだから、何もヒツジとくっつかなくたって」

　唐子の暴走はいつまでも続きそうだった。それも思い切り全速力で。

　このままじゃ、楓はヒツジから産まれたって馬鹿妄もう想そうまでいきかねない。

　銀之介はため息を吐はき出すと、正解を口にした。

「楓さんはさ。超能力者なんだよ」

「超能力者…………」

　さすがの唐子も押し黙った。頭の中で一億六千本のスプーンがぐんにゃりと曲がった。

「きっと、頭の中でスプーンがぐんにゃり曲がってると思うけど、そんな超能力じゃなくて」

「分かったよ。銀之介君。ここまでくればさすがのアタシだって分かるよ」

「そうか、分かったか？」

「うん」

　唐子は真ま面じ目め一五〇〇パーセントの顔つきでこっくり頷うなずくと、シリアス一○○万トンで言った。

「楓ちゃん。手からヒツジを出すことが出来るんでしょ」

「はあ？」

「アタシずっと前にテレビで見たことあるもん。すっごいアフロの人が手からお猿さん出すの。楓ちゃんの超能力もそれなんでしょ？」

「違うって。何考えてんだよ。唐子」

「はっ！　まさか鼻の穴から……」

「だからさ、ヒツジのことは忘れろよ」

「え！！！　ひょっとしてひょっとすると………」

　道路の真ん中に立って必死に両手を振る銀之介を軽く跳はね飛ばし、唐子の暴走は続いた。

「トイレで大きい方しようとすると、ヒツジが出てきちゃうとか？」

「心が見えるの。動物の形としてね」

　楓かえでが、ポツリと正解を口にした。銀ぎん之の介すけがいくらがんばっても暴走は止められないって悟さとったのだろう。

「心が見える………」

「そう。人の姿や形は千せん差さ万ばん別べつだわ。でもそれ以上に多種なのはその心。私はその心を動物の形として見ることが出来るの。相手に触れることによってね」

　少し陰かげりのある笑みを楓は浮かべた。楓がこの力を手に入れた背景には、悲惨な過去があるのだ。

　でもそんなことが唐子に分かるはずもない。

　超能力。普通の人間ならば一歩ひいてしまうかもしれない。未知の力ってのは人に言い知れぬ畏い怖ふの念を与えるものなのだ。

　なんだけど、相手は唐子だ。オオカミ男と遭そう遇ぐうしたってちっとも動じなかったあの七しち味み唐子様なのだ。

「すごいよ！　楓ちゃん！」

　唐子は飛び上がった。顔は興奮で真まっ赤かっかだ。

「それじゃそれじゃそれじゃ、アタシはアタシは？　何の動物？　最初握手した時に見えたの？　何の動物？」

　楓は呟つぶやくようにして答えた。

「ウサギだったわ」

「そっか。アタシはウサギなんだ。はは、良かった。かわいい動物で。ねーねー銀之介君は何だったの？」

「ヒツジだったってさ。ちょっと特殊だったらしいけど」

「ヒツジか。うわ～～～ぴったしだよ。それじゃ柏かしわ持もち先生。柏持先生のは知ってる？」

「イグアナ」

「個性強そうだもんね。ねえねえ、森もり本もと先生は？　倉くら地ち先生は？　狩かり谷や先生は？」

　目をキラキラさせる唐とう子こに、楓は終始変わらない冷めた口調で続けた。

「森本先生はゴリラ。倉地先生はヒョウ。兄さんはハヤブサだったわ」

「ぴったしぴったし」

　唐子は子供みたいに無邪気に手を叩たたいて喜んだ。

「そーだ。楓ちゃん。アタシと一緒に帰ろう。ついでに見てもらいたい人がいるんだ。もちろん超能力のことは秘密にするから。ね、いいでしょ」

「別にいいわ」

「決まり～～～」

　楓の手を引っ張って立ち上がらせる。

「銀之介君。これうどんセット。自分で作って食べてね。それからこれ、『りぼん』。ヒマ潰つぶしに読みなよ。読み終わったらお銀ぎんちゃんにプレゼントしておいてね。じゃ～～～ね、お大事に。それじゃ楓かえでちゃん帰ろうか」

　何も言わない楓を引っ張って、唐子は去ってしまった。

　静かになった部屋の中、銀ぎん之の介すけは目をパチクリさせることしか出来なかった。

「はいはいはい、お茶の時間ですぞ」

　お盆ぼんに紅茶とケーキを三つずつ載のっけて銀ぎん一いち郎ろうがやって来たのは、それからすぐ後のことだった。

「お話が盛り上がってるとこちょっと失礼してっと」

　あんまりお話は盛り上がってなかった。それどころか盛り下がってた。

「銀之介。女の子達は？」

「出て行ってしまいました」

　糞くそ真ま面じ目めな顔でそう答えた。

「そうか………」

　銀一郎はそれ以上何も尋ねなかった。息子むすこを気の毒と思ったのだろう。その場に座ると皿を並べた。

　父と息子むすこのティータイムが始まった。

　静けさだけがお友達の、なんとも寂しい茶さ話わ会かいだった。

「なあ、銀之介」

　紅茶を飲み干した父親は、ケーキをぼそぼそ食べる息子むすこに尋ねた。

「どっちの娘こがタイプなんだ？」

　男同士のプライベートな会話が始まったけど、掲載は省く。
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「見てもらいたいのは他ほかでもないうちのお父さんなんだ。アタシさ。昔っからお父さんってパンダに似てる似てるって思ってたんだけど、誰も分かってくれなくてさ。良かった、楓ちゃんの動物占いでそれが判明するんだもんね」

「動物占いって言い方は止めてくれない」

「よくうちに来るジョーンズさん達も見てもらいたいけど、あの人達って見なくても分かるんだよな。クマとかトラとかライオンとか」

「唐子さん。動物占いって言い方は」

「せっかくだから他ほかの人も見てもらいたいな。誰か知り合い歩いてないかな」

「だから、動物占いって」

「あ！！！！！！！！！」

　唐子がつむじの辺りから大声を上げた。

「あそこ歩いてるのってうちの常連さんなんだ。ちょっと待っててね」

　唐とう子こは通りの向こうを歩いてる二人組目掛けて突っ走っていった。

　外ハネがぴょこっぴょこ跳はねる後ろ姿を見送りながら、楓かえでは諦あきらめたようにため息をついた。

「もう動物占いでも何でもいいわ」




「兄貴。どうしたんすか？　いつもより早いじゃないっすか」

「うむ」

　マサの言葉に健けんは重々しく頷うなずいた。

「知っての通り、俺おれ達はいまだにあのうどん屋を落とせずにいる。挑戦を始めてもう半年近くにもなるのに」

「確かにそうっすね」

「週に三日は足を運んでるのに、毎回うどん食べて帰ってくるだけだ」

「そうっすね。食べてるっす」

「デカイ犬や湾岸戦争な奴やつらがいる時は仕方ないとしても、どうしてそうでない時も思うようにいかないのか？　理由は分かるよな」

「それは…………」

　マサはしばし考えてから口を開いた。

「飯食くっちゃうからですか？」

「その通りだ。あの店へ行く度についついうどんやらカツ丼どんやらを食べてしまう。その結果」

「食っといて暴れるなんてきまり悪いですもんね」

「腹一杯にして行く作戦やら、一週間三食うどん食べてうどん嫌いになってから行くなどいろんな手を使ったが、まずうまくいった試しがない」

「あの店、なんだかんだでおいしいっすもんね。別腹って言うかなんて言うかで食べちゃいますもん」

「そこで俺おれは考えに考えた。そして結論が出た。その結論とは」

「何なんすか？」

　健はかなりもったいをつけてから、声を張り上げた。

「定休日に行くんだ」

　どっかああああああん!!

「そうか。それなら食べたくたって食べられませんもんね」

「どうだい。すばらしいアイデアだろ」

「はい。やっぱり兄貴は天才です」

　道端でひたすら感動してる馬鹿二人。不意に声がかけられた。

「すみませ─────ん。健さんとマサさん」

「ん？？」

　振り返ってびっくりした。これから地上げしようって店の娘むすめだったのだ。

「お前は……」

「ははは。ど～も、別に自己紹介もいらないと思うんですけど、一応しときます。七しち味みうどん亭ていの看かん板ばん娘の七味唐とう子こで────す。いつもお世話になってまーす」

　唐子はぺっこり頭を下げた。

「ところで、ちょっとだけいいですか？　え────とですね……」

　そこで唐子は微妙に固まった。

　どうやって楓かえでと握手させるか考えてなかったのだ。

「あの子と握手してください」ってのがストレートなんだろうけど、あまりに不自然だ。

　頭ず蓋がい骨こつの中身を三回転ほどさせて、唐子はひらめいた。

「あのですね。私の友達が手相占いの勉強をしてるんです。それでちょっと見せてもらいたいなって。いいですか？」

「まあ、減るもんでもないし」

「そーですか。それじゃちょっと待っててください。友達呼んで来ますから」

　唐子はぱたぱた駆かけていった。

「兄貴。どーしてＯＫなんてしたんですか？」

「仕方ないだろ。成り行きってのもあるし」

「だから兄貴は甘あまいって言うんですよ」

「なんだと！　また勝負するか？　言っとくが俺おれのヨッシーの走りはお前のキノピオなんぞとは格が違うぞ!!」

「キノピオなんて昔の話っす。オイラは特訓して、ついにクッパ使えるようになったんす。クッパの加速力をなめちゃいけませんよ」

　ゲーマーじゃないとさっぱり分からない会話を飛ばしあってる時だ。

「お待たせしました。連れてきたよ」

　首を動かして驚いた。

　うどん屋の娘が連れてきたのが、先日丸太に縛しばられちゃったあの美人少女だったからだ。

「君は………」

「あの時の………」

　口をパクパクさせる二人、豆粒でもあれば投げ込みたくなる動きだ。きっと十粒くらい入れば賞品が出るかもしれない。

「何、楓ちゃんの知り合い」

「さあ」

　楓はそっけなく言った。

「見ればいいのね」

「そう。それから、さっきも言ったけど」

「分かってるわ。それらしいコメントね」

「も───、分かってるじゃない。楓かえでちゃん。それじゃ、マサさん。手出して」

　唐とう子こはマサの手を引っ張ると楓に伸ばした。

「さ、楓ちゃん」

　楓はため息一つ吐はき出してからその手を握り、目を閉じた。

　同じ行為を健けんでもやる。

「ね、楓ちゃん。二人の手相どうだった？」

　わざとらしい唐子の台詞せりふに、楓は一言だけ言った。

「今日は災さい難なんの日だわ」

　なんて言うか、自分に向けられてるような一言だ。

「そうかー災難の日か。二人とも今日きようは家で大人おとなしくしてた方が良さそうだよ。それじゃご協力ありがとうございました」

　嵐は過ぎた。金魚が二匹取り残された。

「兄貴」

「マサ」

　二人は顔を見合わせ異口同音に言った。

「今日は帰ろう」




「ねーねーあの二人ってばどんな動物だった？」

　曲がり角までやって来た唐子は目をキラキラさせて聞いてきた。

「最初の人は」

「マサさんだね」

「抜けてるアライグマ」

「うん、分かる分かる。どっか抜けてそうだもんね。健けんさんの方は？」

「少しくたびれてるけど、人のいいタカ」

「そうそう。顔ちょっとだけ怖い系だけど、すごくいい人なんだ健さんって。机にこぼしたうどん汁も綺き麗れいにふき取って帰ってくし。あ!!」

　唐子はまたつむじの辺りから声を張り上げた。

「また知り合い見つけちゃった。友達って訳じゃないけど、頼めば多分大丈夫だよね。行って来る」

　はるか遠くの電柱の影に隠れる人影めがけて、唐子は突っ走っていった。

「本当に災さい難なんの日だわ」

　楓かえでは心の底からため息を吐はき出した。

「せっかく駒こま犬いぬ君と話してたのに」

　無意識に出たその言葉に、楓は心の底から驚いた。

「私、何言ってるんだろう」




「キミ先せん輩ぱいが二十七番目のカッチョマンを見つけたことは嬉うれしく思います。それに今回は真正面からぶつかって告白しようとする態度には心の底から尊敬します」

　ユミがマスク越しに言った。

　続いてマユも口を開く。

「キミ先輩が一人じゃ心細いからウチラに一緒に来るようにっていう気持ちもよく分かります。でも、分かんないのは」

　二人はお互いの格好をしげしげと見つめあい同時に素朴な疑問を吐き出した。

「なんでこんな格好しなくちゃいけないんすか？」

　ここで二人の格好を説明しよう。

　黒いゴミ袋と生ゴミ用のポリバケツ。以上説明終わり!!　って格好だ。

「どうしてそんな格好しなくちゃいけないのですって？　そんなの決まってるじゃない」

　唯一、ちゃんと人間の格好してる少女、倉くら畑はた季き美み恵えは、二人を冷ややかに見つめ言った。

「ユミ。あんたその食パンみたいなマスク取れる？」

「それは無理っす。このマスクはあっしの命っす」

「マユ。あんたそのいっちゃってるカリフラワーみたいなパーマ何とか出来る？」

「冗じよう談だん止めてくださいよ。このパーマには魂たましい込めてるんですから」

「それが理由よ。私がカッチョマン様に告白しようとした時、後ろにそんな格好してる二人がいたらびっくりするに決まってるわ」

　自分はどうなんだよ、って二人は言いたかった。

　キミ先輩だって人のこと言えないじゃないですか！　髪の毛にはメッシュ入ってるしスカートは不自然なくらい長いし鞄かばんは人に投げつける時ものすごく風切って飛んできそうだなってくらい薄っぺらいし、それにおかず海の苔りみたく眉まゆ毛げ太いし。

　でもそんなこと言えない。言ったら先輩チョップが飛んでくるに決まってる。

「だから、私が告白してる間、二人は目立たない格好で大人おとなしくしてて欲しいって訳」

　果たしてこの格好が目立たない格好なのか？　いや、ここに来るまでの道中ではエリマキトカゲよりも目立ってたぞ！

　キミ先輩！　あなたは間違ってます！　って本当に言いたかったけど二人は言わなかった。こんな動きにくい格好では飛んでくるチョップは絶対にかわせない。断言できる。

「分かったわね。分かったら返事」

「はい！」×２

「よし、じゃ大人おとなしく待ってなさい」

　季き美み恵えはまた電柱の影に隠れると、通りの向こうのコンビニを見つめた。

「カッチョマン様。早く出て来てください。今日きようは決意を固めて来ました。カッチョマン様」

「こんにちはっと」

　いきなり目の前にソバカスが飛び出して来たもんだから、飯いい波なみ市ナンバー１（自称）の季美恵でも驚いた。

「あ、あんたは」

「覚えてる？　覚えてるよね。先月、あなた達が楓かえでちゃんを取り囲んでるとこにこらあって飛び込んでった女の子だよ。ちなみに名前は唐とう子こって言うんだ。七しち味み唐子」

　しっかり自己紹介もした。

「あの時は悪かったわよ。でも私はもうあの楓って娘こをとっちめようとも思ってないし、林はやし先せん輩ぱいとくっつこうが好きにしろって感じだし。もういいでしょ。取り込み中なんだからあっちへいってよ」

「ちょっとひどいんじゃないの。アタシは別にいいけどさ、楓ちゃんあの後しばらく大変だったんだよ。トラウマって言うのかな？　あ～～ゆ～～の、あれ以来食パンとカリフラワーとおかず海の苔りを見るたびに怖いよ～怖いよ～って」

　唐子はいけしゃあしゃあと噓うそ八はつ百ぴやくを店頭に並べた。

「キミ先輩。もしかしてうちらとんでもないことしちゃいました？」

「今度お詫わびの品持って謝あやまりに行きましょうよ」

　ゴミ袋とポリ容器が擦すり寄ってそう提案した。

「でも大丈夫！　ちょっと手を見せてくれるだけで楓ちゃんは許してくれるよ。きっと」

「手を見せる？」

「そっ。実は楓ちゃん、今ね、手相占いの勉強をしてるんだ。だからいろんなタイプの人の手相を見てるって訳なの」

　季美恵とユミとマユの三人は顔を見合わせた。

　よく分かんない展開だけど、それで許されるなら安いものだ。

「別にいいわよ」

「ありがと！」

　了解を取った唐子は、顔をぱっと明るくすると道の向こうに向かって頭の上で輪を作って見せた。

「オッケーだって！」

　その合図を受けて、楓がやって来る。見るから～～に疲れた足取りだ。来たくないって顔つきだ。呆あきれ返ったオ～ラだ。

　だけど、そんな些さ細さいなことに注意を向ける唐とう子こちゃんじゃなかった。

「ほら楓かえでちゃん」

　促うながされるまま、楓は三人の手相を見るふりをした。

「この間は……悪かったわ」

　季美恵は少し照れくさそうに言うと、続けてこう尋ねてきた。

「それでどうなの？　あたしの手相」

「災さい難なんの相が出てるわ」

　楓はぼそっと呟つぶやいた、まるで自分に言ってるような一言だ。

「何ですって！」

　さっそく色めき立つ季美恵を、ユミとマユが必死にしがみついて押し止めた。

　ポリバケツとゴミ袋に取り押さえられるっていうひじょ～～に間抜けな姿だ。

「駄だ目めです！　キミ先せん輩ぱい！」

「そーっす。せっかく許してもらったってのに」

「がううぅぅぅぅ」

「それじゃ失礼しました～～～」

　なんかこのままここにいると血を見そうだったから、唐子はさっさと楓の手を引っ張るとその場から退散した。

「がるるるるるぅぅ」

　季美恵はまだ吠ほえてた。

「あ！　キミ先輩！　出て来ましたよ！　カッチョマン27号！」

「え？」

　季美恵はやっとこさ吠えるのを止めた。電光石せつ火かの早はや業わざで電柱の陰に隠れるとそっとコンビニを覗のぞき見る。

　がやがやダベりながら出てくる男子生徒達の一団。その中の二枚目系の一人に季美恵の視線は注がれまくっていた。

「カッチョマン様！」

　季美恵はうっとりとその背中に見とれた。

「キミ先輩！　告白するんじゃないんですか？」

　右後ろのポリバケツが騒いだ。

「早くしないといなくなっちゃいますよ！」

　左後ろのゴミ袋も叫んだ。

「それともやっぱり恐くなったんですか？」

「止めますか？　今日きようは」

「ふざけんじゃないわよ！」

　季き美み恵えは叫んだ。叫んだ拍子に無意識に先せん輩ぱいチョップも二連発出てた。

「いたあい！」×２

　頭を押さえる二人に、季美恵はきっぱりと公言した。

「見てなさい！　これからすぐ追いついて、バッチリ告白して見せるから。三分後には幸せ街道まっしぐらよ」

　それだけ言うと、季美恵はずっかずっかと道を早足で歩き出した。

　カッチョマン27号の背中がどんどんと近づいてくる。

　どっかんどっかん鳴り出す心臓を右手で押さえ、季美恵は心で語った。

　カッチョマン様。今日きようこそ、この胸が焦こげるほどの熱い思いをあなたに打ち明けます！

　声をかけようと季美恵が息を吸い込んだその時だった。

　カッチョマン27号は嚙かんでたガムをぺっと吐はき捨てたのだった。

「ガムの吐き捨て………」

　極限まで上がってた胸の温度が一気に下がった。氷点下マイナスまでぶち落ちた。

「おい！　そこの茶髪のボンクラ！」

「あ？」

　振り向くカッチョマン27号の顔面に、季美恵のスーパーデンジャラスミラクルスクリューパンチが炸さく裂れつした。

　歯が二、三本空くうを飛んだ。しばらくは離乳食の生活だろう。ガムなんてもっての他ほかだ。

「何するんだ！」

　騒ぐ男連中をぎろりって睨にらみつける。

　とやかく言うならぶっ殺してやるからなって感じに敵意がギラギラしてる瞳だ。

　みんな一いつ斉せいにハマグリのように押し黙った。

「嚙かみ終わったガムは紙に包んでくず籠かごに捨てろ」

　押し殺した声の迫力に、男達はこくこくと首を上下に振った。




「あ～～あ、前と同じパターンよね」

「本当本当」

　電柱の陰からその動向を窺うかがってたポリバケツとごみ袋のコンビは、そろって特大のため息を吐はき出した。

「またキミ先輩の不機嫌な毎日が始まるんだろうな」

「新しいカッチョマンが見つかるまではずっと生理中のイライラ状態なんだもんね。キミ先輩って」

　それを考えるとやるせなくなって、ユミとマユはまたため息を吐き出した。

　ギャースギャース。

　気がついたらカラスが集まってた。何かごちそうが入ってないかと二人の体をつんつんつっつく。

「ちょっと、アタシらはゴミじゃないわよ」

「そうよそうよ」

　二人は寄ってくるカラスに八つ当たりした。
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「最初に握手したマスクの娘こは寝不足のカラス。次のパーマの娘は皮ひ肉にく屋のハムスター。最後の娘は……」

「なになに？」

　好奇心の瞳が眩まぶしい。内臓まで突き刺さってくるよ～だ。

　楓かえではうんざり口調で呟つぶやいた。

「キレイ好きのイタチ」

「カラスにハムスターにイタチか。うん。分かる分かる」

　唐とう子こはこくこく首を動かして一人で納得してた。

　そんな時だ。不意にかけられる声があった。

「おやおや、七しち味み君じゃないか」

　首を動かした唐子は、思わず目を大きくした。

「漆うるし野の刑けい事じ！」

　長なが野の県警の破は天てん荒こう刑事、漆野百ひやく太た郎ろうがあい変わらずのインチキっぽい笑みを浮かべポーズを決めてた。

　腕もいいし頭も切れるけど性格は最悪。いっつも悪知恵を働かせてるちょっとレアな公務員だ。

「ど～～して飯いい波なみ市に？」

「な～～に、ちょっとした仕事でね」

　漆野はひょいっと肩をすくめて見せた。

「質たちの悪い連続放火犯人がこの街に逃げ込んだって情報が入ってね。それを追いかけに」

「で、パトロールしてると？」

「いや」

　漆野は首を横に振ると堂々と胸を張って言った。

「仕事の振りをしながらパチンコ店をハシゴしてるとこだ。これで給料がもらえるんだからこの仕事は止められん」

　漆野を見てると、なんだか脱税する人の気持ちが少し分かるような気がした。こんなのに税金から給料が払われてると思うと誰だってふざけんなって思うだろう。

「そちらのお嬢じようさんは？　初顔だね」

「あ、この間転校してきた狩かり谷や楓かえでちゃん。同級生なんだよ」

「そうか。初めまして。私は長なが野の県警で棺かん桶おけと懲ちよう戒かい免めん職しよくに一番近い男、漆うるし野の百ひやく太た郎ろうだ」

　漆野は帽ぼう子しのツバを人さし指でピンと弾はじくとニヒルに笑みを浮かべた。相当鏡の前で練習しないとこんなポーズは出来ないだろう。

「あ、漆野刑けい事じ。実は楓ちゃん手相占い…」

「初めまして。狩谷です」

　唐子が言うよりも早く、楓は右手を突き出した。展開が読めたから時間短縮したのだ。

「おう。よろしくよろしく」

　楓の手を優しく握り上下に振る。
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「それでは、銀色の玉達が私を待っているので」

　またニヒルな笑みで別れを告げると、漆野は町並みに消えていった。

「ねえねえ、漆野刑事って…」

「とてつもなくずる賢がしこいキツネ」

「え？」

「仕掛けられたトラバサミを掘り起こし別のとこに埋めてうししって笑ってたわ」

「…………納得」

　しみじみと頷うなずいた。

「唐とう子こさん。寄り道するのはもう」

「そうだね。楓かえでちゃん疲れちゃうもんね。それじゃ行こ。アタシの家。もう知り合いに会ったって握手させないからさ」

　唐子は笑いながら言った。でもそんなもんは噓うそ八はつ百ぴやくだった。




　それから三十分後。




「ほら、着いたよ。ここがアタシの家」

　唐子は目の前の我が家を紹介した。もう二、三年で妖よう怪かいになるんじゃないかって感じに古いのれんがぶら下がってる。開店したばっかだ。

「どう、なかなかいいお店でしょ」

　振り向いた唐子は、おやって怪け訝げんそうに顔をしかめた。

　なんだか理由が分からないけど、楓がものすごく疲れた顔をしてたからだ。

「ど～～したの楓ちゃん。歩き疲れちゃった？」

「唐子さん」

　楓にしては珍しく、恨うらむような瞳を唐子に向けた。

「あなたはこう言ったはずよ。もう知り合いに会ったって握手させないからさって」

「楓ちゃん。記き憶おく力りよくいいね」

「なのにどういうこと？　私はあれからここに来るまで、二十五人の手を握らされたんだけど」

　楓は怒ってるようだった。なまじっか顔が整ってるだけに迫力がある。

「あはは、そんな怒んないでよ。だって今日きようにかぎってど～～してか知り合いがうろちょろしてるんだよ。ついつい好奇心が爆発しちゃったって仕方ないじゃん。神様が悪いんだようん。神様が」

　無む茶ちや苦く茶ちやな責任転てん嫁かだ。

「それにアタシ噓は言ってないよ。楓ちゃんに握手はさせてないじゃん。手相を見せたんじゃん。握手とは違うよ」

　無茶苦茶なへ理屈だ。

「だからさ、そんな恐い顔しないでよ。そ～～だ、なんかおごるからさ。何がいい？　鍋なべ焼きうどん？　天ぷらうどん？　カツ卵とじうどん？　うどん汁茶漬け？」

「もういいわ」

　楓はため息を吐はき出した。あれこれ口論したってカロリーの無む駄だだって悟さとったのだ。

「お父さんが何の動物か見たいんでしょ。早くして」

「うん。絶対何かおごるから考えといてよね。たっだいま～～」

　唐とう子こが店の引き戸に手をかけようとしたちょうどその時、戸が開かれ中から男が出てきた。

　コートの襟えりを不自然に立てた、背の低い男だ。

「き、気をつけろ……よぉ」

　上うわ擦ずった声でそう言い唐子を睨にらみ付けてから、男は二人の間を通り抜けていった。

　一瞬だけ、男の手が楓かえでの手の甲に触れた。

　暗くら闇やみでカメラのフラッシュをたいたように、映像が一瞬、楓の頭の奥を通り過ぎた。




　ミニチュア模型の家の前に、ドブネズミがうずくまってた。

　ドブネズミはへらへら笑いながら、手にしていたマッチを擦する。

　シュバって音がし、マッチの先にオレンジ色の炎が生まれる。

　ドブネズミはそれを、ミニチュアの家の窓に突っ込んだ。火はたちまち燃え広がる。

　燃え盛さかる家を見てドブネズミはいやらしい笑みをさらに深めた。




「なによぉ。自分だって下向いてたくせに。い～～だ！」

　歯を剝むき出しい～～ってやってから、唐子は楓に顔を向けた。

　楓は何か虚こ空くうを見ていた。少なくとも唐子は見てない。

「楓ちゃ～～ん」

　手のひらを楓の目の前でぴらぴらやったら、やっとこさ楓は気がついた。

「ど～したの？　一瞬魂たましい抜けてたよ」

「何でもないわ」

　何事もなかったかのように楓は口を開いた。

「ただ、今の人の手が触れて一瞬だけ見えただけ」

「へ～～何か見えたの？　あ、当てよっか？　根ね暗くらのモグラでしょ」

　楓はゆっくりと首を横に振り言った。

「火遊びの大好きなドブネズミ」

「へ～～、火遊びの大好きなドブネズミか…………火遊び？」

　何かが心に釣つり針ばりをひっかけた。

　火遊び火遊び火遊び。そ～～言えば漆うるし野のさんが………。

　もやもやもやもやって回想のモヤの中で、漆野が言った。

『質たちの悪い連続放火犯人がこの街に逃げ込んだって情報が入ってね。それを追いかけに』

「楓ちゃん！」

　モヤを吹き飛ばし、唐子は叫んだ。

「もしかしたら今の奴やつ！　放火犯人かもしれないよ！」

「さあね。そうかもしれないし。そうじゃないかもしれないし」

「ど～してそんなに落ち着いてられるの！　大変だよ！　速く警察に行かなくっちゃ！」

　気が動転して何な故ぜか電柱を上り始める唐とう子こに、楓かえでは静かに言った。

「警察になんて言うつもり？」

「え？」

「火遊びをしてたドブネズミを見ました。だからきっと放火魔ですって言うの？　信じる訳がないでしょ」

「それは……楓ちゃんの超能力をきちんと説明して」

「断固として拒否するわ」

　楓はきっぱり言った。

「うう」

　しばし、濡ぬれ手て拭ぬぐいでも嚙かみ締めたような顔で唸うなってた唐子だけど、不意にポンと手を打つ。

「じゃぁ現行犯を押さえればいいんだよ！　そ～すれば問題ないじゃん」

「安あん直ちよくな考えね。そう簡単にうまくいく訳が…」

　そんなこた唐子は聞いちゃいなかった。ぐんにって楓の手を握るとそのまま男を追いかけ始める。

「本当に災さい難なんの日だわ」

　引っ張られながら楓は心の底から呟つぶやいた。




　　　　　８




　男は路地裏に入った。二人は後を追いかけた。

　三番目の角を曲がった。二人は後ろに続いた。

　さらに四番目の角で体を傾ける。二人も同じように足を向けた。

「あれ？」

　そこで華か麗れいに見失った。細い一本道にいくつもの路地が合流してた。どれが正解なのかさっぱり分からない。

「だから言ったでしょ。そううまく行く訳ないって」

　やっと手を離してもらえた楓が、痺しびれる手を軽く動かしながら呟いた。

「早く帰りましょ」

　唐子は帰ろうとしなかった。う～～むって難しい顔で何ごとか考えてる。

「何してるの？」

「アタシも超能力をやってみるの」

　糞くそ真ま面じ目めな顔で唐子はそうぶっぱなした。

「この中の道のどれが正解か、アタシの超能力で探ってみる」

　唐とう子この瞑めい想そうは続いた。手を握り合わせてあんじゃらげ～あんじゃらげ～～と意味不明の言葉を口の中で転がしている。

「よし！」

「答えは出たのかしら？」

　呆あきれ口調で尋ねる楓かえでに、唐子はぷるぷる首を振って見せた。

「違うよ。今までは精神統一をしてただけ。本番はこれから」

　おもむろに唐子は人さし指を突き出した。

　そして、儀ぎ式しきが始まった。

「ど～れ～に～し～よ～う～か～な、て～ん～の～か～み～さ～ま～の～ゆ～う～と～お～り～」

　指が一つの路地で止まる。

「こっちだよ楓ちゃん」

　自信満々で唐子は路地に飛び込んでいった。

　仕方ないから、楓も後に続く。

「全く、唐子さんは純粋って言うか子供っぽいって言うか」

　さすがの楓もついつい愚ぐ痴ちをこぼし始める。

「大体まださっきの男が放火犯人かど～～かも分からないって言うのに」

　とぼとぼ歩きながら愚痴はさらに続いた。

「それにあんな方法で正解の道が探さがし出せるはずが」

「あ！！！」

　いきなり目の前の唐子が素すっ頓とん狂きような声を上げて駆かけ出した。

「一体今度はなに？　唐子さん」

　疲れた顔を楓は持ち上げた。そして見た。

　燃える炎を一生懸けん命めいに足で踏み消してる唐子の姿をだ。

「楓ちゃん！　ビンゴだったよ！」

　なんとか炎に勝利し、唐子は誇らしげに言った。

　古い木造建築の家屋。そこを狙ねらった放火だ。丸められた新聞紙。散乱しているマッチ棒。まかれた灯油の香り。間違いないようだ。

「こ～～ゆ～～偶然ってあるのね」

　出来ることなら厄やつ介かいとは関わり合いになりたくない楓だけど、ここまでくれば無視する訳にもいかない。

「警察に電話をかけるわ。ここがどこなのかはっきり場所分かる？」

「う～～んとね。あっちこっち路地を走っちゃったからなあ」

　唐子は上下左右をきょろりきょろり見渡し、頭の天てつ辺ぺんから声を出した。

「あ～～、この建物知ってる！」

「この古い家のこと？」

「うん。この青い屋根、間違いないよ」

「どういうこと？」

「ここ、銀ぎん之の介すけ君の家候補だったんだって」





　ちょっと回想劇場





唐とう子こ『うわ～～、銀之介君の部屋の窓からって見晴らしがいいよね、さすが高台』

銀之介『そ～だよな。特に夜なんかけっこう眺めがいいんだぞ。一〇〇万ドルって訳にはいかないけど、一五〇円くらいの価値はあるぞ、きっと』

唐子『今度一五〇円払って見に来よっかな？』

銀之介『別にタダでいいよ。[image: 三点][image: 三点][image: 三点]でもまあ、こっちの家にして正解だったな』

唐子『こっちの家にしてって、どういうこと？』

銀之介『ほら、遠くに青い屋根の家が見えるよな』

唐子『うん。見えるけど』

銀之介『最初はあそこに住む予定だったんだ。古いけど造りはしっかりしてるし、それに家賃がとてつもなく安かったし』

唐子『どうして止めちゃったの？』

銀之介『郵便局が遠いって理由と、家々がひしめきあってて近くに車を止められないって理由さ。父さんが歩くのおっくうだって言ってさ』

唐子『ふ～～ん。でも良かったじゃん。おかげでこんなにも見晴らしのいい家に住めるんだからさ』






　回想劇場終わり






「そ～ゆ～ことなんだ」

「それなら、駒こま犬いぬ君のお父さんに聞くのが一番みたいね」

　楓かえでは鞄かばんから携帯を引っ張り出すとぴぽぱって押した。

「………出ないわね。留守かしら」

「おじさんはともかく、熱出してる銀之介君が出かけるってのはないと思うけど。風か邪ぜが悪化して病院にでも行ったのかな？」

　唐子がそこまで言った時だった。

「俺おれ様の芸術に何するんだ」

　背後からそんな声が聞こえた。

「え？」

　振り向いた途端、お腹なかに強烈な衝撃が加わった。

「楓かえでちゃん！　逃げ……」

　薄れる意識の中。犯人のにやにや顔だけが見えた。

　ネズミに似てるなって、こんな状況ながら唐とう子こは思った。




　目を覚ました唐子が一番最初に気がついたのは、長く使われてない家特有の辛しん気きくさい香りだった。

「ここは？」

「あの建物の中みたいね」

　すぐ後ろで楓の声が聞こえた。肩越しに振り返ると楓のうなじが見えた。

「うわ、楓ちゃん。うなじもとってもキレイだね」

　思わずそんなことを口走る唐子に、楓は冷ややかに一言。

「そんなこと言ってられる状況かしら」

　状況じゃなかった。二人は一緒になって一本の柱に縛しばりつけられてるのだから。

　ごそごそ身をよじったけど、抜け出せそうになかった。

「こんなことなら通信教育の忍者講座を受けて縄なわ抜ぬけの術を覚えておけば良かった」

　唐子は真剣に悔くやしがってから、また首を後ろに向けた。

「そうだ、火遊びの好きなドブネズミの人は？」

「さあね。私も今さっき気がついたばかり」

「あいつめ～～」

　歯をぎちぎちと鳴らす唐子の鼻がぴくぴくっと動いた。辛気くさい香りにくわえて別の香りを嗅かぎ取ったのだ。

「ねぇ、楓ちゃん。なんか焦こげ臭くない？」

「………今一番認めたくないことがそれだわ」

　ちょっとした沈黙。

　ドス黒い不安は漂ただよってきた煙によって確定した。

「楓ちゃん！　大変だよ！　あいつここに火つけてったんだよ！　このままじゃ！」

「言わないで。分かってるから」

「そうだ！　携帯電話でお巡まわりさんか消防車を呼ぼうよ。楓ちゃん。携帯電話は」

「咄とつ嗟さにポケットに入れたから、あるけど」

「良かった！　速く助けを…」

　息急せき切って言う唐子に、楓が冷ややかに言った。

「でも、どうやってボタンを押すの？」

　その通りだ。こうロープでぎっちり縛しばられてちゃ、携帯を引っ張り出してボタンを押すなんて芸当は不可能以外の何物でもない。

「あ～～！　こんなことなら通信教育のエスパー講座を受けて、テレキネシスを出来るようにしておけば良かったぁぁ」

　唐とう子こは心の底から絶叫した。




　一方その頃、風か邪ぜひきさんのお宅では…。

　ぷるるるるるるるるるる。

　電話の鳴き声で、うとうとしてた銀ぎん之の介すけはお目覚めした。

「電話か……」

　むっくりと起き上がったけど、ダンベルを五、六っこ縛り付けたように頭が重い。

　また熱がぶり返してきたようだ。

「いっか、父さんが出てくれるだろ」

　銀之介は他た力りき本ほん願がんを決め込むとまた重い頭を枕に載のっけた。

　しばし待った。電話はまだ鳴ってた。

　さらにも～少し待った。電話はまだ鳴り続けてる。

　さらにさらに待ったけど、いつまでも鳴きやまない。なんか気になり出すと耳につく鳴き声だ。

「あ～～も～～」

　銀之介はふらふらと起き上がった。途端倒れた。

「やべ、ちゃんと目が見えねえぞ」

　なんて呟つぶやいてから、銀之介の旅が始まった。

　数々の苦難を乗り越え、何とか一階の電話んとこまでたどり着く。

「もしも～～し、駒こま犬いぬですけど」

　半分死んでるよ～な声で銀之介は言った。

「もしも～～し、どちら様ですか？」




『もしも～～し、どちら様ですか？』

　その声は、楓の腰の辺りから聞こえてきた。

「楓かえでちゃん………」

　唐子は口をぱくぱくさせてから、信じられないって感じに言った。

「もしかして、オナラで腹話術が出来る人？」

「こんな時に冗じよう談だんは止めて」

　楓かえではぴしゃりと叩たたき付けた。もっとも、唐とう子このは天然発言で冗じよう談だんでもなんでもなかったんだけども。

「コーリングのままポケットに入れておいたの。もしもの時を考えて」

「すごいよ。楓ちゃん！」

「ここまでのタイミングは期待してなかったけど」

『もしも～～し、声が遠いんですけど』

　楓の腰の辺りから間抜け声はまだ続いてた。

　唐子は慌あわてて声を張り上げた。

「銀ぎん之の介すけ君！」




「唐子か？　出来れば今度にしてくれないかな？　実はものすごく気分がすぐれなくて」

『銀之介君！　すぐに部屋に行って！』

「あ？」

『部屋に行ってって言ってるの！』

　何だか分かんないけど唐子のテンションは普通じゃない。

　ここで拒絶して怒りを買う勇気もない。

「分かった分かった」

　コードレスの受話器を握り締めると、銀之介はまた旅に出た。階段で二度ほど死にそうになるけどなんとか部屋までやって来る。

「部屋についたぞ」

『だったら窓から外を見て？』

「あ～？」

『窓から外を見てって言ってるの！』

　やっぱりここでも怒りを買う勇気がないから、銀之介は重い頭を持ち上げなんとか窓にへばりついた。

「見たぞ」

『銀之介君がこの間言ってた家を探して』

「あい？」

『青い屋根の家賃は安いけどお父さんが歩くのがイヤだって言って止めた』

　なんかすごい剣けん幕まくだ。

「分かった分かった」

　銀之介はなかなか焦点が定まらない目をしばしばさせて一生懸けん命めいに見た。

「お、あったぞ。なんか煙が出てる」

『火事なの』

「あのな～～、唐とう子こ」

　銀ぎん之の介すけはやるせないため息混じりに言った。

「やじ馬根性はいいけど、わざわざ電話かけてきて見せつけることはないだろ。こっちは熱で頭の中が火事みたいなもんなんだから」

『そこにいるの！』

「火事場のやじ馬になってるんだろ？」

『違うの！　火事になってる家の中にいるの！　楓かえでちゃんと一緒に縛しばられてるの！』

　ほんの一瞬だけ、銀之介は頭の重さも気持ち悪さも忘れた。

「なんだってぇぇぇ!!　ど～～してそんなことに」

『放火魔を追いかけてて。とにかく早く助けて！』

「分かった！　すぐ行くから！　すぐ行くからな！」

　銀之介は受話器を放り投げると、一気に部屋を飛び出し階段を駆かけ下りた………つもりだった。

　でもお熱が出てるから足がとっても素す敵てきにもつれる。

「あ～～～」

　盛大に階段を転げ落ちた。

　なんとか立ち上がるけど、体の中で暴れ回ってる風か邪ぜウイルスがなかなかど～～して一筋縄なわじゃいかない。

　気持ち悪いし鼻水は出るし頭は重いし関接の節ふし々ぶしは痛いし、目の焦点もなかなか合わないし。

　銀之介は体内でがんばってる風邪菌のみな様を怒ど鳴なりつけた！

「ちくしょ～～、お前らと喧けん嘩かしてる暇は今はないんだよ！　後にしてくれい」

　救急箱を開けて、ありったけの薬を引っ張り出した。喉のどにきく風邪薬、熱にきく風邪薬、頭痛にきく風邪薬、よく分かんない風邪薬。

　山盛りにした薬をごっくり飲み下し、銀之介は台所の冷蔵庫を開けた。

　つかみ出した卵は、今日も素敵につるんとしてた。




　　　　　９




「もしもし、七しち味みですけど」

『お、唐子ちゃんか。おはよう』

　眼鏡めがねのひょろひょろの声だ。

『どうかしたかい？　こんな朝早くに』

「あの、銀之介君の具合ど～ですか？　今日きよう学校来れそうですか？」

『う～～～ん。かなりひどいみたいだからな。ちょっと学校は無理そうだな』

「そうですか」

『銀ぎん之の介すけは幸せ者だな。みんなに心配してもらえて』

「いえ。それじゃ失礼します」

　唐とう子こは受話器を置いた。

「銀之介君。やっぱり、昨日きのうのあれで風か邪ぜをこじらせちゃったんだ」

　唐子の頭に、昨日のあれが浮かび上がった。

　どんどん充満してくる煙、熱気を帯びてくる空気。

　もう駄だ目めだって思った時、そいつは壁をぶち破って飛び込んできた。

　雨あま合がつ羽ぱを着込み、マスクで顔を隠したオオカミバージョンの銀之介だ。

　鼻水が蛇じや口ぐち全開モードでだばだば流れっぱなしだったけど、マスクの隙すき間まから青っぱながぶら～～んと垂れ下がってたけど、炎の中飛び込んできた姿は格好良かった。

　その格好良さに思わず痺しびれちゃったくらいだ。

「アタシ達のせいで風邪をこじらせちゃったんだもんね。やっぱ責任とらないと」

　唐子は決心すると、押入れを開けてありったけの風邪対策用品を引っ張り出した。氷ひよう囊のうやら水枕やら洗面器やら手て拭ぬぐいやら……。

　それら全すべてを紙袋に詰めて、準備は完了する。

「お父さん。アタシ今日きよう風邪で学校休むって学校に電話しておいて！」

　自室で眠ねむる父親に向けてそう叫び、唐子は自宅を飛び出した。




「ふ～～む」

　銀ぎん一いち郎ろうは新聞に鼻面を突きつけ、眉まゆ根ねを顰しかめた。

「どうしたの？　難しい顔で新聞とにらめっこして」

「いや、この記事なんだがな」

　銀一郎は眼鏡めがねをちょいと押し上げると、ざっと記事を説明した。

「昨日の夕方、放火犯人が捕まったんだとさ。なんでも電柱に頭をぶつけてたのを、お巡まわりさんが発見したらしい」

「それがどうかしたの？」

「いや、奇妙なのはど～～して電柱に頭をぶつけたのかってとこだ。犯人いわく、路地裏を歩いてたら大きな犬に突き飛ばされたって言うんだ」

「大きな……犬？」

「ああ。なんか鼻水をだらだら流した大きな犬が、くしゃみをしながら走ってきて自分を突き飛ばしたとかなんとか」

　二人の頭の中に、一匹の風邪ひきオオカミが浮かび上がった。

「まさか、銀之介」

「かもな。衰弱が激しくて詳くわしい話は聞けなかったが、昨日なんかしたらしいからな」

「聞いてこようかしら？」

　二階に上がろうとする典のり代よを銀ぎん一いち郎ろうは止めた。

「まぁ、急がなくてもいいじゃないか。それに今行くのは野や暮ぼってもんだぞ」

「そうね、野暮ってものね」

　二人は二人にしか分からない笑えみを顔に浮かべた。その時だ。

「おはようございます!!」

　玄関の方からそんな大音声が響いてきた。

　何事かと思って向かうと、大きな紙袋を手にした唐とう子こが息を切らして立っていた。

「唐子ちゃんじゃないか。一体どうし…」

　銀一郎の語尾に食らいつくようにして唐子は一気にまくしたてた。

「銀ぎん之の介すけ君の風か邪ぜがこじれたのはアタシのせいなんです。アタシが調子に乗って放火犯を追いかけて、それで捕まっちゃったから。銀之介君風邪ひいてたのに助けに来てくれて。アタシの責任なんです。だから看病しに来ました！」

「はぁ……そりゃどうも」

　迫力に押されて、銀一郎と典代はこくんと首を動かした。

「上がらせてもらいます。あと、氷ください。それから水も」

　勝手にそう言って家にずかずか上がり込むと、唐子は手早く水枕やら氷ひよう囊のうやらの準備をした。

「銀之介君は部屋ですよね」

「ああ」

「それじゃ失礼します」

　二人にぺこって頭を下げると、盛大な音をたてて階段を上がってく。

　しばし目をぱちくりさせてから、典代が呟つぶやいた。

「今日きようはお客様が重なる日ね」




「おっはよ～～銀之介君！」

　唐子はばい～～んって銀之介の自室のドアを開けた。

「安心してね！　銀之介君の風邪が治るまでアタシがみっちり看病して……」

　そこで唐子は錆さびたロボットになった。

　銀之介がしゃくとり虫になってたとか、逆立ちして甘あま納なつ豆とう頰ほお張ばってたとか、そ～～ゆ～～訳じゃない。

　銀之介はいた。水枕で頭に氷囊で毛布三枚重ねで口に体温計で、典型的な風邪ひきさんスタイルだ。

　問題はその隣で手て拭ぬぐいをしぼってる人物の存在だ。

「か、楓かえでちゃん！」

「唐とう子こさん！」

　しばしぱくぱくと空気を食べた。

「何やってるの？　学校にも行かないで」

「それは私の台詞せりふよ」

　それ以上深くは突っ込まなかった。突っ込まなくたって状況を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「アタシが来たからもう大丈夫だよ。楓かえでちゃんは学校行きなよ」

「借りは作りたくない主義なの。唐子さんこそど～～ぞ」

「うぅぅぅぅ」

　なんか、ちょっとだけ火花が散った。

　そんな中、全すべての元げん凶きようの銀ぎん之の介すけ君は何してたかって言うと………、実はけっこう悩んでた。

「言えないよな」

　唇くちびるをちょっとだけ動かし、銀之介は呟つぶやいた。

「実は風邪治ってるなんて………」

　発熱時に思い切り体を動かして汗をかいたせいか、熱なんて昨日きのうの夜にはすっかり下がってた。今だってバリバリの平熱だ。

　じゃぁ、ど～～して学校行くのが無理かって言うと……。

　きゅるるるるるるって下腹が唸うなり声を上げた。

「う……また来た」

　銀之介は顔をしかめるとお腹なかを押さえた。

　不運としか言いようがなかった。

　昨日、風邪菌と戦うためたくさん口に押し込んだ薬。

　まさかその中に、大量のピンクの小粒が含まれていたなんて。


第十四話　完












　　　あとがき




　才能って言葉がある。

　人間の得え手て不得手ってのは、多少なりともこれに関係してくると思う。

　神様は僕にいろんな才能をくれなかった。って言うか、むしろマイナスの才能をくれちゃったのだ。

　みんなが軽くこなしてることがど～～しても出来なくて、小さい頃から悩んだもんだ。

『なんでこんなことが出来ないの？』

　ってよく言われた台詞せりふだけど、答えは一つしかない。

「だって出来ないんだもん！」




　大きくなって、無器用じゃない振りをするコツを覚えてからはあまり聞かなくなった台詞だけど、最近たまに耳にする。

　友人達は言う。

『なんでそこでガードが出来ないの？』

　答えは一つだ。

「だって、遠くから来る波動拳とかならまだガードしよって気がつくけど、そんな近くでパンチされたってガードする暇ないじゃん！」

『なんでそこで対空技が出ないの？』

「瞬間的にコマンドを思い出して入力なんて無理だよ」




　僕はゲームが好きだ。スポーツとレースものには手を出さないけど（激走トマランナーは別）それ以外なら広く手を出してる。決してうまいわけじゃないけど、そこんとこは気力と根性でなんとかやってる。

　でも気力と根性でど～～にもなんないのが格闘ゲームなんだよね。

　敵の強さレベルを星一つにして、必死にがんばってたま～にクリア出来る。そんな程度の腕前だ。

　格闘ゲーム買っても、２Ｐ対戦にして片方のコントローラーを足ででたらめに動かし、それをボコボコに倒すっていうよく訳の分からない遊び方をしてる。




　そんなある日、事件は起こった。

　でたらめに足で動かしてただけのビクトルが、僕のガロンに圧勝しやがったのだ。

　自分の足と格闘ゲームで勝負して負けたみじめさは、味わった者にしか分からない。

　でもこんな下らないこと味わう人って、日本に何人いるんだろ～な？

　（もすかすて僕だけ？）


阿あ智ち太た郎ろう






　言っておきたい一言





その①　でも封ふう神しん領域エルツヴァーユは普通にクリア出来た。あれは面おも白しろい。

その②　音ゲーも才能ない。ウンジャマラミーはクリアしたけど、ポップンとかビーマニとかは手も足も出ない。だってあれ、雪崩なだれじゃん。

その③　携帯電話についてるモグラ叩たたきが22万点を突破した。サルになってやってるからなぁ。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。独特な笑いとハートウォーミングな世界を描きファンの支持を集める人気作家。現在ＢＳＱＲ（channel 489）でラジオ番組のパーソナリティにも挑戦中。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。現在「電撃ｈｐ」誌上に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』を連載中。ほかに『女神学園』（メディアワークス刊）などがある。
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僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで⑥




アヒル探さがして三さん千ぜん里り








阿あ智ち太た郎ろう
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